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１．実施計画進行状況

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン

---子どもたちの、未来をひらくまち、おおいそｰｰｰ

基本方針

①　安心して子どもを産み、育てられる子育て環境づくりの促進

②　家庭、地域、行政が連携し子どもを育てていく体制づくりの促進

③　多様な保育サービスなど子育て支援機能の充実

計画の目標値

評価の基準

計画事業の進行状況一覧表（令和２年度）

計
61 28 5 1

95
64% 30% 5% 1%

12

6 心配りが必要な子どもたちへの支援 8 3 0 0 11

5 子育てと仕事の両立支援 9 3 0 0

23

4 地域が支える子育て環境づくり 7 6 0 1 14

3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり 14 8 1 0

2 子どもの心豊かな成長を育む環境づくり 10 3 3 0 16

1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり 13 5 1 0

基本目標 項　　　　目
進行状況

事業数
Ａ Ｂ Ｂ* C

19

R6 目標

目標値 ０～１４歳の人口割合 ％
11.5 11.1

11.5
（H30)

評価指標 単位 現況 R2 R3 R4 R5

前計画からの事業の評価方法であるＡＢＣ評価については、継続的に実施している事業は

「Ｂ」とされ、行政サービスを安定して提供することの評価が適当な評価となっていないこと

から、継続実施している事業の評価等を見直し、次のとおり新たに定めた。

Ａ…事業目標を達成した、または達成した事業を継続的に実施できている。

Ｂ…事業目標に達していないが、概ね成果があった。

Ｃ…事業が未着手、または検討段階にある。

※各事業において、担当課ごとに進捗状況が異なる場合は、評価の高いもので集計する。

※新型コロナウイルス感染症により予定していた事業が中止、または未着手となったものにつ

いては、「Ｂ＊」として評価する。
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２．事業一覧表
基本目標 施策の方向 № 通し№ 事業名（具体的事業） ５年間の目標 区分 所管課

・継続実施 継続 学校教育課

・継続実施 継続 子育て支援課

② 2
公立幼稚園・公立保育所のあり方につ

いての検討
・継続実施 継続 子育て支援課

・組織的な学校研究への取組実施率100％ 継続 学校教育課

・私立園への補助金交付

・継続実施
継続 子育て支援課

・継続実施 継続 学校教育課

・継続実施 継続 子育て支援課

③ 5 少人数指導や外部人材の活用 ・「地域ふれあい学習」協力者　延べ2,000人/年 継続 学校教育課

④ 6 職業体験学習などのキャリア教育の推進 ・中学校３年間の学習の中で、全ての生徒が職業体験学習を行う 継続 学校教育課

・継続実施 継続 子育て支援課

・「地域ふれあい学習」協力者　延べ2,000人/年 継続 学校教育課

・継続実施 継続 学校教育課

・継続実施 継続 子育て支援課

・継続実施 継続 生涯学習課

・継続実施 継続 子育て支援課

② 10 町内幼稚園・保育所等における相談環境の整備 ・各子育て関連施設に１人（コーディネーター）配置） 継続 子育て支援課

① 11 乳幼児とのふれあい体験 ・継続実施 継続 学校教育課

② 12 性に関する正しい知識の啓発 ・継続実施 継続 学校教育課

③ 13 喫煙や薬物使用の知識啓発 ・継続実施 継続 学校教育課

・各中学校１回/年（町内全中学校開催） 継続 町民課

・大磯町園児・児童・生徒の防犯安全対策推進委員会１回/年 継続 学校教育課

・各小中学校１回／年 新規 スポーツ健康課

・各小中学校１回／年 新規 学校教育課

⑥ 16 町内幼稚園・保育所等巡回歯磨き指導 ・町内各園等１回／年 新規 スポーツ健康課

・休日の夕食を大人と一緒に食べる子どもの割合１００％

・３食必ず食べるように気を付けている子どもの割合９０％
継続 スポーツ健康課

・継続実施 継続 産業観光課

② 18 食生活に関する講座の開催 ・食育講座８回/年 継続 スポーツ健康課

・小学校給食の地場産物（県内産）の使用割合３０％ 継続 学校教育課

・継続実施 継続 子育て支援課

規則正しい食生活の推進

③ 19 給食の充実

１－４

家庭教育への支援

① 9 親子同士のコミュニケーション講座

１－５

子どもの心と体の健康づくり
④ 14 犯罪に巻き込まれない対策

⑤ 15

１．子どもたちの

生きる力を育む環

境づくり

１－１

教育・保育環境の整備

① 1 老朽化した設備の整備

１－２

質の高い学校教育・保育、地域

子育て支援

① 3
保育士、教諭の質の向上（研修、人材

育成）

② 4 魅力ある教育・保育の推進

１－３

小学校教育への円滑な移行

① 7 子ども同士の交流

② 8
幼稚園、保育所、小学校のネットワーク強

化（円滑な移行）

自殺対策の推進

１－６

食育の推進

① 17
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基本目標 施策の方向 № 通し№ 事業名（具体的事業） ５年間の目標 区分 所管課

① 20 学童保育の推進 ・継続実施 継続 子育て支援課

② 21 放課後子ども教室の推進 ・実施回数の増加 継続 子育て支援課

③ 22 全ての子どもの居場所づくりの推進 ・大磯町新・放課後子ども総合プラン推進委員会２回/年 継続 子育て支援課

④ 23 公園等の整備
・公園・緑地の樹木剪定の実施

・遊具点検及び修繕１回/年
継続 都市計画課

・継続実施 継続 子育て支援課

・「地域ふれあい学習」協力者　延べ2,000人/年 継続 学校教育課

・人材登録者数１００人 継続 生涯学習課

・継続実施 継続 福祉課

② 25 青少年指導員活動 ・自主事業３回/年 継続 生涯学習課

・継続実施 継続 学校教育課

・継続実施 継続 子育て支援課

② 27
スポーツ少年団活動やスポーツ推進委

員の活動支援
・継続実施 継続 スポーツ健康課

③ 28 スポーツ大会や教室の開催 ・継続実施 継続 スポーツ健康課

① 29 地域の伝承文化に親しむ郷土愛の育成 ・「児童生徒を対象とした学習指導」15回/年 継続 生涯学習課

・「青少年おもしろ講座」３回/年 継続 生涯学習課

・継続実施 継続 学校教育課

・児童書の団体貸出冊数1,500冊/年

・団体貸出用児童書の購入冊数100冊/年

・おはなし会の参加人数1,500名/年

・ブックスタート乳児向き貸出用図書の購入冊数100冊/年

継続 生涯学習課

・学校図書館の整備と学校図書館司書の配置の充実 継続 学校教育課

① 32 環境学習の推進
・各小学校の施設見学　1回／年

・子供向け体験学習の実施　1回／年
継続 環境課

② 33 人権教育 ・継続実施 継続 学校教育課

③ 34 平和学習 ・継続実施 継続 総務課

２－６

社会参加への支援
① 35 子どもの意見を反映する機会の充実 ・継続実施 継続 政策課

２－４

文化・芸術活動の推進

② 30 文化・芸術体験の機会の提供

③ 31 読書活動の推進

２．子どもの心豊

かな成長を育む環

境づくり

２－１

子どもの居場所づくり

２－２

世代間交流の充実

① 24 地域住民との交流事業

２－３

スポーツ活動の推進

① 26
各幼稚園・保育所等や学校におけるス

ポーツの取り組み

２－５

子どもの健全育成
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基本目標 施策の方向 № 通し№ 事業名（具体的事業） ５年間の目標 区分 所管課

① 36
母子の健康保持、増進（新生児・未熟

児訪問）
・対象児の全数把握、全数訪問 継続 スポーツ健康課

・マタニティースクール10回/年 継続 スポーツ健康課

・こんにちは赤ちゃん事業（乳幼児全戸訪問事業）訪問率100％

・２歳児全戸訪問事業「にこにこ子育て応援団」訪問率100％

・子育て講座「ベビーマッサージ」４回/年

・健康に関する講座５回/年

継続 子育て支援課

③ 38 不妊等への支援 ・継続実施 継続 スポーツ健康課

④ 39 乳幼児健診、予防接種の推進
・乳幼児健診受診率100％

・予防接種率100％
継続 スポーツ健康課

⑤ 40
母子の健康保持、増進（産後ケア事

業）

・デイサービス型実施施設数１か所

・アウトリーチ型　対象家庭への訪問率100％

・宿泊型実施施設数１か所

新規 スポーツ健康課

⑥ 41 利用者支援事業（母子保健型）

・妊産婦の全数把握

・子育て世代包括支援センター１か所

・妊婦健康診査受診率100％

新規 スポーツ健康課

① 42 救急医療の確保 ・継続実施 継続 スポーツ健康課

② 43 妊婦健康診査 ・受診率100％ 継続 スポーツ健康課

③ 44 周産期・小児医療の確保 ・継続実施 継続 スポーツ健康課

④ 45 新生児聴覚検査 ・受診率100％ 新規 スポーツ健康課

⑤ 46 産婦健康診査 ・受診率100％ 新規 スポーツ健康課

⑥ 47 歯と口腔の健康づくり
・２歳児歯科健診受診率100％

・継続実施
新規 スポーツ健康課

① 48 児童手当の支給 ・継続実施 継続 子育て支援課

② 49 小児医療の助成 ・継続実施 継続 子育て支援課

③ 50 養育医療 ・継続実施 継続 子育て支援課

④ 51 就学援助 ・継続実施 継続 学校教育課

⑤ 52 ひとり親への援助 ・継続実施 継続 子育て支援課

⑥ 53 障がいを持つ子どもへの援助 ・継続実施 継続 子育て支援課

⑦ 54 保育料以外の実費負担への費用助成 ・継続実施 継続 子育て支援課

・町内歩道整備延長L＝943m

（国府本郷西小磯１号線、幹線28号線）
継続 建設課

・町内すべての公園で点検・修繕、公園検査を実施 継続 都市計画課

② 56
公共施設での子育て支援（授乳室やベ

ビーベット等）
・赤ちゃんの駅の貸出12回以上/年 継続 子育て支援課

・町内の防犯灯の維持管理 継続 町民課

・公園・緑地の樹木剪定の実施

・遊具点検及び修繕１回/年
継続 都市計画課

・継続実施 継続 学校教育課

・継続実施 継続 町民課

・継続実施 継続 学校教育課

・子どもSOS事業推進研修会１回/年 継続 生涯学習課

３．子育て家庭に

とって安全で安心

なまちづくり

３－１

妊娠、出産から子育てまで切れ

目ない支援

② 37
出産育児不安の解消（情報提供・訪

問・子育て講座等）

３－２

医療体制の充実

３－３

経済的な支援

３－４

生活環境の整備

① 55 公園や道路等の環境整備、バリアフリー

③ 57 通学路や公園などの安全確保

④ 58 交通安全、防犯対策
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基本目標 施策の方向 № 通し№ 事業名（具体的事業） ５年間の目標 区分 所管課

・継続実施 継続 スポーツ健康課

・継続実施 継続 子育て支援課

・継続実施 継続 スポーツ健康課

・継続実施 継続 子育て支援課

③ 61
町内幼稚園・保育所等における育児相

談
・各園１人ずつ配置（コーディネーター） 継続 子育て支援課

・新生児（未熟児）訪問　対象時の全数把握、全数訪問

・産後ケア事業（アウトリーチ型）対象家庭への訪問率100％
継続 スポーツ健康課

・こんにちは赤ちゃん事業（乳幼児全戸訪問事業）訪問率100％

・２歳児全戸訪問事業「にこにこ子育て応援団」訪問率100％
継続 子育て支援課

⑤ 63 不登校やいじめの相談 ・継続実施 継続 学校教育課

① 64 つどいの広場事業 ・利用者数15,000人/年 継続 子育て支援課

② 65 保育所開放保育、幼稚園施設開放 ・体験入園１回/月実施 継続 子育て支援課

③ 66 一時預かりの促進 ・継続実施 継続 子育て支援課

④ 67 子育て短期支援事業の充実 ・検討継続 継続 子育て支援課

⑤ 68
主任児童委員、民生委員・児童委員の

活動
・継続実施 継続 福祉課

① 69 ネット等による情報発信 ・継続実施 継続 子育て支援課

② 70 子育て情報誌（ガイドブック）の発行 ・継続実施 継続 子育て支援課

① 71 保育ボランティアの活動支援 ・継続実施 継続 子育て支援課

② 72 ファミリー・サポート・センター事業の促進 ・会員数の拡充 継続 子育て支援課

① 73 待機児童解消（保育所・小規模保育の充実） ・待機児童数０人 継続 子育て支援課

② 74 保育所・認定こども園・小規模保育等の事業実施の支援 ・継続実施 継続 子育て支援課

③ 75 認定こども園の活用 ・継続実施 継続 子育て支援課

④ 76 育休、産休明け保育の充実 ・子育てコンシェルジュ　３か所配置 継続 子育て支援課

⑤ 77 延長、一時、休日、夜間保育 ・継続実施 継続 子育て支援課

⑥ 78 病児、病後児保育 ・利用児童数　年間延べ80人以上 継続 子育て支援課

⑦ 79 保育士の確保 ・継続実施 継続 子育て支援課

⑧ 80 利用者への支援（子育てコンシェルジュ等）
・子育てコンシェルジュ　３か所配置

・コーディネーター　８人配置
継続 子育て支援課

① 81 学童保育の充実 ・継続実施 継続 子育て支援課

② 22 全ての子どもの居場所づくりの推進 ・大磯町新・放課後子ども総合プラン推進委員会２回/年 継続 子育て支援課

・「大磯町男女共同参画推進プラン」の見直し及び新プランの策定

・男女共同参画講演会・講座を年１回以上実施
継続 町民課

・継続実施 継続 学校教育課

・継続実施 継続 生涯学習課

・マタニティースクール　５回／年 継続 スポーツ健康課

・イクメン講座　３回/年 継続 子育て支援課

・ファミリー教室　３回/年 継続 生涯学習課

③ 84 事業所への啓発 ・パンフレット配布　70事業所 継続 産業観光課

妊婦、乳幼児訪問

４－２

子育て支援の充実

４－３

子育て情報の発信

４－４

子育て世代の社会参加への支援

５．子育てと仕事

の両立支援

５－１

多様な保育サービスの提供

５－２

放課後児童対策の充実

５－３

仕事と生活の調和の実現

① 82

４．地域が支える

子育て環境づくり

４－１

子育て相談体制の充実

① 59 気軽に相談できる環境の整備

② 60 子どもの病気や発育の相談体制

④ 62

男女共同参画の講演会、講座

② 83
男女が共に子育てに参加する環境づく

りの推進
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基本目標 施策の方向 № 通し№ 事業名（具体的事業） ５年間の目標 区分 所管課

・継続実施 継続 スポーツ健康課

・子ども発達支援会議３回以上/年 継続 子育て支援課

・継続実施 継続 福祉課

・継続実施 継続 子育て支援課

・継続実施 継続 学校教育課

・相談件数100件/年 継続 子育て支援課

・継続実施 継続 スポーツ健康課

・継続実施 継続 福祉課

・継続実施 継続 学校教育課

① 88 ネットワークの強化
・要保護児童対策地域協議会（代表者会議ほか）８回/年

・研修会１回/年
継続 子育て支援課

・継続実施 継続 スポーツ健康課

・こんにちは赤ちゃん事業（乳児全戸訪問事業）訪問率100％ 継続 子育て支援課

③ 90 家事や育児への援助 ・利用件数200件/年、会員数200人 継続 子育て支援課

④ 91 地域の見守りの充実
・こんにちは赤ちゃん事業（乳児全戸訪問事業）訪問率100％

・２歳児全戸訪問事業「にこにこ子育て応援団」訪問率100％
継続 子育て支援課

⑤ 92 児童虐待防止の予防 ・継続実施 継続 子育て支援課

・継続実施 継続 学校教育課

・継続実施 継続 子育て支援課

・継続実施 継続 学校教育課

・継続実施 継続 子育て支援課

① 51 就学援助 ・継続実施 継続 学校教育課

② 52 ひとり親への援助 ・継続実施 継続 子育て支援課

・継続実施 新規 学校教育課

・継続実施 新規 子育て支援課

④ 54 保育料以外の実費負担への費用助成 ・継続実施 継続 子育て支援課

94 保護者、児童の相談体制

６．心配りが必要

な子どもたちへの

支援

６－１

配慮が必要な子どもへの支援

① 85 （発達）障がいのある子どもへの支援

② 86 園や学校における人材配置や相談体制

③ 87 専門職による相談機能の充実

６－２

児童虐待防止体制の充実

② 89
早期把握や支援（乳幼児訪問・養育支

援訪問）

６－４

子どもの貧困への対策 ③ 95 スクールソーシャルワーカー等と福祉の連携

６－３

いじめや不登校への対応

① 93 相談員、スクールカウンセラーの配置

②

6 
 



３．進捗管理シート

未着手等の理由と
今後の対応等

令和５年度
・●●●●●●
・●●●●●●
・●●●●●●

・○○○○○○
・○○○○○○

令和６年度
・●●●●●●
・●●●●●●
・●●●●●●

・○○○○○○
・○○○○○○

令和４年度
・●●●●●●
・●●●●●●
・●●●●●●

・○○○○○○
・○○○○○○

評価Cの場合

評価

令和３年度
・●●●●●●
・●●●●●●
・●●●●●●

・○○○○○○
・○○○○○○

令和２年度
・公立幼稚園の認定こども園化に向けた検討の実施
・公立幼稚園の認定こども園移行等検討会を開催
・令和３年度入園児募集（入園説明会にて報告）

・公立幼稚園の認定こども園化に向けた検討の実施
・公立幼稚園の認定こども園移行等検討会　3回開
催
・令和３年度入園児募集（入園説明会にて報告）

A

目標値
・公立幼稚園・保育所の在り方の検討
・私立保育所または私立認定こども園の誘致

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

進捗状況

年度 年度別事業目標 実績

施策の方向 １－１ 教育保育環境の整備

当初計画

事業概要 ・公立幼稚園・保育所の在り方や、民間幼稚園等の誘致について検討します。
・認定こども園の設置を目指し、子育てサービスの総合的かつ効率的な運営を図ることについて検討します。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 2

事業名 公立幼稚園・公立保育所のあり方についての検討 子育て支援課

進捗管理シートの見方進捗管理シートの見方進捗管理シートの見方
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学
校

子
育
て

学
校

子
育
て

学
校

子
育
て

学
校

子
育
て

学
校

子
育
て

評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

・安全で快適な学校生活を送ることができるよう、大磯町教育
施設等長寿命化計画に基づいた施設、設備の維持管理を行うと
ともに、計画的な整備を行う。

・安全で快適な園生活を送ることができるよう、施設、設備の
維持管理を行うとともに、総合計画に基づいた計画的な整備を
行う。

令和５年度
（予定）

・安全で快適な学校生活を送ることができるよう、大磯町教育
施設等長寿命化計画に基づいた施設、設備の維持管理を行うと
ともに、計画的な整備を行う。

・安全で快適な園生活を送ることができるよう、施設、設備の
維持管理を行うとともに、総合計画に基づいた計画的な整備を
行う。

令和４年度
（予定）

・安全で快適な学校生活を送ることができるよう、大磯町教育
施設等長寿命化計画に基づいた施設、設備の維持管理を行うと
ともに、計画的な整備を行う。

・安全で快適な園生活を送ることができるよう、施設、設備の
維持管理を行うとともに、総合計画に基づいた計画的な整備を
行う。

令和３年度
（予定）

・安全で快適な学校生活を送ることができるよう、大磯町教育
施設等長寿命化計画に基づいた施設、設備の維持管理を行うと
ともに、計画的な整備を行う。

・安全で快適な園生活を送ることができるよう、施設、設備の
維持管理を行うとともに、総合計画に基づいた計画的な整備を
行う。

令和２年度
（実績）

・安全で快適な学校生活を送ることができるよう、施設、設備
の維持管理を行うとともに、総合計画に基づいた計画的な整備
を行う。

学校施設運営のために必要な保守点検等を行い、施設・設備の
修繕等の維持管理を行った。
また、修繕や改修、さらには改築を計画的に実施し、これらに
必要な予算をできるだけ平準化するため、大磯町教育施設等長
寿命化計画を策定した。

A

・安全で快適な園生活を送ることができるよう、施設、設備の
維持管理を行うとともに、総合計画に基づいた計画的な整備を
行う。

・国府保育園３歳児保育室マルチエアコン取替修繕、園庭壁面
時計修繕、大磯幼稚園外廊下照明器具修繕工事、たかとり幼稚
園公共下水道接続工事、非常用電源設置工事、保育園、幼稚園
遊具修繕の実施の他、各園で必要な修繕等を実施した。

Ａ

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－１ 教育保育環境の整備

当初計画

事業概要
・安全で快適な学校及び園生活を送ることができるよう、施設、設備の維持管理を行うとともに、総合計画に基づ
いた計画的な整備を行います。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 1

事業名 老朽化した設備の整備
学校教育課
子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・認定こども園運営法人の公募及び選定。
・認定こども園運営法人による建築設計。

令和５年度
（予定）

・認定こども園運営法人による建築工事。
・公立保育所のあり方についての検討。

令和６年度
（予定）

・大磯幼稚園の閉園
・認定こども園の運営開始。
・公立保育所のあり方についての検討。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・公立幼稚園のあり方についての検討。

・令和６年度の開園を目指して町立幼稚園１園を
幼保連携型認定こども園へ移行する計画について
検討を行い、対象施設を大磯幼稚園とすること、
また手法を民営化による公私連携幼保連携型認定
こども園への移行とすることと決定し、事業の方
向性を具体化した。

A

令和３年度
（予定）

・認定こども園運営法人の公募及び選定の準備。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－１ 教育保育環境の整備

当初計画

事業概要 ・公立幼稚園・保育所の定員の見直し等について検討します。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

第２期第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 2

事業名 公立幼稚園・公立保育所のあり方についての検討 子育て支援課
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学
校

子
育
て

学
校

子
育
て

学
校

子
育
て

学
校

子
育
て

学
校

子
育
て

学
校

子
育
て

学
校

子
育
て

評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

・教育研究所事業として、特別研究や学校・研究部・個人グ
ループが行うさまざまな研究を支援し、教育研究の充実を図
る。

・町立幼稚園及び保育園の職員を対象に、教師としての資質向
上を図る研修会を企画、実施。

令和５年度
（予定）

・教育研究所事業として、特別研究や学校・研究部・個人グ
ループが行うさまざまな研究を支援し、教育研究の充実を図
る。

・保育士就労支援事業交付金制度の実施。制度継続の必要性に
ついて検討。
・町立幼稚園及び保育園の職員を対象に、教師としての資質向
上を図る研修会を企画、実施。

令和４年度
（予定）

・教育研究所事業として、特別研究や学校・研究部・個人グ
ループが行うさまざまな研究を支援し、教育研究の充実を図
る。

・保育士就労支援事業交付金制度の実施
・町立幼稚園及び保育園の職員を対象に、教師としての資質向
上を図る研修会を企画、実施。

令和３年度
（予定）

・教育研究所事業として、特別研究や学校・研究部・個人グループが
行うさまざまな研究を支援し、教育研究の充実を図る。

・保育士就労支援事業交付金制度の実施
・町立幼稚園及び保育園の職員を対象に、教師としての資質向
上を図る研修会を企画、実施。

令和２年度
（実績）

・教育研究所事業として、特別研究や学校・研究部・個人グ
ループが行うさまざまな研究を支援し、教育研究の充実を図
る。

・組織的な園及び学校研究への取組を全ての園、小・中学校に
て実施した。
・研究部及び個人グループが行う研究を支援し、教育研究の充
実を図った。

Ａ

・保育士就労支援事業交付金制度の導入の検討
・町立幼稚園及び保育園の職員を対象に、教師としての資質向
上を図る研修会を企画、実施。

・保育士就労支援事業交付金制度の導入を検討
し、令和3年度実施に向けた制度設計を行った。
・「ヨガを通して体の歪みや姿勢を整える方法を
知ると共に、子どもたちへの指導法を学ぶ」を
テーマとし、講師を招き研修を実施する予定で
あったが、新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止の観点から中止とした。

Ｂ*

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・組織的な学校研究への取組実施率100％

・私立園への補助金交付
・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－２ 質の高い教育・保育、地域子育て支援

当初計画

事業概要

・教育研究所事業として、特別研究や学校・研究分・個人グループが行う様々な研究を支援し、教育研究の充実
を図ります。

・質の高い幼児期の教育・保育を推進するために、人材確保に向けた助成事業の実施を図ります。
・幼稚園教諭及び保育士の質の向上を目指し、各種研修を行い人材育成の充実、処遇改善等を図ります。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 3

事業名 保育士、教諭の質の向上（研修、人材育成）
学校教育課
子育て支援課
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学
校

子
育
て

学
校

子
育
て

学
校

子
育
て

学
校

子
育
て

学
校

子
育
て

学
校

子
育
て

評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

・大型テレビモニター・タブレットPC等、ＩCＴ関連機器を効果的に活用した
教育を推進。
・小学校での外国語活動を通じて、異文化への興味・関心を深め、コミュニ
ケーション能力の育成に努める。
・学校評議員等による外部からの意見を受け、次年度の教育計画に生かす。

・町立と私立、幼稚園と保育園を超えた年長児のふれあい交流を図る。
・町立幼稚園の全児童を対象とした芸術鑑賞の場を提供。

令和５年度
（予定）

・大型テレビモニター・タブレットPC等、ＩCＴ関連機器を効果的に活用した
教育を推進。
・小学校での外国語活動を通じて、異文化への興味・関心を深め、コミュニ
ケーション能力の育成に努める。
・学校評議員等による外部からの意見を受け、次年度の教育計画に生かす。

・町立と私立、幼稚園と保育園を超えた年長児のふれあい交流を図る。
・町立幼稚園の全児童を対象とした芸術鑑賞の場を提供。

令和４年度
（予定）

・大型テレビモニター・タブレットPC等、ＩCＴ関連機器を効果的に活用した
教育を推進。
・小学校での外国語活動を通じて、異文化への興味・関心を深め、コミュニ
ケーション能力の育成に努める。
・学校評議員等による外部からの意見を受け、次年度の教育計画に生かす。

・町立と私立、幼稚園と保育園を超えた年長児のふれあい交流を図る。
・町立幼稚園の全児童を対象とした芸術鑑賞の場を提供。

令和３年度
（予定）

・大型テレビモニター・タブレットPC等、ＩCＴ関連機器を効果的に活用した
教育を推進。
・小学校での外国語活動を通じて、異文化への興味・関心を深め、コミュニ
ケーション能力の育成に努める。
・学校評議員等による外部からの意見を受け、次年度の教育計画に生かす。

・町立と私立、幼稚園と保育園を超えた年長児のふれあい交流を図る。
・町立幼稚園の全児童を対象とした芸術鑑賞の場を提供。

令和２年度
（実績）

・大型テレビモニター・タブレットPC等、ＩCＴ関連機器を効果的に活用した
教育を推進。
・小学校での外国語活動を通じて、異文化への興味・関心を深め、コミュニ
ケーション能力の育成に努める。
・学校評議員等による外部からの意見を受け、次年度の教育計画に生かす。

・各校のICT機器の利用状況についてまとめ、教員向けの研修会を実施
し、ICT機器が効果的に活用されるように努めた。
・外国人英語指導助手2名を雇用し、小学校での外国語活動を通じて、
異文化への興味・関心を深め、コミュニケーション能力の育成に努め
た。
・学校評議員等による外部からの意見を受け、次年度の教育計画に生か
した。

A

・町立と私立、幼稚園と保育園を超えた年長児のふれあい交流を図る。
・町立幼稚園の全児童を対象とした芸術鑑賞の場を提供。

・平成26年度に合併60周年事業として実施した幼保交流事業
「いそっこフェスティバル」や、芸術鑑賞の場として、人形劇
の公演を行う予定であったが、新型コロナウイルス感染症感染
拡大防止の観点から中止とした。

B*

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－２ 質の高い教育・保育、地域子育て支援

当初計画

事業概要

・大型テレビモニター・タブレットＰＣ等、ICT関連機器を効果的に活用した教育を推進します。
・小学校での外国語活動を通じて、異文化への興味・関心を深め、コミュニケーション能力の育成に努めます。
・学校評議員等による外部からの意見を受け、次年度の教育計画に生かします。

・幼稚園、保育所等の子ども同士の交流や幼稚園の教育課程及び保育所の保育指針に基づき、幼児教育を推進します。
・豊かな心を育むために芸術鑑賞の場を提供します。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 4

事業名 魅力ある教育・保育の推進
学校教育課
子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・少人数指導等学習形態を工夫し、基礎・基本の定着を図ると
ともに、35人学級編成を支援。
・豊富な知識や経験を有する人を指導協力者として依頼し、教
育活動の一層の充実を図る「地域ふれあい学習」を実施。
・中学校部活動充実のため、地域指導者を活用。

令和５年度
（予定）

・少人数指導等学習形態を工夫し、基礎・基本の定着を図ると
ともに、35人学級編成を支援。
・豊富な知識や経験を有する人を指導協力者として依頼し、教
育活動の一層の充実を図る「地域ふれあい学習」を実施。
・中学校部活動充実のため、地域指導者を活用。

令和６年度
（予定）

・少人数指導等学習形態を工夫し、基礎・基本の定着を図ると
ともに、35人学級編成を支援。
・豊富な知識や経験を有する人を指導協力者として依頼し、教
育活動の一層の充実を図る「地域ふれあい学習」を実施。
・中学校部活動充実のため、地域指導者を活用。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・少人数指導等学習形態を工夫し、基礎・基本の定着を図ると
ともに、35人学級編成を支援。
・豊富な知識や経験を有する人を指導協力者として依頼し、教
育活動の一層の充実を図る「地域ふれあい学習」を実施。
・中学校部活動充実のため、地域指導者を活用。

・少人数指導等学習形態を工夫し、基礎・基本の定着を
図るとともに、35人学級編成を支援するため、小学校
に2名の非常勤講師を配置。
・豊富な知識や経験を有する人を指導協力者として依頼
し（延べ672人）、教育活動の一層の充実を図る「地域
ふれあい学習」を実施。
・小・中学校部活動等の活動充実のため、地域指導者
（20人）を活用。

B

令和３年度
（予定）

・少人数指導等学習形態を工夫し、基礎・基本の定着を図ると
ともに、35人学級編成を支援。
・豊富な知識や経験を有する人を指導協力者として依頼し、教
育活動の一層の充実を図る「地域ふれあい学習」を実施。
・中学校部活動充実のため、地域指導者を活用。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 「地域ふれあい学習」協力者延べ2,000人/年

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－２ 質の高い学校教育・保育、地域子育て支援

当初計画

事業概要

・少人数指導等学習形態を工夫し、基礎・基本の定着を図るとともに、35人学級編成を支援します。
・豊富な知識や経験を有する人を指導協力者として依頼し、教育活動の一層の充実を図る「地域ふれあい学習」
を実施します。
・中学校部活動充実のため、地域指導者を活用します。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 5

事業名 少人数指導や外部人材の活用 学校教育課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・将来の社会的・職業的自立に向けて、一人ひとりの児童生徒
が目的を持って学べるようになることを目指し、各校種に応じ
たキャリア教育を推進。

令和５年度
（予定）

・将来の社会的・職業的自立に向けて、一人ひとりの児童生徒
が目的を持って学べるようになることを目指し、各校種に応じ
たキャリア教育を推進。

令和６年度
（予定）

・将来の社会的・職業的自立に向けて、一人ひとりの児童生徒
が目的を持って学べるようになることを目指し、各校種に応じ
たキャリア教育を推進。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・将来の社会的・職業的自立に向けて、一人ひとりの児童生徒
が目的を持って学べるようになることを目指し、各校種に応じ
たキャリア教育を推進。

・将来の社会的・職業的自立に向けて、一人ひと
りの児童生徒が目的を持って学べるようになるこ
とを目指し、各校種に応じたキャリア教育を推
進。特に町内の中学生は、実際に地域の仕事場
（保育園等）において、保育業務等の職場体験を
実施。

A

令和３年度
（予定）

・将来の社会的・職業的自立に向けて、一人ひとりの児童生徒
が目的を持って学べるようになることを目指し、各校種に応じ
たキャリア教育を推進。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・中学校３年間の学習の中で、全ての生徒が職業体験学習を行う

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－２ 質の高い学校教育・保育、地域子育て支援

当初計画

事業概要
・将来の社会的・職業的自立に向けて、一人ひとりの児童生徒が目的を持って学べるようになることを目指し、
各校種に応じたキャリア教育を推進します。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 6

事業名 職業体験学習などのキャリア教育の推進 学校教育課
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評価Ｃの場合

未着手等の理由と今後
の対応等

令和６年度
（予定）

・町立と私立、幼稚園と保育園を超えた年長児のふれあい交流を図る。
・国府地区　町立幼稚園２園と保育園の3園で合同保育の実施を行う。
・大磯地区　町立幼稚園と私立保育所の交流を図る。

・幼保小の連携活動の一環として、小学１年生が小学校に入学する予定の幼稚園・保育所
の園児を学校に招待し、学校案内や遊びなどを通じての交流を図る。
・学校、家庭、地域社会が連携・協力し、子どもの「生きる力」を育むとともに、地域の
教育力の再生・充実を目指し、子ども同士、大人同士、子どもと大人、そして幅広い年代
の人々との交流活動や体験活動、学習活動（「地域ふれあい学習」）を推進。

令和５年度
（予定）

・町立と私立、幼稚園と保育園を超えた年長児のふれあい交流を図る。
・国府地区　町立幼稚園２園と保育園の3園で合同保育の実施を行う。
・大磯地区　町立幼稚園と私立保育所の交流を図る。

・幼保小の連携活動の一環として、小学１年生が小学校に入学する予定の幼稚園・保育所
の園児を学校に招待し、学校案内や遊びなどを通じての交流を図る。
・学校、家庭、地域社会が連携・協力し、子どもの「生きる力」を育むとともに、地域の
教育力の再生・充実を目指し、子ども同士、大人同士、子どもと大人、そして幅広い年代
の人々との交流活動や体験活動、学習活動（「地域ふれあい学習」）を推進。

令和４年度
（予定）

・町立と私立、幼稚園と保育園を超えた年長児のふれあい交流を図る。
・国府地区　町立幼稚園２園と保育園の3園で合同保育の実施を行う。
・大磯地区　町立幼稚園と私立保育所の交流を図る。

・幼保小の連携活動の一環として、小学１年生が小学校に入学する予定の幼稚園・保育所
の園児を学校に招待し、学校案内や遊びなどを通じての交流を図る。
・学校、家庭、地域社会が連携・協力し、子どもの「生きる力」を育むとともに、地域の
教育力の再生・充実を目指し、子ども同士、大人同士、子どもと大人、そして幅広い年代
の人々との交流活動や体験活動、学習活動（「地域ふれあい学習」）を推進。

令和３年度
（予定）

・町立と私立、幼稚園と保育園を超えた年長児のふれあい交流を図る。
・国府地区　町立幼稚園２園と保育園の3園で合同保育の実施を行う。
・大磯地区　町立幼稚園と私立保育所の交流を図る。

・幼保小の連携活動の一環として、小学１年生が小学校に入学する予定の幼稚園・保育所
の園児を学校に招待し、学校案内や遊びなどを通じての交流を図る。
・学校、家庭、地域社会が連携・協力し、子どもの「生きる力」を育むとともに、地域の
教育力の再生・充実を目指し、子ども同士、大人同士、子どもと大人、そして幅広い年代
の人々との交流活動や体験活動、学習活動（「地域ふれあい学習」）を推進。

令和２年度
（実績）

・町立と私立、幼稚園と保育園を超えた年長児のふれあい交流を図る。
・国府地区　町立幼稚園２園と保育園の3園で合同保育の実施を行う。
・大磯地区　町立幼稚園と私立保育所の交流を図る。

・平成26年度に合併60周年事業として実施した幼保交流事業「いそっ
こフェスティバル」を引き続き実施する予定であったが、新型コロナウ
イルス感染症感染拡大防止の観点から中止とした。
・国府地区　町立幼稚園１園と保育園の２園で合同保育を実施。
・国府地区　町立幼稚園と町立保育園の年長で町立保育園の給食を一緒
に食べる交流の実施。

Ｂ*

・幼保小の連携活動の一環として、小学１年生が小学校に入学する予定の幼稚園・保育所
の園児を学校に招待し、学校案内や遊びなどを通じての交流を図る。
・学校、家庭、地域社会が連携・協力し、子どもの「生きる力」を育むとともに、地域の
教育力の再生・充実を目指し、子ども同士、大人同士、子どもと大人、そして幅広い年代
の人々との交流活動や体験活動、学習活動（「地域ふれあい学習」）を推進。

・幼保小の連携活動の一環としての園児と児童と交流については、新型
コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、実施できなかった。
・学校、家庭、地域社会が連携・協力し、子どもの「生きる力」を育む
とともに、地域の教育力の再生・充実を目指し、子ども同士、大人同
士、子どもと大人、そして幅広い年代の人々との交流活動や体験活動、
学習活動（「地域ふれあい学習」）を推進した。

B

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値
・継続実施

・「地域ふれあい学習」協力者　延べ2,000人/年

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－３ 小学校教育への円滑な移行

当初計画

事業概要

・町内の幼稚園、保育所等の年長児が交流する「いそっこフェスティバル」開催など、園や地域の枠を超えた子ども同士の交流を図ります。

・幼保小の連携活動の一環として、小学１年生が小学校に入学する予定の幼稚園・保育所等の園児を学校に招待し、学校案内や遊びなどを通じての交流を図ります。
・学校、家庭、地域社会が連携・協力し、子どもの「生きる力」を育むとともに、地域の教育力の再生・充実を目指し、子ども同士、大人同士、子どもと大人、そして幅広い年代の
人々との交流活動や体験活動、学習活動（「地域ふれあい学習」）を推進していきます。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 7

事業名 子ども同士の交流
子育て支援課
学校教育課
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評価Ｃの場合

未着手等の理由と今後
の対応等

令和６年度
（予定）

・職員間では保育参観や研修会を開催することで、相互の教育について理解を深める。
・小学校教員が保育参観をしたり、幼稚園・保育所職員が小学校の授業を参観したりする
ことにより、相互の教育について理解を深める。
・小学校入学前後に、小学校教員と幼稚園・保育所職員が円滑な移行のための連絡会を開
催。

・相互の教育について理解を深め、幼稚園からから小学校へ円
滑な移行ができるようにする。

令和５年度
（予定）

・職員間では保育参観や研修会を開催することで、相互の教育について理解を深める。
・小学校教員が保育参観をしたり、幼稚園・保育所職員が小学校の授業を参観したりする
ことにより、相互の教育について理解を深める。
・小学校入学前後に、小学校教員と幼稚園・保育所職員が円滑な移行のための連絡会を開
催。

・相互の教育について理解を深め、幼稚園からから小学校へ円
滑な移行ができるようにする。

令和４年度
（予定）

・職員間では保育参観や研修会を開催することで、相互の教育について理解を深める。
・小学校教員が保育参観をしたり、幼稚園・保育所職員が小学校の授業を参観したりする
ことにより、相互の教育について理解を深める。
・小学校入学前後に、小学校教員と幼稚園・保育所職員が円滑な移行のための連絡会を開
催。

・相互の教育について理解を深め、幼稚園からから小学校へ円
滑な移行ができるようにする。

令和３年度
（予定）

・職員間では保育参観や研修会を開催することで、相互の教育について理解を深める。
・小学校教員が保育参観をしたり、幼稚園・保育所職員が小学校の授業を参観したりする
ことにより、相互の教育について理解を深める。
・小学校入学前後に、小学校教員と幼稚園・保育所職員が円滑な移行のための連絡会を開
催。

・相互の教育について理解を深め、幼稚園からから小学校へ円
滑な移行ができるようにする。

令和２年度
（実績）

・職員間では保育参観や研修会を開催することで、相互の教育について理解を深める。
・小学校教員が保育参観をしたり、幼稚園・保育所職員が小学校の授業を参観したりする
ことにより、相互の教育について理解を深める。
・小学校入学前後に、小学校教員と幼稚園・保育所職員が円滑な移行のための連絡会を開
催。

・職員間では保育参観や研修会を開催することで、相互の教育について
理解を深めた。
・小学校教員が保育参観をしたり、幼稚園・保育所職員が小学校の授業
を参観したりすることにより、相互の教育について理解を深めた。
・小学校入学前後に、小学校教員と幼稚園・保育所職員が円滑な移行の
ための連絡会を開催。

A

・相互の教育について理解を深め、幼稚園からから小学校へ円
滑な移行ができるようにする。

・小学校入学前後の連絡会の実施、就学時情報交換の開催。
・大磯地区　年長児の小学校給食体験
・国府地区　園児向けの小学校紹介動画の作成（新型コロナウ
イルス感染症により小学校との交流事業が実施できなかったた
め）

Ａ

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－３ 小学校教育への円滑な移行

当初計画

事業概要

・職員間では保育参観や研修会を開催することで、相互の教育について理解を深めます。
・小学校教員が保育参観をしたり、幼稚園・保育所等職員が小学校の授業を参観したりすることにより、相互の教育について理解を
深めます。
・小学校入学前後に、小学校教員と幼稚園・保育所等職員が円滑な移行のための連絡会を開催します。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 8

事業名 幼稚園、保育所、小学校のネットワーク強化（円滑な移行）
学校教育課
子育て支援課
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評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

新型コロナウィルス感染症拡大防止のため開催ができなかったため、オンライン講座等新たな生活様式に配慮した方法を検討する。

令和６年度
（予定）

・ファミリー教室を年３回開催。

・子育て講座、母親講座等を24回以上/年開催。
・イクメン講座の開催。

令和５年度
（予定）

・ファミリー教室を年３回開催。

・子育て講座、母親講座等を24回以上/年開催。
・イクメン講座の開催。

令和４年度
（予定）

・ファミリー教室を年３回開催。

・子育て講座、母親講座等を24回以上/年開催。
・イクメン講座の開催。

令和３年度
（予定）

・ファミリー教室を年３回開催。

・子育て講座、母親講座等を24回以上/年開催。
・イクメン講座の開催。

令和２年度
（実績）

・ファミリー教室を年3回開催。
・新型コロナウィルス感染症拡大防止のため予定していた講座を中止と
した。
・次年度以降に向けた講座準備

B*

・子育て講座、母親講座等を24回以上/年開催。
・イクメン講座の開催。

・お母さんのためのペアレント・トレーニング８回/年　20人
・母親講座
　茶道２期　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
   フラワーアレンジメント２回/年　７人
　利き脳お片づけ２期１回/年　２人
・子育て講座「親子で楽しもうリトミック」12回/年 121人
・子育て講座「学べるリトミック」
　　　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
・イクメン講座２回/年 ４人

B

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－４ 家庭教育への支援

当初計画

事業概要
・幼児からの子どもをもつ保護者及びその家庭を対象とした講座を開催し、子育て中に学習を行うことにより、
親としてのあり方を考え家庭教育を実践するきっかけとします。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 9

事業名 親子同士のコミュニケーション講座
生涯学習課
子育て支援課

16 
 



未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・町内幼稚園・保育所等において、研修等で得た専門的な知識
と豊富な経験を持つ職員等を中心に、子育て家庭からの子ども
のしつけ等についての相談体制、支援体制づくりを進める。
・町立園等に勤務している子育て関係者を対象に、母子保健制
度などを学ぶ認定講座などを開催し、コーディネーターを養成
し、配置していく。

令和５年度
（予定）

・町内幼稚園・保育所等において、研修等で得た専門的な知識
と豊富な経験を持つ職員等を中心に、子育て家庭からの子ども
のしつけ等についての相談体制、支援体制づくりを進める。
・町立園等に勤務している子育て関係者を対象に、母子保健制
度などを学ぶ認定講座などを開催し、コーディネーターを養成
し、配置していく。

令和６年度
（予定）

・町内幼稚園・保育所等において、研修等で得た専門的な知識
と豊富な経験を持つ職員等を中心に、子育て家庭からの子ども
のしつけ等についての相談体制、支援体制づくりを進める。
・町立園等に勤務している子育て関係者を対象に、母子保健制
度などを学ぶ認定講座などを開催し、コーディネーターを養成
し、配置していく。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・町内幼稚園・保育所等において、研修等で得た専門的な知識
と豊富な経験を持つ職員等を中心に、子育て家庭からの子ども
のしつけ等についての相談体制、支援体制づくりを進める。
・町立園等に勤務している子育て関係者を対象に、母子保健制
度などを学ぶ認定講座などを開催し、コーディネーターを養成
し、配置していく。

・研修講座等受講者の各園配置状況
　大磯幼稚園　３人
　たかとり幼稚園　２人
　国府保育園　１人
・認定講座等については新型コロナウイルス感染
症感染拡大防止のため中止した。

Ｂ

令和３年度
（予定）

・町内幼稚園・保育所等において、研修等で得た専門的な知識
と豊富な経験を持つ職員等を中心に、子育て家庭からの子ども
のしつけ等についての相談体制、支援体制づくりを進める。
・町立園等に勤務している子育て関係者を対象に、母子保健制
度などを学ぶ認定講座などを開催し、コーディネーターを養成
し、配置していく。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・各子育て関連施設に１人（コーディネーター）配置

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－４ 家庭教育への支援

当初計画

事業概要

・町内幼稚園・保育所等において、専門的な知識と豊富な経験を持つ職員等に、気軽に相談できる環境を整えるなど、社会全
体で子育てを支える環境づくりに取り組みます。
・町立園等に勤務している子育て関係者を対象に、母子保健制度などを学ぶ認定講座などを開催し、コーディネーターを養成
し、配置していきます。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 10

事業名 町内幼稚園・保育所等における相談環境の整備 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・中学校の家庭科で乳幼児の心身の発達についての理解を深め
る学習を行い、町立幼稚園、保育所を訪問して保育実習を行
う。

令和５年度
（予定）

・中学校の家庭科で乳幼児の心身の発達についての理解を深め
る学習を行い、町立幼稚園、保育所を訪問して保育実習を行
う。

令和６年度
（予定）

・中学校の家庭科で乳幼児の心身の発達についての理解を深め
る学習を行い、町立幼稚園、保育所を訪問して保育実習を行
う。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・中学校の家庭科で乳幼児の心身の発達についての理解を深め
る学習を行い、町立幼稚園、保育所を訪問して保育実習を行
う。

・中学校の家庭科で乳幼児の心身の発達について
の理解を深める学習を行い、実際に中学生が町立
幼稚園、保育所を訪問して保育実習を行った。

A

令和３年度
（予定）

・中学校の家庭科で乳幼児の心身の発達についての理解を深め
る学習を行い、町立幼稚園、保育所を訪問して保育実習を行
う。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－５ 子どもの心と体の健康づくり

当初計画

事業概要
・中学校の家庭科で乳幼児の心身の発達についての理解を深める学習を行い、公立幼稚園、保育所を訪問して保
育実習を行います。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 11

事業名 乳幼児とのふれあい体験 学校教育課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・性や性感染症について、保健の指導等により正しい知識の定
着を図る。
・児童生徒の発達段階に即して指導計画を作成し、性教育の指
導を実施する。

令和５年度
（予定）

・性や性感染症について、保健の指導等により正しい知識の定
着を図る。
・児童生徒の発達段階に即して指導計画を作成し、性教育の指
導を実施する。

令和６年度
（予定）

・性や性感染症について、保健の指導等により正しい知識の定
着を図る。
・児童生徒の発達段階に即して指導計画を作成し、性教育の指
導を実施する。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・小、中学校において性や性感染症について、保健の指導等に
より正しい知識の定着を図る。
・児童生徒の発達段階に即して指導計画を作成し、性教育の指
導を実施する。

・小、中学校において性や性感染症について、保
健の指導等により正しい知識の定着を図った。
・児童生徒の発達段階に即して指導計画を作成
し、性教育の指導を実施した。

A

令和３年度
（予定）

・性や性感染症について、保健の指導等により正しい知識の定
着を図る。
・児童生徒の発達段階に即して指導計画を作成し、性教育の指
導を実施する。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－５ 子どもの心と体の健康づくり

当初計画

事業概要
・小、中学校では、性や性感染症について、保健の指導等により正しい知識の定着を図ります。
・児童生徒の発達段階に即して指導計画を作成し、性教育の指導を実施します。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 12

事業名 性に関する正しい知識の啓発 学校教育課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・小、中学校において、飲酒・喫煙・薬物乱用防止教育に取り
組む。

令和５年度
（予定）

・小、中学校において、飲酒・喫煙・薬物乱用防止教育に取り
組む。

令和６年度
（予定）

・小、中学校において、飲酒・喫煙・薬物乱用防止教育に取り
組む。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・小、中学校において、飲酒・喫煙・薬物乱用防止教育に取り
組む。

・小、中学校において、保健の指導等により、飲
酒・喫煙・薬物乱用防止教育に取り組んだ。 A

令和３年度
（予定）

・小、中学校において、飲酒・喫煙・薬物乱用防止教育に取り
組む。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－５ 子どもの心と体の健康づくり

当初計画

事業概要 ・小、中学校において、飲酒・喫煙・薬物乱用防止教育に取り組みます。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 13

事業名 喫煙や薬物使用の知識啓発 学校教育課
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評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

・犯罪被害未然防止講座等の実施

・教職員の防犯安全講習会を実施し、子どもたちの安全確保を図る。
・学校、保護者、地域が連携して、登下校を含めた学校内外の安全保持に努める。
・情報モラル教育を実施し、インターネット被害に巻き込まれないようにする。
・「大磯町園児・児童・生徒の防犯安全対策推進委員会」を開催し、関係諸機関との連携を
深める。

令和５年度
（予定）

・犯罪被害未然防止講座等の実施

・教職員の防犯安全講習会を実施し、子どもたちの安全確保を図る。
・学校、保護者、地域が連携して、登下校を含めた学校内外の安全保持に努める。
・情報モラル教育を実施し、インターネット被害に巻き込まれないようにする。
・「大磯町園児・児童・生徒の防犯安全対策推進委員会」を開催し、関係諸機関との連携を
深める。

令和４年度
（予定）

・犯罪被害未然防止講座等の実施

・教職員の防犯安全講習会を実施し、子どもたちの安全確保を図る。
・学校、保護者、地域が連携して、登下校を含めた学校内外の安全保持に努める。
・情報モラル教育を実施し、インターネット被害に巻き込まれないようにする。
・「大磯町園児・児童・生徒の防犯安全対策推進委員会」を開催し、関係諸機関との連携を
深める。

令和３年度
（予定）

・犯罪被害未然防止講座等の実施。

・教職員の防犯安全講習会を実施し、子どもたちの安全確保を図る。
・学校、保護者、地域が連携して、登下校を含めた学校内外の安全保持に努める。
・情報モラル教育を実施し、インターネット被害に巻き込まれないようにする。
・「大磯町園児・児童・生徒の防犯安全対策推進委員会」を開催し、関係諸機関との連携を
深める。

令和２年度
（実績）

・犯罪被害未然防止講座等の実施。
・悪徳商法等の詐欺や犯罪から未然に被害を防ぐため、自治会
を対象に消費者被害未然防止講座を実施し（６地区）、犯罪防
止に配慮した地域づくりを推進した。

Ｂ

・教職員の防犯安全講習会を実施し、子どもたちの安全確保を図る。
・学校、保護者、地域が連携して、登下校を含めた学校内外の安全保持に努める。
・情報モラル教育を実施し、インターネット被害に巻き込まれないようにする。
・「大磯町園児・児童・生徒の防犯安全対策推進委員会」を開催し、関係諸機関との連携を
深める。

・防犯安全講習会を実施し、子どもたちの安全確保のために、不審者に
遭遇した際の対応等を学んだ。
・各校で通学路点検や集団下校を実施。また、学校安全ボランティアを
登用し、校内の安全確保に努めた。
・各校でインターネット、スマホの取り扱いについての利用教室を実
施。
・「大磯町園児・児童・生徒の防犯安全対策推進委員会」を年２回開催
し、関係諸機関との連携を深め、通学路に関する安全確保について協議
した。

A

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値
・各中学校１回/年（町内全中学校開催）

・大磯町園児・児童・生徒の防犯安全対策推進委員会１回/年

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－５ 子どもの心と体の健康づくり

当初計画

事業概要

・犯罪に巻き込まれないよう、家庭・学校・関係機関等が一体となってモラル教育を行います。

・教職員の防犯安全講習会を実施し、子どもたちの安全確保を図ります。
・学校、保護者、地域が連携して、登下校を含めた学校内外の安全保持に努めます。
・情報モラル教育を実施し、インターネット被害に巻き込まれないようにします。
・「大磯町園児・児童・生徒の防犯安全対策推進委員会」を開催し、関係諸機関との連携を深めます。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 14

事業名 犯罪に巻き込まれない対策
町民課
学校教育課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・「いのちの大切さ」を伝える教育として助産師の講話による「いのちのはな
しの事業」を各小学校（高学年）に実施。
・がん体験者の講話による「中学生のがん教育」を実施し、自らの「いのちの
大切さ」「周囲のいのちの寄り添い支えとなる」ことについて考える機会を持
つ。

令和５年度
（予定）

・「いのちの大切さ」を伝える教育として助産師の講話による「いのちのはな
しの事業」を各小学校（高学年）に実施。
・がん体験者の講話による「中学生のがん教育」を実施し、自らの「いのちの
大切さ」「周囲のいのちの寄り添い支えとなる」ことについて考える機会を持
つ。

令和６年度
（予定）

・「いのちの大切さ」を伝える教育として助産師の講話による「いのちのはな
しの事業」を各小学校（高学年）に実施。
・がん体験者の講話による「中学生のがん教育」を実施し、自らの「いのちの
大切さ」「周囲のいのちの寄り添い支えとなる」ことについて考える機会を持
つ。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・小学校において「いのちの大切さ」を伝える教育として助産師の講話や、助
産師の講話や赤ちゃん人形の抱っこ体験などによる「いのちのはなしの事業」
をに実施。
・中学校においてがん体験者の講話による「中学生のがん教育」を実施し、自
らの「いのちの大切さ」「周囲のいのちの寄り添い支えとなる」ことについて
考える機会を持つ。
・県や学校等と連携し、児童・生徒へのＳＯＳの出し方やＳＯＳの受け止め方
に関する教育を推進。

・町立小学校 ２校/２校　１回/年
　小学生５年生を対象に「いのちのはなし事業」
を実施した。
・町立中学校 １校/２校　１回/年
　中学校３年生を対象に「がん」に関する講演会
を実施した。

A

令和３年度
（予定）

・「いのちの大切さ」を伝える教育として助産師の講話による「いのちのはな
しの事業」を各小学校（高学年）に実施。
・がん体験者の講話による「中学生のがん教育」を実施し、自らの「いのちの
大切さ」「周囲のいのちの寄り添い支えとなる」ことについて考える機会を持
つ。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 各小中学校　１回/年

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－５ 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

当初計画

事業概要
〇平成31年３月に策定した「大磯町自殺対策計画」に基づき「いのちの大切さ」を伝える教育を推進します。小学生には、助産師の講話や赤ちゃん人形の
抱っこ体験などの「いのちのはなし事業」を、中学生には、がん体験者の講話と保健師の講義により「中学生のがん教育」を実施します。
〇県や学校等と連携し、児童・生徒へのＳＯＳの出し方やＳＯＳの受け止め方に関する教育を推進していきます。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 15

事業名 自殺対策の推進
スポーツ健康課
学校教育課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

町内幼稚園・保育園等巡回歯磨き指導の実施

令和５年度
（予定）

町内幼稚園・保育園等巡回歯磨き指導の実施

令和６年度
（予定）

町内幼稚園・保育園等巡回歯磨き指導の実施

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

町内幼稚園・保育園等巡回歯磨き指導の実施
町内幼稚園・保育園等 　６園/８園、計20回
保護者向け歯磨き指導　新型コロナウイルス感染
拡大防止のため中止

B

令和３年度
（予定）

町内幼稚園・保育園等巡回歯磨き指導の実施

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 町内各園等 １回/年

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－５ 子どもの心と体の健康づくり

当初計画

事業概要

〇大磯町歯及び口腔の健康づくり推進条例（平成29年４月制定）に基づき、歯と口腔の健康について学び、歯ブ
ラシ等の使い方の実習を通して、幼児期からの正しい歯磨き習慣の確立を図るため、町内幼稚園・保育所等を歯
科衛生士が巡回して園児や職員に歯磨き指導を行います。
〇園と連携し、保護者への歯磨き指導を推進していきます。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 16

事業名 町内幼稚園・保育所等巡回歯磨き指導 スポーツ健康課

23 
 



ス
ポ
ー

ツ

産
観

ス
ポ
ー

ツ

産
観

ス
ポ
ー

ツ

産
観

ス
ポ
ー

ツ

産
観

ス
ポ
ー

ツ

産
観

ス
ポ
ー

ツ

産
観

ス
ポ
ー

ツ

産
観

評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

・みんなでクッキング教室実施。
・情報の発信。

・親子農業収穫体験を実施し、食育と地産地消の普及啓発を図
る。

令和５年度
（予定）

・みんなでクッキング教室実施。
・情報の発信。

・親子農業収穫体験を実施し、食育と地産地消の普及啓発を図
る。

令和４年度
（予定）

・みんなでクッキング教室実施。
・情報の発信。

・親子農業収穫体験を実施し、食育と地産地消の普及啓発を図
る。

令和３年度
（予定）

・みんなでクッキング教室実施。
・情報の発信。

・親子農業収穫体験を実施し、食育と地産地消の普及啓発を図
る。

令和２年度
（実績）

・みんなでクッキング教室実施。
・情報の発信。

・みんなでクッキング教室は新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、中止した。
・食育情報「おいしく！おかわり！いきいき！そだ
つ！」のメール配信　年間12回

B*

・親子農業収穫体験を実施し、食育と地産地消の普及啓発を図
る。

・親子農業体験（さつまいも掘り）を実施。親子2組7
名参加。 A

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・継続実施

・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－６ 食育の推進

当初計画

事業概要

・平成29年３月に策定した「けんこうプラン大磯」に基づき、町と関係機関が連携して、家庭・教育・地域などで食に関す
る講座や地産地消など食からの健康づくりを推進します。

・農協と連携して親子農業体験教室を開催し、食育と地産地消の普及啓発を図ります。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 17

事業名 規則正しい食生活の推進
スポーツ健康課
産業観光課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・幼児親子クッキング教室。
・親子クッキング教室。

令和５年度
（予定）

・幼児親子クッキング教室。
・親子クッキング教室。

令和６年度
（予定）

・幼児親子クッキング教室。
・親子クッキング教室。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・幼児親子クッキング教室。
・親子クッキング教室。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、調理を伴う教
室は中止した。 B*

令和３年度
（予定）

・幼児親子クッキング教室。
・親子クッキング教室。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・食育講座８回/年

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－６ 食育の推進

当初計画

事業概要

・2～3歳児、幼稚園児とその保護者を対象に、「混ぜる」「切る」などの調理体験することで、食への関心を高
め、みんなで食事をするマナーを学ぶ幼児親子クッキング教室を開催します。
・小学生の親子を対象に、コミュニケーションを深めながら、食べることの大切さを理解し、基本的な食習慣と
自ら健康を考えて食事する力を身につけるための親子クッキング教室を開催します。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 18

事業名 食生活に関する講座の開催 スポーツ健康課
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評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

・小学校給食への地場産物（県内産）の利用の促進。
・中学校給食の再開を目指す。

・個別のアレルギー対応等に努める。
・給食調理作業において衛生管理の徹底に努める。

令和５年度
（予定）

・小学校給食への地場産物（県内産）の利用の促進。
・中学校給食の再開を目指す。

・個別のアレルギー対応等に努める。
・給食調理作業において衛生管理の徹底に努める。

令和４年度
（予定）

・小学校給食への地場産物（県内産）の利用の促進。
・中学校給食の再開を目指す。

・個別のアレルギー対応等に努める。
・給食調理作業において衛生管理の徹底に努める。

令和３年度
（予定）

・小学校給食への地場産物（県内産）の利用の促進。
・中学校給食の再開を目指す。

・個別のアレルギー対応等に努める。
・給食調理作業において衛生管理の徹底に努める。

令和２年度
（実績）

・小学校給食への地場産物（県内産）の利用の促進。
・中学校給食の再開を目指す。

・小学校給食への地場産物（県内産）の利用を促進した。
　地場産物（県内産）使用割合：23.3％
・自校方式による中学校給食の再開に向け、大磯町立中学校給
食施設建設準備会を設置し検討を進めた。

B

・個別のアレルギー対応等に努める。
・給食調理作業において衛生管理の徹底に努める。

・栄養管理システムで、町職員（栄養士）により献立表を作成。地場産
物の供給、個別のアレルギー対応、栄養バランスのとれた給食提供に努
めた。
・給食調理員の腸内細菌検査を毎月２回、給食調理員1名のノロウィル
ス検査を月１回実施した。また、食中毒を防ぐため「手洗い」「消毒」
「加熱」等衛生管理の徹底に努めた。
・管理栄養士による園児と保護者を対象にした食育指導を実施した。

A

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・小学校給食の地場産物（県内産）の使用割合30％以上

・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 １－６ 食育の推進

当初計画

事業概要

・小学校給食への地場産物（県内産）の利用を促進します。
・中学校給食の再開を目指します。

・公立保育所では、集団で食事をする給食の時間を通じて、食べることへの意欲や食べたいもの、好きなものを増やし、仲
間と一緒に食べる楽しさを育むように取り組みます。
・個別のアレルギー対応等、食の安心・安全にも考慮します。

基本目標 1 子どもたちの生きる力を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 19

事業名 給食の充実
学校教育課
子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・労働などにより昼間保護者が家庭にいない小学校の児童に対
し、放課後や学校休業時の長期休暇中などに、保護者に代わっ
て保育を実施。(小学校６年生までの保育を実施）
・子どもの情緒面や安全性を配慮し、おおむね40人のグルー
プに有資格者を含めて2名以上の職員を配置。

令和５年度
（予定）

・労働などにより昼間保護者が家庭にいない小学校の児童に対
し、放課後や学校休業時の長期休暇中などに、保護者に代わっ
て保育を実施。(小学校６年生までの保育を実施）
・子どもの情緒面や安全性を配慮し、おおむね40人のグルー
プに有資格者を含めて2名以上の職員を配置する。

令和６年度
（予定）

・労働などにより昼間保護者が家庭にいない小学校の児童に対
し、放課後や学校休業時の長期休暇中などに、保護者に代わっ
て保育を実施。(小学校６年生までの保育を実施）
・子どもの情緒面や安全性を配慮し、おおむね40人のグルー
プに有資格者を含めて2名以上の職員を配置。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・労働などにより昼間保護者が家庭にいない小学校の児童に対
し、放課後や学校休業時の長期休暇中などに、保護者に代わっ
て保育を実施。(小学校６年生までの保育を実施）
・子どもの情緒面や安全性を配慮し、おおむね40人のグルー
プに有資格者を含めて2名以上の職員を配置。

・大磯学童クラブ　145人
・国府学童クラブ　105人
1つのグループに有資格者を含めて２名以上の職
員を配置できた。

A

令和３年度
（予定）

・労働などにより昼間保護者が家庭にいない小学校の児童に対
し、放課後や学校休業時の長期休暇中などに、保護者に代わっ
て保育を実施。(小学校６年生までの保育を実施）
・子どもの情緒面や安全性を配慮し、おおむね40人のグルー
プに有資格者を含めて2名以上の職員を配置。
・利用児童の増加傾向にあるため子どもの情緒面や安全性に十
分な配慮が行き届く体制を目指していく。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ２－１ 子どもの居場所づくり

当初計画

事業概要

・保護者が就労などの理由により昼間家庭にいない小学生に対し、学校の授業終了後等に適切な生活の場を提供
し、児童の健全な育成を図ります。
・子どもの情緒面や安全性を配慮し、おおむね40人のグループに有資格者を含めて２名以上の職員を配置しま
す。

基本目標 2 子どもの心豊かな成長を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 20

事業名 学童保育の推進 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・放課後における児童の安全な居場所の確保として、小学校の
教室、校庭、体育館などを活用し、地域の方々によるスポー
ツ、文化活動などの交流や学びの場を提供する。町立小学校2
校において放課後子ども教室を実施する。

令和５年度
（予定）

・放課後における児童の安全な居場所の確保として、小学校の
教室、校庭、体育館などを活用し、地域の方々によるスポー
ツ、文化活動などの交流や学びの場を提供する。町立小学校2
校において放課後子ども教室を実施する。

令和６年度
（予定）

・放課後における児童の安全な居場所の確保として、小学校の
教室、校庭、体育館などを活用し、地域の方々によるスポー
ツ、文化活動などの交流や学びの場を提供する。町立小学校2
校において放課後子ども教室を実施する。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・放課後における児童の安全な居場所の確保として、小学校の
教室、校庭、体育館などを活用し、地域の方々によるスポー
ツ、文化活動などの交流や学びの場を提供する。町立小学校2
校において放課後子ども教室を実施する。

・大磯小学校　6回　参加人数　157人
・国府小学校　6回　参加人数　195人
※新型コロナウイルス感染症感染拡大防止に伴う
小学校の臨時休業等により開催回数が減少した。
また学校再開後は感染拡大予防のため、参加人数
を制限し安全を確保しながら事業を実施した。

Ａ

令和３年度
（予定）

・放課後における児童の安全な居場所の確保として、小学校の
教室、校庭、体育館などを活用し、地域の方々によるスポー
ツ、文化活動などの交流や学びの場を提供する。町立小学校2
校において放課後子ども教室を実施する。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・実施回数の増加

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ２－１ 子どもの居場所づくり

当初計画

事業概要
・小学校の敷地内の諸施設や余裕教室などを利用し、安全・安心な子どもの活動拠点を設け、地域の方々の参画
を得て、子どもたちと共にスポーツ・文化活動、地域住民との交流活動等を推進します。

基本目標 2 子どもの心豊かな成長を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 21

事業名 放課後子ども教室の推進 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・国が策定した「新・放課後子ども総合プラン」の適切かつ円
滑な運営と、本町の実情に応じた効果的な、放課後児童クラブ
及び放課後子ども教室の実施に向けて、「大磯町新・放課後子
ども総合プラン推進委員会」にて検討を進める。
・小学校の始業前に学童保育施設などを利用し子どもたちが安
全安心に過ごすことができる「朝の居場所」を設ける。

令和５年度
（予定）

・国が策定した「新・放課後子ども総合プラン」の適切かつ円
滑な運営と、本町の実情に応じた効果的な、放課後児童クラブ
及び放課後子ども教室の実施に向けて、「大磯町新・放課後子
ども総合プラン推進委員会」にて検討を進める。
・小学校の始業前に学童保育施設などを利用し子どもたちが安
全安心に過ごすことができる「朝の居場所」を設ける。

令和６年度
（予定）

・国が策定した「新・放課後子ども総合プラン」の適切かつ円
滑な運営と、本町の実情に応じた効果的な、放課後児童クラブ
及び放課後子ども教室の実施に向けて、「大磯町新・放課後子
ども総合プラン推進委員会」にて検討を進める。
・小学校の始業前に学童保育施設などを利用し子どもたちが安
全安心に過ごすことができる「朝の居場所」を設ける。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・国が策定した「新・放課後子ども総合プラン」の適切かつ円
滑な運営と、本町の実情に応じた効果的な、放課後児童クラブ
及び放課後子ども教室の実施に向けて、「大磯町新・放課後子
ども総合プラン推進委員会」にて検討を進める。
・小学校の始業前に学童保育施設などを利用し子どもたちが安
全安心に過ごすことができる「朝の居場所」を設ける。

・大磯町新・放課後子ども総合プラン推進委員会
会議１回（書面会議）
・朝の子どもの居場所づくり事業登録児童数
大磯小学校
　参加人数　延べ1,141人　実施日数164日
国府小学校
　参加人数　延べ771人　実施日数164日

A

令和３年度
（予定）

・国が策定した「新・放課後子ども総合プラン」の適切かつ円
滑な運営と、本町の実情に応じた効果的な、放課後児童クラブ
及び放課後子ども教室の実施に向けて、「大磯町新・放課後子
ども総合プラン推進委員会」にて検討を進める。
・小学校の始業前に学童保育施設などを利用し子どもたちが安
全安心に過ごすことができる「朝の居場所」を設ける。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値
・大磯町新・放課後子ども総合プラン推進委員会　会議２回/年
・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ２－１ 子どもの居場所づくり

当初計画

事業概要

・国が策定した「新・放課後子ども総合プラン」の適切かつ円滑な運営と、本町の実情に応じた効果的な、放課
後児童クラブ及び放課後子ども教室の実施に向けて、「大磯町新・放課後子ども総合プラン推進委員会」にて検
討を進めます。
・小学校の始業前に学童保育施設などを利用し子どもたちが安全安心に過ごすことができる「朝の居場所」を設
けます。

基本目標 2 子どもの心豊かな成長を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 22

事業名 全ての子どもの居場所づくりの推進 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・前年度に引き続き、公園・緑地の樹木の剪定を年間を通して
実施する。
・同じく、不具合な公園遊具の修繕を行い、その後に翌年度修
繕を要する遊具の調査を行う。

令和５年度
（予定）

・前年度に引き続き、公園・緑地の樹木の剪定を年間を通して
実施する。
・同じく、不具合な公園遊具の修繕を行い、その後に翌年度修
繕を要する遊具の調査を行う。

令和６年度
（予定）

・前年度に引き続き、公園・緑地の樹木の剪定を年間を通して
実施する。
・同じく、不具合な公園遊具の修繕を行い、その後に翌年度修
繕を要する遊具の調査を行う。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・公園・緑地の樹木の剪定を年間を通して実施する。
・前年度の公園遊具の安全点検の結果に基づき、修繕が必要な
公園遊具の修繕を行う。
・その後、翌年度に向けて、公園遊具の安全点検を行う。

・37公園、5緑地・緑道の計42箇所の剪定を業
務委託により行った。
・５公園の6遊具の修繕を行った。
・３６公園の遊具の安全点検を行い、５公園で修
繕が必要な７遊具の予算計上を行い、緊急性の高
い遊具については、直ちに修繕を行った。

A

令和３年度
（予定）

・前年度に引き続き、公園・緑地の樹木の剪定を年間を通して
実施する。
・同じく、不具合な公園遊具の修繕を行い、その後に翌年度修
繕を要する遊具の調査を行う。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値
・公園・緑地の樹木剪定の実施
・遊具点検及び修繕１回/年

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ２－１ 子どもの居場所づくり

当初計画

事業概要
・子どもの安全性を確保するために、公園内を明るく保つことや、内外から見通しを良くするため、公園灯周辺
の樹木の剪定や生垣の間伐などを実施します。
・公園遊具の定期点検を実施し、必要な修繕を行うとともに安全な遊具への更新を進めます。

基本目標 2 子どもの心豊かな成長を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 23

事業名 公園等の整備 都市計画課
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・保育所・幼稚園・小学校などと交流し、世代間の交流を図る。

・保育所・幼稚園・小学校などと交流し、世代間の交流を図る。

評価Ｃの場合
未着手等の理由と今

後の対応等

令和６年度
（予定）

・ハッピー3世代交流会の開催。

・豊富な知識や経験を有する人を指導協力者として依頼し、教育活動の一層の充実を図る「地域ふれあい
学習」を実施。

・生涯学習人材登録者数１００人。

・世代交流センターでの世代交流イベントは新型コロナウイルス感染症の影響で中
止
・シルバー人材センター：通常時は、ボラ菜園・放課後学習・植木剪定・ふれあい
バザー参加等の実施しているが、新型コロナウイルス感染症の影響で中止
・老人クラブ：通常時は、保育園等訪問交流・登下校見守り活動等を実施している
が、新型コロナウイルス感染症の影響で中止

B*

令和５年度
（予定）

・ハッピー3世代交流会の開催。

・豊富な知識や経験を有する人を指導協力者として依頼し、教育活動の一層の充実を図る「地域ふれあい
学習」を実施。

令和４年度
（予定）

・ハッピー3世代交流会の開催。

・豊富な知識や経験を有する人を指導協力者として依頼し、教育活動の一層の充実を図る「地域ふれあい
学習」を実施。

・生涯学習人材登録者数１００人。

・生涯学習人材登録者数１００人。

・保育所・幼稚園・小学校などと交流し、世代間の交流を図る。

令和３年度
（予定）

・ハッピー3世代交流会の開催。

・豊富な知識や経験を有する人を指導協力者として依頼し、教育活動の一層の充実を図る「地域ふれあい
学習」を実施。

令和２年度
（実績）

・ハッピー3世代交流会の開催。 ・ハッピー3世代交流会の開催　中止 B*
・豊富な知識や経験を有する人を指導協力者として依頼し、教育活動の一層の充実を図る「地域ふれあい
学習」を実施。

・豊富な知識や経験を有する人を指導協力者として依頼し、教育活動の一層の充実
を図る「地域ふれあい学習」を実施（延べ人数672人/年）。 B

・生涯学習人材登録者数１００人。 ・生涯学習人材登録者数９４人。 B

・生涯学習人材登録者数１００人。

・保育所・幼稚園・小学校などと交流し、世代間の交流を図る。

・保育所・幼稚園・小学校などと交流し、世代間の交流を図る。

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・継続実施

・「地域ふれあい学習」協力者　延べ2,000人/年

・人材登録者数100人　　

・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）

当初計画

事業概要

・子育て支援総合センターを中心に地域・年齢を超えたつながりを持ち、相互理解を図るために、ハッピー３世代交流会を実施します。

・豊富な知識や経験を有する人を指導協力者として依頼し、教育活動の一層の充実を図る「地域ふれあい学習」を実施します。

・子どもたちが豊かな心と社会性を育むために、地域において子どもたちと様々な世代の人が交流できるよう、生涯学習を支援できる人
材を確保し、高齢者等との世代間交流活動を推進します。

・高齢者の社会参加活動の中で、保育所・幼稚園・小学校などと交流し、世代間の交流を図ります。

その他

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 24

事業名 地域住民との交流事業
子育て支援課・学校教育課
生涯学習課・福祉課

基本目標 2 子どもの心豊かな成長を育む環境づくり

施策の方向 ２－２ 世代間交流の充実
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・自主事業を年3回実施する。

令和５年度
（予定）

・自主事業を年3回実施する。

令和６年度
（予定）

・自主事業を年3回実施する。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・自主事業を年２回実施する。 ・自主事業を１回実施。（デイキャンプ） B

令和３年度
（予定）

・自主事業を年3回実施する。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・自主事業3回/年

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ２－２ 世代間交流の充実

当初計画

事業概要
・地域の青少年の健全育成を図ります。
・自主事業を企画・実施することにより、地域青少年との交流機会を持ちます。

基本目標 2 子どもの心豊かな成長を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 25

事業名 青少年指導員活動 生涯学習課
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評価Ｃの場合
未着手等の理由と今

後の対応等

令和６年度
（予定）

・「大磯町学校教育における子どもの体力向上に向けた取組指針」に基づき、体育委員会主
催のスポーツ大会や学年主催の球技大会、ベルマーレのサッカー教室など各園・学校におい
てスポーツ活動の推進を図る。
・中学校において、地域指導者の活用により、部活動の充実を図る。

・子ども達が体をいっぱい使って遊ぶ機会を増やす。

令和５年度
（予定）

・「大磯町学校教育における子どもの体力向上に向けた取組指針」に基づき、体育委員会主
催のスポーツ大会や学年主催の球技大会、ベルマーレのサッカー教室など各園・学校におい
てスポーツ活動の推進を図る。
・中学校において、地域指導者の活用により、部活動の充実を図る。

・子ども達が体をいっぱい使って遊ぶ機会を増やす。

令和４年度
（予定）

・「大磯町学校教育における子どもの体力向上に向けた取組指針」に基づき、体育委員会主
催のスポーツ大会や学年主催の球技大会、ベルマーレのサッカー教室など各園・学校におい
てスポーツ活動の推進を図る。
・中学校において、地域指導者の活用により、部活動の充実を図る。

・子ども達が体をいっぱい使って遊ぶ機会を増やす。

令和３年度
（予定）

・「大磯町学校教育における子どもの体力向上に向けた取組指針」に基づき、体育委員会主
催のスポーツ大会や学年主催の球技大会、ベルマーレのサッカー教室など各園・学校におい
てスポーツ活動の推進を図る。
・中学校において、地域指導者の活用により、部活動の充実を図る。

・子ども達が体をいっぱい使って遊ぶ機会を増やす。

令和２年度
（実績）

・「大磯町学校教育における子どもの体力向上に向けた取組指針」に基づき、体育委員会主
催のスポーツ大会や学年主催の球技大会、ベルマーレのサッカー教室など各園・学校におい
てスポーツ活動の推進を図る。
・中学校において、地域指導者の活用により、部活動の充実を図る。

・「大磯町学校教育における子どもの体力向上に向けた取組指針」に基づ
き、児童体育委員会主催のスポーツ大会や学年主催の球技大会、ベルマー
レのサッカー教室など各園・学校においてスポーツ活動の推進を図った。
・中学校において、地域指導者の活用により、部活動の充実を図った。

Ａ

・子ども達が体をいっぱい使って遊ぶ機会を増やす。

・鬼ごっこやドッジボール、縄跳びなど、発達段階に応じ、戸外でのびの
び体を動かして遊ぶ機会を多くもった。
・ボランティアや地域の方の協力を得て、体操教室を実施。幼保３園交流
スポーツ大会・園内マラソン大会なども実施。
・定期的に身体を動かす運動遊びを取り入れた。

Ａ

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値
・継続実施

・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ２－３ スポーツ活動の推進

当初計画

事業概要

・「大磯町学校教育における子どもの体力向上に向けた取組指針」に基づき、体育委員会主催のスポーツ大会や学年主催の球
技大会、ベルマーレのサッカー教室など各園・学校においてスポーツ活動の推進を図ります。
・中学校において、地域指導者の活用により、部活動の充実を図ります。

・幼稚園・保育所等において、子どもたちが外遊びに親しめる環境づくりを進め、体力増進を図ります。

基本目標 2 子どもの心豊かな成長を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 26

事業名 各幼稚園・保育所等や学校におけるスポーツの取組
学校教育課
子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・大磯町の青少年を対象とするスポーツの推進を図るため大磯
町スポーツ少年団（柔道・サッカー・ミニバス）の活動に対し
補助金を交付。
・スポーツ推進委員協議会が子ども達を対象にした自主事業
「親子ボール運動教室」「スノーケリング＆着衣浴」に対し、
交付金を交付し活動を支援。

令和５年度
（予定）

・大磯町の青少年を対象とするスポーツの推進を図るため大磯
町スポーツ少年団（柔道・サッカー・ミニバス）の活動に対し
補助金を交付。
・スポーツ推進委員協議会が子ども達を対象にした自主事業
「親子ボール運動教室」「スノーケリング＆着衣浴」に対し、
交付金を交付し活動を支援。

令和６年度
（予定）

・大磯町の青少年を対象とするスポーツの推進を図るため大磯
町スポーツ少年団（柔道・サッカー・ミニバス）の活動に対し
補助金を交付。
・スポーツ推進委員協議会が子ども達を対象にした自主事業
「親子ボール運動教室」「スノーケリング＆着衣浴」に対し、
交付金を交付し活動を支援。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・大磯町の青少年を対象とするスポーツの推進を図るため大磯
町スポーツ少年団（柔道・サッカー・ミニバス）の活動に対し
補助金を交付。
・スポーツ推進委員協議会が子ども達を対象にした自主事業
「親子ボール運動教室」「スノーケリング＆着衣浴」に対し、
交付金を交付し活動を支援。

・スポーツ少年団３団体　交付額70,000円。
・スポーツ推進委員協議会主催事業は、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため中止した。

B

令和３年度
（予定）

・大磯町の青少年を対象とするスポーツの推進を図るため大磯
町スポーツ少年団（柔道・サッカー・ミニバス）の活動に対し
補助金を交付。
・スポーツ推進委員協議会が子ども達を対象にした自主事業
「親子ボール運動教室」「スノーケリング＆着衣浴」に対し、
交付金を交付し活動を支援。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ２－３ スポーツ活動の推進

当初計画

事業概要
・大磯町スポーツ少年団・スポーツ推進委員協議会の活動を支援することにより、子どもたちのスポーツ活動を
推進します。

基本目標 2 子どもの心豊かな成長を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 27

事業名 スポーツ少年団活動やスポーツ推進委員の活動支援 スポーツ健康課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

各種スポーツ教室の開催
・子ども水泳教室
・リズムDEスポーツ教室
・かけっこ教室
・キッズバドミントン教室
・スポーツ鬼ごっこ教室
・ウォーキングサッカー教室

令和５年度
（予定）

各種スポーツ教室の開催
・子ども水泳教室
・リズムDEスポーツ教室
・かけっこ教室
・キッズバドミントン教室
・スポーツ鬼ごっこ教室
・ウォーキングサッカー教室

令和６年度
（予定）

各種スポーツ教室の開催
・子ども水泳教室
・リズムDEスポーツ教室
・かけっこ教室
・キッズバドミントン教室
・スポーツ鬼ごっこ教室
・ウォーキングサッカー教室

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

各種スポーツ教室の開催
・子ども水泳教室
・キッズテニス教室
・リズムDEスポーツ教室
・かけっこ教室
・キッズバドミントン教室

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止し
た。 Ｂ*

令和３年度
（予定）

各種スポーツ教室の開催
・子ども水泳教室
・リズムDEスポーツ教室
・かけっこ教室
・キッズバドミントン教室
・スポーツ鬼ごっこ教室
・ウォーキングサッカー教室

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ２－３ スポーツ活動の推進

当初計画

事業概要
・大磯町体育協会、総合型地域スポーツクラブ、民間スポーツクラブ等と連携してスポーツ教室等を開催し、
小・中学生を対象とした活動の場を提供します。

基本目標 2 子どもの心豊かな成長を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 28

事業名 スポーツ大会や教室の開催 スポーツ健康課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・幼稚園・保育園、小学校、中学校から地域の歴史、文化、自
然に関する学習指導の依頼があった場合、郷土資料館職員が学
習指導を行う。
・「児童生徒を対象とした学習指導」15回/年

令和５年度
（予定）

・幼稚園・保育園、小学校、中学校から地域の歴史、文化、自
然に関する学習指導の依頼があった場合、郷土資料館職員が学
習指導を行う。
・「児童生徒を対象とした学習指導」15回/年

令和６年度
（予定）

・幼稚園・保育園、小学校、中学校から地域の歴史、文化、自
然に関する学習指導の依頼があった場合、郷土資料館職員が学
習指導を行う。
・「児童生徒を対象とした学習指導」15回/年

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・幼稚園・保育園、小学校、中学校から地域の歴史、文化、自
然に関する学習指導の依頼があった場合、郷土資料館職員が学
習指導を行う。
・「児童生徒を対象とした学習指導」15回/年

・郷土資料館においての学習指導（郷土資料館の展示見
学及び郷土資料を通しての学習指導）
　幼稚園・保育園５回、小学生４回、中学生２回

・学校及び町内各所においての学習指導（郷土資料館の
職員派遣による学習指導）
　小学生８回、中学生２回

　　　　　　　　　　　　　合計21回

A

令和３年度
（予定）

・幼稚園・保育園、小学校、中学校から地域の歴史、文化、自
然に関する学習指導の依頼があった場合、郷土資料館職員が学
習指導を行う。
・「児童生徒を対象とした学習指導」1５回/年

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ２－４ 文化・芸術活動の推進

当初計画

事業概要
・幼稚園・保育所・小学校・中学校から地域の歴史、文化、自然に関する学習指導の依頼があった場合、郷土資
料館職員が学習指導を行う。

基本目標 2 子どもの心豊かな成長を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 29

事業名 地域の伝承文化に親しむ郷土愛の育成 生涯学習課
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評価Ｃの場合
未着手等の理由と今

後の対応等

令和６年度
（予定）

・「青少年おもしろ講座」を年3回開催。

・各学校で音楽会や合唱コンクールの開催、芸術鑑賞会の実施などにより、子
どもたちの文化・芸術に対する関心を高める。

令和５年度
（予定）

・「青少年おもしろ講座」を年3回開催。

・各学校で音楽会や合唱コンクールの開催、芸術鑑賞会の実施などにより、子
どもたちの文化・芸術に対する関心を高める。

令和４年度
（予定）

・「青少年おもしろ講座」を年3回開催。

・各学校で音楽会や合唱コンクールの開催、芸術鑑賞会の実施などにより、子
どもたちの文化・芸術に対する関心を高める。

令和３年度
（予定）

・「青少年おもしろ講座」を年３回開催。

・各学校で音楽会や合唱コンクールの開催、芸術鑑賞会の実施などにより、子
どもたちの文化・芸術に対する関心を高める。

令和２年度
（実績）

・「青少年おもしろ講座」を年３回開催。
・「青少年おもしろ講座」を年１回開催。
（ペットボトルロケット飛ばし18人） Ａ

・各学校で音楽会や合唱コンクールの開催、芸術鑑賞会の実施などにより、子
どもたちの文化・芸術に対する関心を高める。

・新型コロナ感染症感染拡大防止に配慮しながら、各小学校で
音楽会を開催した。また芸術鑑賞会を実施することで、子ども
たちの文化・芸術に対する関心を高めた。

Ａ

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・「青少年おもしろ講座」３回/年

・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ２－４ 文化・芸術活動の推進

当初計画

事業概要

・人材登録制度を活用し、小・中学生を対象とした文化・芸術体験の場を提供します。

・各学校で音楽会や合唱コンクールの開催、芸術鑑賞会の実施などにより、子どもたちの文化・芸術に対する関
心を高めます。

基本目標 2 子どもの心豊かな成長を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 30

事業名 文化・芸術体験の機会の提供
生涯学習課
学校教育課
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評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

・児童書の団体貸出冊数1,500冊/年。
・団体貸出用児童書の購入冊数100冊/年。
・おはなし会の参加人数1,500人/年。
・ブックスタート乳児向き貸出用図書の購入冊数100冊/年。

・読書活動の推進のため、学校図書館の整備とさらなる充実を図る。

令和５年度
（予定）

・児童書の団体貸出冊数1,500冊/年。
・団体貸出用児童書の購入冊数60冊/年。
・おはなし会の参加人数1,500人/年。
・ブックスタート乳児向き貸出用図書の購入冊数80冊/年。

・読書活動の推進のため、学校図書館の整備とさらなる充実を図る。

令和４年度
（予定）

・児童書の団体貸出冊数1,500冊/年。
・団体貸出用児童書の購入冊数60冊/年。
・おはなし会の参加人数1,500人/年。
・ブックスタート乳児向き貸出用図書の購入冊数80冊/年。

・読書活動の推進のため、学校図書館の整備とさらなる充実を図る。

令和３年度
（予定）

・児童書の団体貸出冊数1,500冊/年。
・団体貸出用児童書の購入冊数30冊/年。
・おはなし会の参加人数1,500人/年。
・ブックスタート乳児向き貸出用図書の購入冊数50冊/年。

・読書活動の推進のため、学校図書館の整備とさらなる充実を図る。

令和２年度
（実績）

・児童書の団体貸出冊数1,500冊/年。
・団体貸出用児童書の購入冊数30冊/年。
・おはなし会の参加人数1,500人/年。
・ブックスタート乳児向き貸出用図書の購入冊数50冊/年。

・児童書の団体貸出冊数1,250冊/年
・団体貸出用児童書の購入冊数23冊/年
・おはなし会の参加人数295人/年
・ブックスタート乳児向き貸出用図書の購入冊数33冊/年

B

・読書活動の推進のため、学校図書館の整備とさらなる充実を図る。

・読書活動の推進のため、学校図書館を整備し、４名配置の学校図書館司書の環境
充実を図った。
・授業での学校図書館活用を支援するために、学校図書館司書を通じて関連図書の
整備や町図書館との連携を図り、子どもたちへの図書資料の提供を推進した。

A

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・児童書の団体貸出冊数1,500冊/年（R6年度）　・団体貸出用児童書の購入冊数100冊/年（R6年度）
・おはなし会参加1,500名/年（R6年度）　　　　・ブックスタート乳児向き貸出用図書の購入数100冊/年（R6年度）

・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ２－４ 文化・芸術活動の推進

当初計画

事業概要

・団体貸出の活用や図書館見学等により町の図書館と学校との連携を深めます。また、読んだ本を記録できる読書通帳を小学校新入生に配付します。
・「子ども読書活動推進計画」に基づき、「おはなし会」「読書案内」等を行い、読書活動を推進します。
・０歳児とその保護者すべてを対象に、「赤ちゃんと絵本を開く時間の大切さ」などのメッセージを直接伝えながら、絵本の読み聞かせを行い、本やブック
リスト、図書館の利用案内等が入った「ブックスタート・バック」を手渡します。
・事業に協力するボランティアを養成します。
・「ブックスタート・フォローアップ事業」として０歳児向き及び児童関係図書の充実を図ります。

・読書活動の推進のため、学校図書館の整備と学校図書館司書の配置の充実を図ります。

基本目標 2 子どもの心豊かな成長を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 31

事業名 読書活動の推進
生涯学習課
学校教育課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・リサイクルセンター内に設置した見学者コースや環境学習施
設を活用し、ごみの減量化や資源化に対する環境学習に取り組
む。

令和５年度
（予定）

・リサイクルセンター内に設置した見学者コースや環境学習施
設を活用し、ごみの減量化や資源化に対する環境学習に取り組
む。

令和６年度
（予定）

・リサイクルセンター内に設置した見学者コースや環境学習施
設を活用し、ごみの減量化や資源化に対する環境学習に取り組
む。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・リサイクルセンター内に設置した見学者コースや環境学習施
設を活用し、ごみの減量化や資源化に対する環境学習に取り組
む。

・リサイクルセンター３階のごみの減量化や資源化コーナー、１階の環境や再生可能
エネルギーに関するコーナーに、リサイクルセンターの施設見学と合わせ25人が来
場した。
・「リサイクルセンター職場体験・リサイクル工作」を実施し、８名の参加があっ
た。
・大磯町ごみの分別・４R推進ポスターを募集し、12作品の応募があり、リサイク
ルセンター３階に掲示した。
・バードコール、森の万華鏡、SDGｓサイコロなどを掲示し、環境について知る機
会を作り、環境に関するコーナーの充実を図った。
・各小学校の施設見学は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止した。

Ａ

令和３年度
（予定）

・リサイクルセンター内に設置した見学者コースや環境学習施
設を活用し、ごみの減量化や資源化に対する環境学習に取り組
む。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値
・各小学校の施設見学　1回／年
・子供向け体験学習の実施　1回／年

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ２－５ 子どもの健全育成

当初計画

事業概要 ・リサイクルセンターの施設見学コースや環境学習施設を活用し、環境学習を推進します。

基本目標 2 子どもの心豊かな成長を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 32

事業名 環境学習の推進 環境課

39 
 



未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・小、中学校において人権教育研究事業を実施し、人権教室や
講演会を開催するなど、人権教育の充実に努める。

令和５年度
（予定）

・小、中学校において人権教育研究事業を実施し、人権教室や
講演会を開催するなど、人権教育の充実に努める。

令和６年度
（予定）

・小、中学校において人権教育研究事業を実施し、人権教室や
講演会を開催するなど、人権教育の充実に努める。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・小、中学校において人権教育研究事業を実施し、人権教室や
講演会を開催するなど、人権教育の充実に努める。

・小、中学校において人権教育研究事業を実施
し、人権教室や講演会を開催するなど、人権教育
の充実に努めた。

A

令和３年度
（予定）

・小、中学校において人権教育研究事業を実施し、人権教室や
講演会を開催するなど、人権教育の充実に努める。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ２－５ 子どもの健全育成

当初計画

事業概要
・小、中学校において人権教育研究事業を実施し、人権教室や講演会を開催するなど、人権教育の充実に努めま
す。

基本目標 2 子どもの心豊かな成長を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 33

事業名 人権教育 学校教育課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・小学校６年生を対象に、原爆体験談などの講話を実施。

令和５年度
（予定）

・小学校６年生を対象に、原爆体験談などの講話を実施。

令和６年度
（予定）

・小学校６年生を対象に、原爆体験談などの講話を実施。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・小学校６年生を対象に、原爆体験談などの講話を実施。
新型コロナウイルス感染症感染拡大に伴い、学校
及び講師と実施に向けて実施方法等について調整
したが中止とした。

B*

令和３年度
（予定）

・小学校６年生を対象に、原爆体験談などの講話を実施。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ２－５ 子どもの健全育成

当初計画

事業概要 ・小学校６年生に、原爆体験談などの講話を実施することで平和に関する意識の高揚を図ります。

基本目標 2 子どもの心豊かな成長を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 34

事業名 平和学習 総務課

41 
 



未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・子どもの町に対する要望や意見などを聴取する機会としての
「意見交換会」を開催。

令和５年度
（予定）

・子どもの町に対する要望や意見などを聴取する機会としての
「意見交換会」を開催。

令和６年度
（予定）

・子どもの町に対する要望や意見などを聴取する機会としての
「意見交換会」を開催。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・子どもの町に対する要望や意見などを聴取する機会としての
「意見交換会」を開催。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から開
催を中止した。 B*

令和３年度
（予定）

・子どもの町に対する要望や意見などを聴取する機会としての
「意見交換会」を開催。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ２－６ 社会参加への支援

当初計画

事業概要
・子どもの町に対する要望や意見などを聴取し、その意見や提案を町が行う施策や事業に反映するとともに、子
どもがまちづくりに参画する意欲の増進を図り、責任ある社会人となるための自覚を促すため、中学校生徒会と
の意見交換会を開催します。

基本目標 2 子どもの心豊かな成長を育む環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 35

事業名 子どもの意見を反映する機会の充実 政策課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・新生児（第１子）訪問・未熟児訪問。

令和５年度
（予定）

・新生児（第１子）訪問・未熟児訪問。

令和６年度
（予定）

・新生児（第１子）訪問・未熟児訪問。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・新生児（第１子）訪問・未熟児訪問。 ・訪問　全数訪問（67件） A

令和３年度
（予定）

・新生児（第１子）訪問・未熟児訪問。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・対象児の全数把握、全数訪問

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－１ 妊娠、出産から子育てまで切れ目ない支援

当初計画

事業概要
・妊娠期から出産、子育て期までの子育て支援の充実を図るため、初産婦や未熟児の家庭には助産師等が訪問し、
乳児の発育・発達状況、母親の健康管理や育児について保健指導を行います。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 36

事業名 母子の健康保持、増進（新生児・未熟児訪問） スポーツ健康課
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評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

・マタニティスクールの実施。

・こんにちは赤ちゃん事業・２歳児全戸訪問事業　訪問率100％。
・妊婦や乳幼児の保護者を対象とした子育て講座やイクメン講座の開
催　10回以上/年。

令和５年度
（予定）

・マタニティスクールの実施。

・こんにちは赤ちゃん事業・２歳児全戸訪問事業　訪問率100％。
・妊婦や乳幼児の保護者を対象とした子育て講座やイクメン講座の開
催　10回以上/年。

令和４年度
（予定）

・マタニティスクールの実施。

・こんにちは赤ちゃん事業・２歳児全戸訪問事業　訪問率100％。
・妊婦や乳幼児の保護者を対象とした子育て講座やイクメン講座の開
催　10回以上/年。

令和３年度
（予定）

・マタニティスクールの実施。

・こんにちは赤ちゃん事業・２歳児全戸訪問事業　訪問率100％。
妊婦や乳幼児の保護者を対象とした子育て講座やイクメン講座の開催
10回以上/年。

令和２年度
（実績）

・マタニティスクールの実施。 ・教室５回・個別17回　計22回/年 A

・こんにちは赤ちゃん事業・２歳児全戸訪問事業　訪問率100％。
・妊婦や乳幼児の保護者を対象とした子育て講座やイクメン講座の開
催　10回以上/年。

・こんにちは赤ちゃん事業　訪問率87.2％
・２歳児全戸訪問事業　訪問率91.4％
・子育て講座「ベビーマッサージ」2回/年
・健康に関する講座2回/年
・イクメン講座　2回/年

Ｂ

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・マタニティスクール10回/年（沐浴実習、呼吸法、栄養の講話等）

・こんにちは赤ちゃん事業（乳児全戸訪問事業）訪問率100％　　・２歳児全戸訪問事業「にこにこ子育て応援団」訪問率100％
・子育て講座「ベビーマッサージ」４回/年　　　　　　　　　　　・健康に関する講座５回/年

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－１ 妊娠、出産から子育てまで切れ目ない支援

当初計画

事業概要

・妊婦と夫、その家族が安心して妊娠、出産、育児に臨めるように知識を普及するとともに、仲間づくりの機会を提供することを目的に各種講座・教室を開
催します。

・「こんにちは赤ちゃん事業」として、民生委員・児童委員や主任児童委員が第２子以降の方を訪問し、育児の不安などを聞き、必要に応じて保健師等が訪
問指導します。そのフォローとして、２歳児全戸訪問事業「にこにこ子育て応援団」を実施します。
・父親の育児参加を推進・啓発するなど、ニーズに応じた講座等を開催します。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 37

事業名 出産育児不安の解消（情報提供・訪問・子育て講座等）
スポーツ健康課
子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・特定不妊治療費助成の実施
・不育症治療費助成の実施。

令和５年度
（予定）

・特定不妊治療費助成の実施
・不育症治療費助成の実施。

令和６年度
（予定）

・特定不妊治療費助成の実施
・不育症治療費助成の実施。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・特定不妊治療費助成の実施
・不育症治療費助成の実施。

・特定不妊治療費助成　15件
・不育症治療費助成　１件 A

令和３年度
（予定）

・特定不妊治療費助成の実施
・不育症治療費助成の実施。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－１ 妊娠、出産から子育てまで切れ目ない支援

当初計画

事業概要
・子どもを持つことを望み、不妊・不育治療を必要とする夫婦が安心して治療を受けられるよう、治療費助成や情
報提供、相談体制の充実に努めます。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 38

事業名 不妊等への支援 スポーツ健康課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・乳幼児健康診査の実施
・予防接種の実施

令和５年度
（予定）

・乳幼児健康診査の実施
・予防接種の実施

令和６年度
（予定）

・乳幼児健康診査の実施
・予防接種の実施

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・乳幼児健康診査の実施
・予防接種の実施

・４か月児健診　162人　100％
・８～１０か月児健診　144人　92.9％
・１歳６か月児健診　174人　97.8％
・２歳児歯科健診　186人　83.8％
・３歳児健診　224人　90.7％
・麻しん風しん予防接種（第２期）213人　92.6％

B

令和３年度
（予定）

・乳幼児健康診査の実施
・予防接種の実施

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値
・乳幼児健診受診率100％
・予防接種率100％

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－１ 妊娠、出産から子育てまで切れ目ない支援

当初計画

事業概要

・乳幼児の発育・発達を確認するとともに、育児不安の解消や育児支援も含めて子どもと保護者が心身ともに健康に生活する
ことを目指して、乳幼児を対象とした各種健康診査、健康相談を実施し、健診結果によりフォロー教室やこども発達相談を勧
奨します。各種健康診査の結果、疾病や障がいが疑われ精密検査が必要とされた場合には、精密検査受診券を発行し受診結果
を把握していきます。
・身近な医療機関で予防接種についての相談や接種ができるように医療機関、教育機関等と連携を図り、予防接種の意義や接
種時期等、正しい予防接種の知識を保護者に提供し接種率の向上を図り、免疫水準を確保することで感染症の発生及びまん延
を予防します。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 39

事業名 乳幼児健診、予防接種の推進 スポーツ健康課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

産後ケア事業
デイサービス型の実施
アウトリーチ型の実施
宿泊型の実施

令和５年度
（予定）

産後ケア事業
デイサービス型の実施
アウトリーチ型の実施
宿泊型の実施

令和６年度
（予定）

産後ケア事業
デイサービス型の実施
アウトリーチ型の実施
宿泊型の実施

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

産後ケア事業
デイサービス型の実施
アウトリーチ型の実施
宿泊型の実施

産後ケア事業
デイサービス型実施施設数　１か所
アウトリーチ型訪問数/年     26件(100％)
宿泊型実施施設数　　　　　０か所

B

令和３年度
（予定）

産後ケア事業
デイサービス型の実施
アウトリーチ型の実施
宿泊型の実施

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値
・デイサービス型実施施設数１か所
・アウトリーチ型　対象家庭への訪問率100％
・宿泊型実施施設数１か所

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－２ 医療体制の充実

当初計画

事業概要
○出産直後の育児不安や育児疲れなどがある産婦には、助産師による母子への産後ケア事業を進めています。ま
た、授乳や育児方法などの相談を行います。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 40

事業名 母子の健康保持、増進（産後ケア事業） スポーツ健康課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

子育て世代包括支援センターの設置
母子健康手帳の交付

令和５年度
（予定）

子育て世代包括支援センターの設置
母子健康手帳の交付

令和６年度
（予定）

子育て世代包括支援センターの設置
母子健康手帳の交付

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

子育て世代包括支援センターの設置
母子健康手帳の交付

・母子健康手帳の交付数 153件　全数把握
・子育て世代包括支援センター１か所
・妊婦健康診査　135件（97.8％）

Ｂ

令和３年度
（予定）

子育て世代包括支援センターの設置
母子健康手帳の交付

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・妊産婦の全数把握
・子育て世代包括支援センター
１か所
・妊婦健康診査受診率100％

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－２ 医療体制の充実

当初計画

事業概要

○子育て世代包括支援センターを開設し、産前・産後における相談や妊娠中からの切れ目ない支援に対応する母子
保健コーディネーターを配置し、母子健康手帳の交付時の保健指導やマイプラン(利用計画)の作成、妊産婦健診や
産前産後の電話等での状況確認により、妊産婦や子育て家庭の個別ニーズを把握した上で、きめ細かく支援すると
ともに、リスクの高い妊産婦については支援プランを策定し、必要に応じて母子保健を中心としたネットワークや
医療機関等と連携を図ります。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 41

事業名 利用者支援事業（母子保健型） スポーツ健康課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・休日、夜間の急患、診療体制を確保。

令和５年度
（予定）

・休日、夜間の急患、診療体制を確保。

令和６年度
（予定）

・休日、夜間の急患、診療体制を確保。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・休日、夜間の急患、診療体制を確保。

・二宮町と共同して、在宅当番医制事業を中郡医師会に
委託し、休日昼間（9時～12時、14時～17時）の初
期救急体制を確保。
・東海大学大磯病院に交付金を支出し夜間（17時から
22時）の一次救急医療を確保。
・平塚市、二宮町と共同で、休日及び土曜昼夜と平日夜
間の二次救急医療を確保。

A

令和３年度
（予定）

・休日、夜間の急患、診療体制を確保。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－２ 医療体制の充実

当初計画

事業概要 ・休日、夜間の急患、診療体制を確保していきます。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 42

事業名 救急医療の確保 スポーツ健康課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・受診率100％。

令和５年度
（予定）

・受診率100％。

令和６年度
（予定）

・受診率100％。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・受診率100％。
・母子手帳交付数（４～２月）138件
・妊婦健康診査135人
・受診率97.8％

Ｂ

令和３年度
（予定）

・受診率100％。 　

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・受診率100％

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－２ 医療体制の充実

当初計画

事業概要
・すこやかな妊娠と出産のため、妊娠中に受ける妊婦健康診査（14回分）の費用補助を行い、確実な受診を勧め
ます。また、産科医療機関との連携窓口となり、健診結果等からフォローが必要とされる場合には、対応します。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 43

事業名 妊婦健康診査 スポーツ健康課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・平成22年４月以来、休止となっている東海大学医学部付属大
磯病院の産科の再開を含め、周産期・小児の医療体制の確保に
努める。

令和５年度
（予定）

・平成22年４月以来、休止となっている東海大学医学部付属大
磯病院の産科の再開を含め、周産期・小児の医療体制の確保に
努める。

令和６年度
（予定）

・平成22年４月以来、休止となっている東海大学医学部付属大
磯病院の産科の再開を含め、周産期・小児の医療体制の確保に
努める。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・平成22年４月以来、休止となっている東海大学医学部付属大
磯病院の産科の再開を含め、周産期・小児の医療体制の確保に
努める。

・産科再開も含め、病院長・事務部長等と連絡調
整を続けている。 Ｂ

令和３年度
（予定）

・平成22年４月以来、休止となっている東海大学医学部付属大
磯病院の産科の再開を含め、周産期・小児の医療体制の確保に
努める。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－２ 医療体制の充実

当初計画

事業概要
・平成22年４月以来、休止となっている東海大学医学部付属大磯病院の産科の再開を含め、周産期・小児の医療
体制の確保に努めます。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 44

事業名 周産期・小児医療の確保 スポーツ健康課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

受診率100％

令和５年度
（予定）

受診率100％

令和６年度
（予定）

受診率100％

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

受診率100％
・出生数（10～３月）81件
・新生児聴覚検査（10～３月）54件
・受診率66.7％

Ｂ

令和３年度
（予定）

受診率100％

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 受診率100％

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－２ 医療体制の充実

当初計画

事業概要
出産直後の聴覚検査を促すことで、言語などの発達の遅れにつながりかねない「先天性難聴」を早期に発見し、そ
の影響を最小限に抑えるための新生児聴覚検査への助成制度の導入を推進していきます。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 45

事業名 新生児聴覚検査 スポーツ健康課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

受診率100％

令和５年度
（予定）

受診率100％

令和６年度
（予定）

受診率100％

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

受診率100％
・出生数（10～２月）71件
・産婦健康診査（10～３月）54件
・受診率　76.1％

Ｂ

令和３年度
（予定）

受診率100％

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 受診率100％

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－２ 医療体制の充実

当初計画

事業概要
出産後間もない時期の産婦の心と体の健康保持やうつ病の予防等、出産後の切れ目ない支援のため、産後健康診査
の費用補助を行い、確実な受診を勧めていきます。また、産科医療機関との連携により、健診結果等からフォロー
が必要とされる場合には、速やかに対応します。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 46

事業名 産婦健康診査 スポーツ健康課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

２歳児歯科健診の実施

令和５年度
（予定）

２歳児歯科健診の実施

令和６年度
（予定）

２歳児歯科健診の実施

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

２歳児歯科健診の実施 ・186人、受診率83.8％ Ｂ

令和３年度
（予定）

２歳児歯科健診の実施

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値
・継続実施
・2歳児歯科健診受診率100％

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－２ 医療体制の充実

当初計画

事業概要

・妊娠中に発症しやすい歯科疾患及び規則的な歯磨き習慣について、妊婦が適切な知識を得るとともに口腔の健康
を保ち、生まれてくる子どもの健康な歯づくりや妊婦の口腔衛生向上を図るために、妊婦歯科健診を無料で行いま
す。また、産後１年以内の産婦に対しても産婦歯科健診を無料で行います。
・２歳児歯科健診では、う蝕の有無及びう蝕の多発が予測される背景の確認や歯磨き指導、食事やおやつの相談等
のほか、希望者には新たに子どものむし歯予防に有効なフッ素塗布体験を実施することで、子どもの歯と口腔の健
康保持に努めます。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 47

事業名 歯と口腔の健康づくり スポーツ健康課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・家庭における生活の安定と次代の社会を担う児童の健全な育
成、資質の向上を目的として、児童を養育している人に手当を
支給する。

令和５年度
（予定）

・家庭における生活の安定と次代の社会を担う児童の健全な育
成、資質の向上を目的として、児童を養育している人に手当を
支給する。

令和６年度
（予定）

・家庭における生活の安定と次代の社会を担う児童の健全な育
成、資質の向上を目的として、児童を養育している人に手当を
支給する。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・家庭における生活の安定と次代の社会を担う児童の健全な育
成、資質の向上を目的として、児童を養育している人に手当を
支給する。

・対象延べ児童数：40,712人
・支給額：415,975,000円 A

令和３年度
（予定）

・家庭における生活の安定と次代の社会を担う児童の健全な育
成、資質の向上を目的として、児童を養育している人に手当を
支給する。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－３ 経済的な支援

当初計画

事業概要
・子育て家庭における生活の安定と次代の社会をになう児童の健全な育成、資質の向上を図るため、児童手当法に
より、中学校３年生以下の児童を養育している人に手当を支給します。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 48

事業名 児童手当の支給 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・中学生までの児童の入院及び通院に係る医療費を助成し、病
気の早期発見と治療を促進し、児童の保健及び福祉の向上と増
進を図る。

令和５年度
（予定）

・中学生までの児童の入院及び通院に係る医療費を助成し、病
気の早期発見と治療を促進し、児童の保健及び福祉の向上と増
進を図る。

令和６年度
（予定）

・中学生までの児童の入院及び通院に係る医療費を助成し、病
気の早期発見と治療を促進し、児童の保健及び福祉の向上と増
進を図る。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・令和2年10月から、通院の助成対象を小学校卒業までであっ
たものを中学生卒業まで引上げ、さらに１歳以上の所得制限を
撤廃し、医療費の一部助成対象者の拡充し、病気の早期発見と
治療を促進することで、児童の保健及び福祉の向上と増進を図
る。

対象乳幼児数：3,627人
支給額：60,714,817円

令和２年10月から所得制限を撤廃し、対象年齢を
引き上げることで医療費助成の充実を図った。

Ａ

令和３年度
（予定）

・中学生までの児童の入院及び通院に係る医療費を助成し、病
気の早期発見と治療を促進し、児童の保健及び福祉の向上と増
進を図る。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－３ 経済的な支援

当初計画

事業概要
・小学生までの児童の入院及び通院に係る医療費と中学生の児童の入院に係る医療費を助成し、病気の早期発見と
治療を促進し、児童の保健及び福祉の向上と増進を図ります。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 49

事業名 小児医療の助成 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・病院または診療所に入院することを必要とする未熟児（出生
体重2000g以下の乳児、または指定医療機関の医師が養育医
療の対象と認めた乳児）に対し、その養育に必要な医療を助
成。

令和５年度
（予定）

・病院または診療所に入院することを必要とする未熟児（出生
体重2000g以下の乳児、または指定医療機関の医師が養育医
療の対象と認めた乳児）に対し、その養育に必要な医療を助
成。

令和６年度
（予定）

・病院または診療所に入院することを必要とする未熟児（出生
体重2000g以下の乳児、または指定医療機関の医師が養育医
療の対象と認めた乳児）に対し、その養育に必要な医療を助
成。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・病院または診療所に入院することを必要とする未熟児（出生
体重2000g以下の乳児、または指定医療機関の医師が養育医
療の対象と認めた乳児）に対し、その養育に必要な医療を助
成。

・対象者数：　　　５人
・支給額：1,086,268円 Ａ

令和３年度
（予定）

・病院または診療所に入院することを必要とする未熟児（出生
体重2000g以下の乳児、または指定医療機関の医師が養育医
療の対象と認めた乳児）に対し、その養育に必要な医療を助
成。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－３ 経済的な支援

当初計画

事業概要
・病院または診療所に入院することを必要とする未熟児（出生体重2000g以下の乳児、または指定医療機関の医
師が養育医療の対象と認めた乳児）に対し、その養育に必要な医療を助成します。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 50

事業名 養育医療 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・経済的事情により私立高校等への就学が困難な者または、就学の継続が困難
で諸条件を満たした者に対し、補助金を交付。
・経済的事情により就学が困難な家庭に対し、学用品などの費用の一部を援
助。

令和５年度
（予定）

・経済的事情により私立高校等への就学が困難な者または、就学の継続が困難
で諸条件を満たした者に対し、補助金を交付。
・経済的事情により就学が困難な家庭に対し、学用品などの費用の一部を援
助。

令和６年度
（予定）

・経済的事情により私立高校等への就学が困難な者または、就学の継続が困難
で諸条件を満たした者に対し、補助金を交付。
・経済的事情により就学が困難な家庭に対し、学用品などの費用の一部を援
助。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・経済的事情により私立高校等への就学が困難な者または、就学の継続が困難
で諸条件を満たした者に対し、補助金を交付。
・経済的事情により就学が困難な家庭に対し、学用品などの費用の一部を援
助。

・私立高校就学支援補助金を支給(1人)。
・就学援助費を支給(小学校95人、中学校67人) A

令和３年度
（予定）

・経済的事情により私立高校等への就学が困難な者または、就学の継続が困難
で諸条件を満たした者に対し、補助金を交付。
・経済的事情により就学が困難な家庭に対し、学用品などの費用の一部を援
助。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－３ 経済的な支援

当初計画

事業概要
・経済的事情により私立高校等への就学が困難な者または就学の継続が困難で諸条件を満たした者に対し、補助金
を交付します。
・経済的事情により就学が困難な家庭に対し、学用品などの費用の一部を助成します。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 51

事業名 就学援助 学校教育課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・ひとり親家庭等の生活の安定と自立を支援するため、医療費
の自己負担分を助成し、福祉の増進を図る。

令和５年度
（予定）

・ひとり親家庭等の生活の安定と自立を支援するため、医療費
の自己負担分を助成し、福祉の増進を図る。

令和６年度
（予定）

・ひとり親家庭等の生活の安定と自立を支援するため、医療費
の自己負担分を助成し、福祉の増進を図る。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・ひとり親家庭等の生活の安定と自立を支援するため、医療費
の自己負担分を助成し、福祉の増進を図る。

ひとり親医療
・対象世帯：164世帯(405人）
・負担額：12,609,466円
ひとり親助成金
・対象世帯：22世帯（24人）
・支給額：720,000円
児童扶養手当
・対象受給者数：190人　　・新規認定数：19人
・転入認定数：　　10人　  ・父子認定数： ２人
ひとり親家庭特別給付金【町独自・新型コロナウイルス感染症対策】

・対象世帯 ：143世帯（204人）

Ａ

令和３年度
（予定）

・ひとり親家庭等の生活の安定と自立を支援するため、医療費
の自己負担分を助成し、福祉の増進を図る。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－３ 経済的な支援

当初計画

事業概要

・ひとり親家庭等の生活の安定と自立を促進し、児童の福祉の増進を図ります。
・ひとり親家庭の18歳になった日以降の最初の３月31日まで（中度以上の障がいがある場合は20歳未満）の児童を監護している母、父、
又は、母もしくは父に代わって児童を養育している人に手当を支給します。
・母子、父子家庭の母または父と児童（18歳になった日以降の最初の３月31日までの児童）が病院などの受診時に支払う健康保健の自己
負担額を公費で助成します。
・４月1日現在、町に６か月以上居住し、住民基本台帳に登録されている方で、その年の４月に小学校・中学校・高校に入学したひとり親
家庭の児童（支給要件に該当する児童）を養育している方に助成金を支給します。
・ひとり親家庭等の子どもの保育所入所の際、保育料軽減を実施します。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 52

事業名 ひとり親への援助 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・障がいのある20歳未満の児童を扶養している人に手当を支給
し、障がい児家庭の生活の安定と福祉の増進を図る。

令和５年度
（予定）

・障がいのある20歳未満の児童を扶養している人に手当を支給
し、障がい児家庭の生活の安定と福祉の増進を図る。

令和６年度
（予定）

・障がいのある20歳未満の児童を扶養している人に手当を支給
し、障がい児家庭の生活の安定と福祉の増進を図る。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・障がいのある20歳未満の児童を扶養している人に手当を支給
し、障がい児家庭の生活の安定と福祉の増進を図る。

・受給資格者数：60件
・新規認定数：　10件
・転入認定数：　  1件

Ａ

令和３年度
（予定）

・障がいのある20歳未満の児童を扶養している人に手当を支給
し、障がい児家庭の生活の安定と福祉の増進を図る。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－３ 経済的な支援

当初計画

事業概要
・障がいのある20歳未満の児童を扶養している人に手当を支給し、障がい児家庭の生活の安定と福祉の増進を図
ります。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 53

事業名 障がいを持つ子どもへの援助 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・低所得や多子の家庭に対する副食費の免除や補助等を行う。

令和５年度
（予定）

・低所得や多子の家庭に対する副食費の免除や補助等を行う。

令和６年度
（予定）

・低所得や多子の家庭に対する副食費の免除や補助等を行う。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・低所得や多子の家庭に対する副食費の免除や補助等を行う。
・低所得や多子の家庭に対する副食費の免除や補
助等を行った（84人）。 Ａ

令和３年度
（予定）

・低所得や多子の家庭に対する副食費の免除や補助等を行う。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－３ 経済的な支援

当初計画

事業概要 ・保育料以外の実費負担の部分について、低所得者等の負担軽減を図るための補助を実施します。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 54

事業名 保育料以外の実費負担への費用助成 子育て支援課
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評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

・交通量が多い町道等への歩道の整備を進めた。
・国県道における通学路等の危険な場所の改善を要望した。

・町内すべての公園・緑地で毎月２回の清掃を実施する。翌日に清掃
検査を実施。
・専門業者による遊具の安全点検を実施し、不具合のある遊具につい
て、修繕を実施した。

令和５年度
（予定）

・交通量が多い町道等への歩道の整備を進めた。
・国県道における通学路等の危険な場所の改善を要望した。

・町内すべての公園・緑地で毎月２回の清掃を実施する。翌日に清掃
検査を実施。
・専門業者による遊具の安全点検を実施し、不具合のある遊具につい
て、修繕を実施した。

令和４年度
（予定）

・交通量が多い町道等への歩道の整備を進めた。
・国県道における通学路等の危険な場所の改善を要望した。

・町内すべての公園・緑地で毎月２回の清掃を実施する。翌日に清掃
検査を実施。
・専門業者による遊具の安全点検を実施し、不具合のある遊具につい
て、修繕を実施した。

令和３年度
（予定）

・交通量が多い町道等への歩道の整備を進めた。
・国県道における通学路等の危険な場所の改善を要望した。

・町内すべての公園・緑地で毎月２回の清掃を実施する。翌日に清掃
検査を実施。
・専門業者による遊具の安全点検を実施し、不具合のある遊具につい
て、修繕を実施した。

令和２年度
（実績）

・交通量が多い町道等への歩道の整備を進めた。
・国県道における通学路等の危険な場所の改善を要望した。

・歩道整備に必要な用地の交渉を進めた。
・県道の危険な箇所を改修するため、県及び関係者と調整を行
い、改修できる道筋を立てた。

B

・町内すべての公園・緑地で毎月２回の清掃を実施する。翌日に清掃
検査を実施。
・専門業者による遊具の安全点検を実施し、不具合のある遊具につい
て、修繕を実施した。

・毎月第１・３月曜日に町内５０箇所の公園・緑地の清掃を実
施し、翌日に検査を行った。
・遊具の設置してある３６公園で安全点検を実施し、修繕料の
翌年度の予算の確保を行い、緊急性の高い遊具については、直
ちに修繕を行った。

Ａ

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・町内歩道整備延長L＝943m（国府本郷西小磯１号線、幹線28号線）

・町内全ての公園で点検・修繕、公園検査を実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－４ 生活環境の整備

当初計画

事業概要

・交通量が多い町道等への歩道の整備や危険個所の改修を進め、歩きやすい歩道など歩行者の安全確保に努めます。
・国県道における通学時等の危険な場所の改善を要望し、国・県・町それぞれの道路管理者が一体となって整備に取り組んでいきます。

・公共施設、公共機関のバリアフリー化を推進し、高齢者や障がい者、幼児連れなどをはじめすべての人に対してやさしい環
境づくりをめざします。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 55

事業名 公園や道路等の環境整備、バリアフリー
建設課
都市計画課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・赤ちゃんの駅の貸出12回以上/年

令和５年度
（予定）

・赤ちゃんの駅の貸出12回以上/年

令和６年度
（予定）

・赤ちゃんの駅の貸出12回以上/年

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・赤ちゃんの駅の貸出12回以上/年

・赤ちゃんの駅の貸出０回/年

新型コロナウイルス感染拡大防止の影響からイベ
ント等が中止になり需要がなかった。

B*

令和３年度
（予定）

・赤ちゃんの駅の貸出12回以上/年

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・赤ちゃんの駅の貸出12回以上/年

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－４ 生活環境の整備

当初計画

事業概要
・子育て中の親子が公共施設を利用しやすいようにベビーベットを置くなど、授乳やおむつ交換ができるスペース
の確保を推進します。
・親子でイベントに参加しやすいように移動式赤ちゃんの駅を町内イベント主催者に貸出します。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 56

事業名 公共施設での子育て支援（授乳室やベビーベット等） 子育て支援課
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評価Ｃの場合
未着手等の理由と今

後の対応等

令和６年度
（予定）

・ストップマークや交通安全啓発看板の設置。
・防犯灯の整備。

・公園・緑地の敷地からはみ出している樹木の剪定を、年間を通して行う。
・遊具の安全点検を年１回実施し、必要な遊具の修繕を行う。

・各小学校において、地域や保護者の協力のもと、通学路の安全確保のため、危険箇所の
点検調査などを行う。点検調査の結果、改善の必要な箇所は、各学校から提出された通学
路改善要望に基づき、関係機関と連携し改善に努める。

令和５年度
（予定）

・ストップマークや交通安全啓発看板の設置。
・防犯灯の整備。

・公園・緑地の敷地からはみ出している樹木の剪定を、年間を通して行う。
・遊具の安全点検を年１回実施し、必要な遊具の修繕を行う。

・各小学校において、地域や保護者の協力のもと、通学路の安全確保のため、危険箇所の
点検調査などを行う。点検調査の結果、改善の必要な箇所は、各学校から提出された通学
路改善要望に基づき、関係機関と連携し改善に努める。

令和４年度
（予定）

・ストップマークや交通安全啓発看板の設置。
・防犯灯の整備。

・公園・緑地の敷地からはみ出している樹木の剪定を、年間を通して行う。
・遊具の安全点検を年１回実施し、必要な遊具の修繕を行う。

・各小学校において、地域や保護者の協力のもと、通学路の安全確保のため、危険箇所の
点検調査などを行う。点検調査の結果、改善の必要な箇所は、各学校から提出された通学
路改善要望に基づき、関係機関と連携し改善に努める。

令和３年度
（予定）

・ストップマークや交通安全啓発看板の設置。
・防犯灯の整備。

・公園・緑地の敷地からはみ出している樹木の剪定を、年間を通して行う。
・遊具の安全点検を年１回実施し、必要な遊具の修繕を行う。

・各小学校において、地域や保護者の協力のもと、通学路の安全確保のため、危険箇所の
点検調査などを行う。点検調査の結果、改善の必要な箇所は、各学校から提出された通学
路改善要望に基づき、関係機関と連携し改善に努める。

令和２年度
（実績）

・ストップマークや交通安全啓発看板の設置。
・防犯灯の整備。

・交通事故危険箇所において、ストップマークや交通安全啓発看板を設
置した。
・防犯灯の新設、移設、撤去を行った。（10件）

A

・公園・緑地の敷地からはみ出している樹木の剪定を、年間を通して行う。
・遊具の安全点検を年１回実施し、必要な遊具の修繕を行う。

・町内42箇所の公園・緑地の樹木の剪定を実施。
・36公園の遊具の安全点検を行い、６公園７遊具の修繕が必要な遊具の
予算の確保を行い。緊急性の高い遊具をすぐに直した。

A

・各小学校において、地域や保護者の協力のもと、通学路の安全確保のため、危険箇所の
点検調査などを行う。点検調査の結果、改善の必要な箇所は、各学校から提出された通学
路改善要望に基づき、関係機関と連携し改善に努める。

・防犯安全対策推進委員会を開催し、各校から出された通学路改善要望
を元に協議を行った。必要に応じて、町の関係各課及び警察等の関係機
関と共に改善に向けて連携した。

A

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・町内防犯灯の維持管理

・公園・緑地の樹木剪定の実施、遊具修繕及び遊具点検１回/年

・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－４ 生活環境の整備

当初計画

事業概要

・交通事故危険個所において、ストップマークや啓発看板の設置を進めます。
・防犯灯を整備します。

・子どもの安全性を確保するために、公園内を明るく保つことや、内外から見通しを良くするため、公園灯周辺の樹木の剪定や生垣の間伐
などを実施します。
・公園遊具の定期点検を実施し、必要な修繕を行うとともに、安全な遊具への更新を進めます。

・各小学校において、地域や保護者の協力のもと、通学路の安全確保のため、危険箇所の点検調査などを行います。点検調査の結果、改善
の必要な箇所は、各学校から提出された通学路改善要望に基づき、関係機関と連携し改善に努めます。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 57

事業名 通学路や公園などの安全確保
町民課・都市計画課
学校教育課
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評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

・交通安全、防犯出前講座の実施。
・学校・地域・関係団体と協力し子どもの見守り活動の実施。
・交通安全・防犯対策、犯罪発生状況などの情報提供

・子どもを犯罪等の被害から守るために、関係機関・団体との情報交換を充実し、不審者情報等を町のホー
ムページや電子メール等により保護者や地域、関係団体に情報提供。
・子どもが交通事故や犯罪の被害に遭わないようにするための講習を実施。
・学校、保護者、地域が連携して、登下校を含めた学校内外の安全保持に努める。

・子どもSOS事業推進研修会を年１回開催する。

令和５年度
（予定）

・交通安全、防犯出前講座の実施。
・学校・地域・関係団体と協力し子どもの見守り活動の実施。
・交通安全・防犯対策、犯罪発生状況などの情報提供

・子どもを犯罪等の被害から守るために、関係機関・団体との情報交換を充実し、不審者情報等を町のホー
ムページや電子メール等により保護者や地域、関係団体に情報提供。
・子どもが交通事故や犯罪の被害に遭わないようにするための講習を実施。
・学校、保護者、地域が連携して、登下校を含めた学校内外の安全保持に努める。

・子どもSOS事業推進研修会を年１回開催する。

令和４年度
（予定）

・交通安全、防犯出前講座の実施。
・学校・地域・関係団体と協力し子どもの見守り活動の実施。
・交通安全・防犯対策、犯罪発生状況などの情報提供

・子どもを犯罪等の被害から守るために、関係機関・団体との情報交換を充実し、不審者情報等を町のホー
ムページや電子メール等により保護者や地域、関係団体に情報提供。
・子どもが交通事故や犯罪の被害に遭わないようにするための講習を実施。
・学校、保護者、地域が連携して、登下校を含めた学校内外の安全保持に努める。

・子どもSOS事業推進研修会を年１回開催する。

令和３年度
（予定）

・交通安全、防犯出前講座の実施。
・学校・地域・関係団体と協力し子どもの見守り活動の実施。
・交通安全・防犯対策、犯罪発生状況などの情報提供

・子どもを犯罪等の被害から守るために、関係機関・団体との情報交換を充実し、不審者情報等を町のホー
ムページや電子メール等により保護者や地域、関係団体に情報提供。
・子どもが交通事故や犯罪の被害に遭わないようにするための講習を実施。
・学校、保護者、地域が連携して、登下校を含めた学校内外の安全保持に努める。

・子どもSOS事業推進研修会を年１回開催する。

令和２年度
（実績）

・交通安全、防犯出前講座の実施。
・学校・地域・関係団体と協力し子どもの見守り活動の実施。

・交通安全街頭見守りの実施（秋 １回）
・新入学児童、子どもの健康診査受診者及び保護者へ啓発物品を配布、
関係団体へ啓発物品の配布、配架依頼をした。

Ａ

・子どもを犯罪等の被害から守るために、関係機関・団体との情報交換を充実し、不審者情報等を町のホー
ムページや電子メール等により保護者や地域、関係団体に情報提供。
・子どもが交通事故や犯罪の被害に遭わないようにするための講習を実施。
・学校、保護者、地域が連携して、登下校を含めた学校内外の安全保持に努める。

・学校警察連絡協議会から情報提供された不審者情報を、区長会や民生委員等の関係
団体、保護者や地域住民に情報提供した。
・各校において、交通安全教室や不審者侵入防止訓練等を実施した。
・各校で通学路点検や地域フォーラム等を実施し、学校内外の安全保持について情報
交換を行った。

Ａ

・子どもSOS事業推進研修会を年１回開催する。 ・新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点から中止。 B*

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・継続実施

・継続実施

・子どもSOS事業推進研修会１回/年

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ３－４ 生活環境の整備

当初計画

事業概要

・学校・地域・関係団体と協力して交通安全・防犯教育を進めます。
・交通事故・犯罪の未然防止を図るため、学校・地域・関係団体と協力して子どもの見守り活動を進めます。
・交通安全・防犯対策の情報を広報や町ホームページ等により学校・地域・関係団体に情報を提供します。

・子どもを犯罪等の被害から守るため、関係機関・団体との情報交換を充実し、町ホームページや電子メール等により保護者、地域、関係団体に情報提供し
ます。
・子どもが交通事故や犯罪の被害に遭わないようにするための講習を実施します。
・学校、保護者、地域が連携して、登下校を含めた学校内外の安全保持に努めます。

・PTA主催により、登下校途中の児童・生徒が緊急時に立ち寄ることができる「子どもSOS」家庭を引き続き募集、防犯ボランティア活動を支援します。

基本目標 3 子育て家庭にとって安全で安心なまちづくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 58

事業名 交通安全、防犯対策
町民課・学校教育課
生涯学習課
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評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

・面接等による保健指導。

・つどいの広場の開催（めばえ・すくすく）12日/週
・つどいの広場「保健師等の育児相談」12回/年
・つどいの広場「子ども発達相談員の育児相談」12回/年

令和５年度
（予定）

・面接等による保健指導。

・つどいの広場の開催（めばえ・すくすく）12日/週
・つどいの広場「保健師等の育児相談」12回/年
・つどいの広場「子ども発達相談員の育児相談」12回/年

令和４年度
（予定）

・面接等による保健指導。

・つどいの広場の開催（めばえ・すくすく）12日/週
・つどいの広場「保健師等の育児相談」12回/年
・つどいの広場「子ども発達相談員の育児相談」12回/年

令和３年度
（予定）

・面接等による保健指導。

・つどいの広場の開催（めばえ・すくすく）12日/週
・つどいの広場「保健師の育児相談」12回/年
・つどいの広場「子ども発達相談員の育児相談」12回/年

令和２年度
（実績）

・面接等による保健指導。
・妊婦　153件、産婦156件
・未熟児　15件、乳児53件 A

・つどいの広場の開催（めばえ・すくすく）12日/週
・つどいの広場「保健師の育児相談」12回/年
・つどいの広場「子ども発達相談員の育児相談」12回/年

・つどいの広場（めばえ・すくすく）12日/週
　（めばえ167回　3,481人、すくすく167回　2,336人）
・つどいの広場「保健師の育児相談」13回/年
　（めばえ６回　12人、すくすく７回　12人）
・つどいの広場「子ども発達相談員の育児相談」13回/年
　（めばえ７回　５人、すくすく６回　２人）

A

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・継続実施

・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ４－１ 子育て相談体制の充実

当初計画

事業概要

・対象年齢ごとの乳幼児健康診査や健康相談以外にも、保健師・管理栄養士が随時電話や訪問、面接などにより保
健指導を行います。

・子育て情報などの問い合わせなどをインターネット等で気軽に行えるような体制づくりを進めます。また、つど
いの広場でも子育てアドバイザーのほか、保健師や子ども発達相談員による育児相談を行います。

基本目標 4 地域が支える子育て環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 59

事業名 気軽に相談できる環境の整備
スポーツ健康課
子育て支援課
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評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

・面接などによる保健指導。

・子ども発達相談.

令和５年度
（予定）

・面接などによる保健指導。

・子ども発達相談.

令和４年度
（予定）

・面接などによる保健指導。

・子ども発達相談.

令和３年度
（予定）

・面接などによる保健指導。

・子ども発達相談.

令和２年度
（実績）

・面接などによる保健指導。
・妊婦　153件、産婦156件
・未熟児　15件、乳児53件 A

・子ども発達相談. ・子ども発達相談　62件/年 A

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・継続実施

・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ４－１ 子育て相談体制の充実

当初計画

事業概要

・発達の節目に乳幼児健診を実施し、病気の早期発見、発育発達の確認を行うほか、保健師・管理栄養士が随時電
話や面接などにより保健指導を行います。

・子育て支援総合センターに専門の相談員を常駐させることにより、子育て中で生じる様々な問題などに対して適
切な対応を行います。

基本目標 4 地域が支える子育て環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 60

事業名 子どもの病気や発育の相談体制
スポーツ健康課
子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・町内保育所・幼稚園等において、研修等で得た専門的な知識
と豊富な経験を持つ職員等を中心に、子育て家庭からの子ども
のしつけ等についての相談体制、支援体制づくりを進める。
・幼児版ライセンスの取得に向けた取り組みを進める。

令和５年度
（予定）

・町内保育所・幼稚園等において、研修等で得た専門的な知識
と豊富な経験を持つ職員等を中心に、子育て家庭からの子ども
のしつけ等についての相談体制、支援体制づくりを進める。
・幼児版ライセンスの取得に向けた取り組みを進め、ライセン
ス取得者をコーディネーターとして配置していく。

令和６年度
（予定）

・町内保育所・幼稚園等において、研修等で得た専門的な知識
と豊富な経験を持つ職員等を中心に、子育て家庭からの子ども
のしつけ等についての相談体制、支援体制づくりを進める。
・幼児版ライセンスの取得に向けた取り組みを進め、ライセン
ス取得者をコーディネーターとして配置していく。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・町内保育所・幼稚園等において、研修等で得た専門的な知識
と豊富な経験を持つ職員等を中心に、子育て家庭からの子ども
のしつけ等についての相談体制、支援体制づくりを進める。

・研修講座等受講者の各園配置状況
　大磯幼稚園　３人
　たかとり幼稚園　２人
　国府保育園　１人
・認定講座等については新型コロナウイルス感染
症感染拡大防止のため中止した。

Ｂ

令和３年度
（予定）

・町内保育所・幼稚園等において、研修等で得た専門的な知識
と豊富な経験を持つ職員等を中心に、子育て家庭からの子ども
のしつけ等についての相談体制、支援体制づくりを進める。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・各園１人ずつ配置（コーディネーター）

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ４－１ 子育て相談体制の充実

当初計画

事業概要
・気軽に相談できる環境を整えるために、町内の保育所、幼稚園において、研修等で得た専門的な知識と豊富な経
験を持つ職員等をコーディネーターとして配置し、子育て家庭を支援する体制づくりを進めます。

基本目標 4 地域が支える子育て環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 61

事業名 各園等における育児相談 子育て支援課
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評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

・新生児・未熟児訪問の実施。
・産後ケア事業（ｱｳﾄﾘｰﾁ型）の実施。

・「こんにちは赤ちゃん事業」として、民生委員・児童委員や主任児童委員が第２子以降の方を訪問し、育
児の不安などを聞き、必要に応じて保健師等が訪問指導。
・２歳児のいる家庭を民生委員児童委員や主任児童委員が訪問（２歳児全戸訪問事業「にこにこ子育て応援
団」）することで、育児の不安や悩みをお聞きし必要に応じて関係機関と連携し、地域社会とつながり、子
育て支援に関する情報提供等を行う。

令和５年度
（予定）

・新生児・未熟児訪問の実施。
・産後ケア事業（ｱｳﾄﾘｰﾁ型）の実施。

・「こんにちは赤ちゃん事業」として、民生委員・児童委員や主任児童委員が第２子以降の方を訪問し、育
児の不安などを聞き、必要に応じて保健師等が訪問指導。
・２歳児のいる家庭を民生委員児童委員や主任児童委員が訪問（２歳児全戸訪問事業「にこにこ子育て応援
団」）することで、育児の不安や悩みをお聞きし必要に応じて関係機関と連携し、地域社会とつながり、子
育て支援に関する情報提供等を行う。

令和４年度
（予定）

・新生児・未熟児訪問の実施。
・産後ケア事業（ｱｳﾄﾘｰﾁ型）の実施。

・「こんにちは赤ちゃん事業」として、民生委員・児童委員や主任児童委員が第２子以降の方を訪問し、育
児の不安などを聞き、必要に応じて保健師等が訪問指導。
・２歳児のいる家庭を民生委員児童委員や主任児童委員が訪問（２歳児全戸訪問事業「にこにこ子育て応援
団」）することで、育児の不安や悩みをお聞きし必要に応じて関係機関と連携し、地域社会とつながり、子
育て支援に関する情報提供等を行う。

令和３年度
（予定）

・新生児・未熟児訪問の実施。
・産後ケア事業（ｱｳﾄﾘｰﾁ型）の実施。

・「こんにちは赤ちゃん事業」として、民生委員・児童委員や主任児童委員が第２子以降の方を訪問し、育
児の不安などを聞き、必要に応じて保健師等が訪問指導。
・２歳児のいる家庭を民生委員児童委員や主任児童委員が訪問（２歳児全戸訪問事業「にこにこ子育て応援
団」）することで、育児の不安や悩みをお聞きし必要に応じて関係機関と連携し、地域社会とつながり、子
育て支援に関する情報提供等を行う。

令和２年度
（実績）

・新生児・未熟児訪問の実施。
・産後ケア事業（ｱｳﾄﾘｰﾁ型）の実施。

・訪問　全数訪問（67件）
・産後ケア（ｱｳﾄﾘｰﾁ型）訪問率100％（６家庭、26
回）

A

・「こんにちは赤ちゃん事業」として、民生委員・児童委員や主任児童委員が第２子以降の方を訪問し、育
児の不安などを聞き、必要に応じて保健師等が訪問指導。
・２歳児のいる家庭を民生委員児童委員や主任児童委員が訪問（２歳児全戸訪問事業「にこにこ子育て応援
団」）することで、育児の不安や悩みをお聞きし必要に応じて関係機関と連携し、地域社会とつながり、子
育て支援に関する情報提供等を行う。

・こんにちは赤ちゃん事業　訪問率87.2％
・２歳児全戸訪問事業　訪問率91.4％ Ｂ

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・新生児（未熟児）訪問　対象児の全数把握、全数訪問
・産後ケア事業（ｱｳﾄﾘｰﾁ型）対象家庭への訪問率100％

・こんにちは赤ちゃん事業（乳児全戸訪問事業）訪問率100％
・２歳児全戸訪問事業「にこにこ子育て応援団」訪問率100％

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ４－１ 子育て相談体制の充実

当初計画

事業概要

・初産婦や未熟児の家庭には助産師等が訪問し、乳児の発育・発達状況、母親の健康管理や育児について保健指導を行いま
す。また、家庭等の支援が受けられず育児不安や育児疲れなどがある産婦には助産師による母体ケアや児のケア、授乳や育児
方法などの相談を行います（産後ケア事業）。

・「こんにちは赤ちゃん事業」として、民生委員・児童委員や主任児童委員が第２子以降の方を訪問し、育児の不安などを聞
き、必要に応じて保健師等が訪問指導します。
・２歳児のいる家庭を民生委員児童委員や主任児童委員が訪問（２歳児全戸訪問事業「にこにこ子育て応援団」）すること
で、育児の不安や悩みをお聞きし必要に応じて関係機関と連携し、地域社会とつながり、子育て支援に関する情報提供等を
行っていきます。

基本目標 4 地域が支える子育て環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 62

事業名 妊婦、乳幼児訪問
スポーツ健康課
子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・心理的・情緒的問題を抱えて学校に登校できない児童・生徒及びそ
の保護者に対する支援や指導を行うため「教育支援室」を運営する。
・「大磯町いじめ防止基本方針」に基づき、学校や教育研究所で、い
じめに係る相談を実施。

令和５年度
（予定）

・心理的・情緒的問題を抱えて学校に登校できない児童・生徒及びそ
の保護者に対する支援や指導を行うため「教育支援室」を運営する。
・「大磯町いじめ防止基本方針」に基づき、学校や教育研究所で、い
じめに係る相談を実施。

令和６年度
（予定）

・心理的・情緒的問題を抱えて学校に登校できない児童・生徒及びそ
の保護者に対する支援や指導を行うため「教育支援室」を運営する。
・「大磯町いじめ防止基本方針」に基づき、学校や教育研究所で、い
じめに係る相談を実施。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・心理的・情緒的問題を抱えて学校に登校できない児童・生徒及びそ
の保護者に対する支援や指導を行うため「教育支援室」を運営する。
・「大磯町いじめ防止基本方針」に基づき、学校や教育研究所で、い
じめに係る相談を実施。

・心理的・情緒的問題を抱えて学校に登校できない児
童・生徒及びその保護者に対する支援や指導を行うため
「教育支援室」を運営し、子ども達が再び学校に登校で
きるよう支援した。
・「大磯町いじめ防止基本方針」に基づき、学校ではア
ンケートや面談、教育研究所では、教育相談と関連して
いじめに係る相談を実施した。

A

令和３年度
（予定）

・心理的・情緒的問題を抱えて学校に登校できない児童・生徒及びそ
の保護者に対する支援や指導を行うため「教育支援室」を運営する。
・「大磯町いじめ防止基本方針」に基づき、学校や教育研究所で、い
じめに係る相談を実施。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ４－１ 子育て相談体制の充実

当初計画

事業概要
・心理的・情緒的問題を抱えて学校に登校できない児童・生徒及びその保護者に対する支援や指導を行うため「教
育支援室」を運営します。
・「大磯町いじめ防止基本方針」に基づき、学校や教育研究所で、いじめに係る相談を実施します。

基本目標 4 地域が支える子育て環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 63

事業名 不登校やいじめの相談 学校教育課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・利用者数　15,000人/年

令和５年度
（予定）

・利用者数　15,000人/年

令和６年度
（予定）

・利用者数　15,000人/年

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・利用者数　15,000人/年
・利用者数　5,817人/年
（めばえ：3,481人/年、すくすく：2,336人/年） B

令和３年度
（予定）

・利用者数　15,000人/年

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・利用者数15,000人/年

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ４－２ 子育て支援の充実

当初計画

事業概要
・乳幼児を子育て中の親子が気軽に集まって子育てに関する情報を交換したり、悩みを分かち合ったりすることが
できる「つどいの広場」を設置します。また、子育てアドバイザー等による育児相談を行います。

基本目標 4 地域が支える子育て環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 64

事業名 つどいの広場事業 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・町立幼稚園及び国府保育園、私立保育所等における園庭開放
を実施。
・町立幼稚園及び私立幼稚園・認定こども園において、体験入
園、遊び場開放を実施。

令和５年度
（予定）

・町立幼稚園及び国府保育園、私立保育所等における園庭開放
を実施。
・町立幼稚園及び私立幼稚園・認定こども園において、体験入
園、遊び場開放を実施。

令和６年度
（予定）

・町立幼稚園及び国府保育園、私立保育所等における園庭開放
を実施。
・町立幼稚園及び私立幼稚園・認定こども園において、体験入
園、遊び場開放を実施。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・町立幼稚園及び国府保育園、私立保育所等における園庭開放
を実施。
・町立幼稚園及び私立幼稚園・認定こども園において、体験入
園、遊び場開放を実施。

○園庭（遊び場）開放
　町立３園（大磯幼稚園・たかとり幼稚園・国府保育
園）、幼保連携型認定こども園あおばと・サンキッズ国
府、私立こいそ幼稚園、認可保育所サンキッズ大磯にお
いて、園で曜日と時間を定め実施体制を整えたが、新型
コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点から部分的な
実施に留まった。
○体験入園
　町立幼稚園２園及びあおばとでは月１回、こいそ幼稚
園・サンキッズ国府では随時実施できるよう実施体制を
整えたが、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観
点から部分的な実施に留まった。

Ａ

令和３年度
（予定）

・町立幼稚園及び国府保育園、私立保育所等における園庭開放
を実施。
・町立幼稚園及び私立幼稚園・認定こども園において、体験入
園、遊び場開放を実施。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・体験入園月１回実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ４－２ 子育て支援の充実

当初計画

事業概要
・保育所や幼稚園の施設機能や保育士及び幼稚園教諭の人材を活用し、地域の親子を対象とした遊び場の提供や育
児相談などの取り組みを推進します。

基本目標 4 地域が支える子育て環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 65

事業名 保育所開放保育、幼稚園施設開放 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・私立保育所及び新設の幼保連携型認定こども園において、一
時預かり事業を実施。
・延長保育を私立保育所・認定こども園・小規模保育施設にお
いて実施。
・公立幼稚園、私立幼稚園、幼保連携型認定こども園におい
て、預かり保育を実施。
・病後児保育を幼保連携型認定こども園において実施。

令和５年度
（予定）

・私立保育所及び新設の幼保連携型認定こども園において、一
時預かり事業を実施。
・延長保育を私立保育所・認定こども園・小規模保育施設にお
いて実施。
・公立幼稚園、私立幼稚園、幼保連携型認定こども園におい
て、預かり保育を実施。
・病後児保育を幼保連携型認定こども園において実施。

令和６年度
（予定）

・私立保育所及び新設の幼保連携型認定こども園において、一
時預かり事業を実施。
・延長保育を私立保育所・認定こども園・小規模保育施設にお
いて実施。
・公立幼稚園、私立幼稚園、幼保連携型認定こども園におい
て、預かり保育を実施。
・病後児保育を幼保連携型認定こども園において実施。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・私立保育所及び新設の幼保連携型認定こども園において、一
時預かり事業を実施。
・延長保育を私立保育所・認定こども園・小規模保育施設にお
いて実施。
・公立幼稚園、私立幼稚園、幼保連携型認定こども園におい
て、預かり保育を実施。
・病後児保育を幼保連携型認定こども園において実施。

・一時保育事業
　サンキッズ大磯　　　　年間延べ1,082人が利用
　サンキッズ国府　　　　年間延べ775人が利用
・延長保育事業
　サンキッズ大磯　　　　年間延べ4,715人が利用
　認定こども園あおばと　年間延べ121人が利用
　サンキッズ国府　　　　年間延べ1,169人が利用
　もあなこびとのこや　　年間延べ31人が利用
・預かり保育を町立幼稚園２園において、休業中を除く週３回、私
立こいそ幼稚園及び認定こども園において週5回実施した。
　町立幼稚園２園　　　　年間延べ1,723人が利用
　こいそ幼稚園　　　　　年間延べ2,360人が利用
　認定こども園あおばと　年間延べ851人が利用
　サンキッズ国府　　　　年間延べ349人が利用
・病後児保育
　認定こども園あおばと　年間延べ65人が利用

Ａ

令和３年度
（予定）

・私立保育所及び新設の幼保連携型認定こども園において、一
時預かり事業を実施。
・延長保育を私立保育所・認定こども園・小規模保育施設にお
いて実施。
・公立幼稚園、私立幼稚園、幼保連携型認定こども園におい
て、預かり保育を実施。
・病後児保育を幼保連携型認定こども園において実施。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ４－２ 子育て支援の充実

当初計画

事業概要
・保護者の就労、通院、研修など、あるいは、病気や出産で入院する等、家庭での未就学児の保育が一時的に困難となった
場合に、私立保育所等において一時的に保育を行います。
・地域の実態や保護者の希望に応じて、時間の後に預かり保育を実施します。

基本目標 4 地域が支える子育て環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 66

事業名 一時預かりの促進 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

開設については、利用者のニーズ等を含め、総合的に判断していく。

令和４年度
（予定）

・子育て短期支援事業の実施に向けた環境整備を検討。

令和５年度
（予定）

・子育て短期支援事業の実施に向けた環境整備を検討。

令和６年度
（予定）

・子育て短期支援事業の実施に向けた環境整備を検討。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・子育て短期支援事業の実施に向けた環境整備を検討。 ・検討継続 C

令和３年度
（予定）

・子育て短期支援事業の実施に向けた環境整備を検討。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・検討継続

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ４－２ 子育て支援の充実

当初計画

事業概要
・保護者が病気になった場合などに一時的に児童を短期間（７日間程度）預かる「ショートステイ」の施設を調整
していきます。

基本目標 4 地域が支える子育て環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 67

事業名 子育て短期支援事業の充実 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・「こんにちは赤ちゃん事業」として、第２子以降の子どもが
生まれた家庭を訪問。
・「にこにこ子育て応援団」として、２歳児の子どもがいる家
庭を訪問。
・園児、児童、生徒の登下校時の街頭見守り。
・身近な地域のつなぎ役として、活動の周知を図る。

令和５年度
（予定）

・「こんにちは赤ちゃん事業」として、第２子以降の子どもが
生まれた家庭を訪問。
・「にこにこ子育て応援団」として、２歳児の子どもがいる家
庭を訪問。
・園児、児童、生徒の登下校時の街頭見守り。
・身近な地域のつなぎ役として、活動の周知を図る。

令和６年度
（予定）

・「こんにちは赤ちゃん事業」として、第２子以降の子どもが
生まれた家庭を訪問。
・「にこにこ子育て応援団」として、２歳児の子どもがいる家
庭を訪問。
・園児、児童、生徒の登下校時の街頭見守り。
・身近な地域のつなぎ役として、活動の周知を図る。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・「こんにちは赤ちゃん事業」として、第２子以降の子どもが
生まれた家庭を訪問。
・「にこにこ子育て応援団」として、２歳児の子どもがいる家
庭を訪問。
・園児、児童、生徒の登下校時の街頭見守り。

・新型コロナウィルス感染拡大防止の点から「こんにちは赤
ちゃん事業」「にこにこ子育て応援団」における児童委員の訪
問は町職員が行い、乳幼児の見守りは継続して実施した。
・児童、生徒に対する見守りは登下校時のみならず、地区に
よってはバス停留所での学童見守りも実施した。

B

令和３年度
（予定）

・「こんにちは赤ちゃん事業」として、第２子以降の子どもが
生まれた家庭を訪問。
・「にこにこ子育て応援団」として、２歳児の子どもがいる家
庭を訪問。
・園児、児童、生徒の登下校時の街頭見守り。
・身近な地域のつなぎ役として、活動の周知を図る。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ４－２ 子育て支援の充実

当初計画

事業概要

・子育ての不安を抱える保護者に民生委員・児童委員の役割を周知し、「地域の身近な相談相手」として日常生活の困ったこ
となどの相談支援を行います。
・「こんにちは赤ちゃん事業」として、児童委員が第２子以降の方を訪問し、育児の不安などを聞き、必要に応じて保健師等
が訪問指導します。そのフォローとして、2歳児全戸訪問事業「にこにこ子育て応援団」により、子育て中の親子を見守りま
す。

基本目標 4 地域が支える子育て環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 68

事業名 主任児童委員、民生委員・児童委員の活動 福祉課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・町ホームページでの子育て関連の情報発信　24件以上/年
・メール配信サービスでの子育て関連の情報発信　36件以上/年

令和５年度
（予定）

・町ホームページでの子育て関連の情報発信　24件以上/年
・メール配信サービスでの子育て関連の情報発信　36件以上/年

令和６年度
（予定）

・町ホームページでの子育て関連の情報発信　24件以上/年
・メール配信サービスでの子育て関連の情報発信　36件以上/年

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・町ホームページでの子育て関連の情報発信　24件以上/年
・メール配信サービスでの子育て関連の情報発信　36件以上/年

・町ホームページでの子育て関連の情報発信　17件/年
・メール配信サービスでの子育て関連の情報発信　7件/年 B

令和３年度
（予定）

・町ホームページでの子育て関連の情報発信　24件以上/年
・メール配信サービスでの子育て関連の情報発信　36件以上/年

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ４－３ 子育て情報の発信

当初計画

事業概要
・各種子育て支援サービスについての町ホームページの充実を図ります。
・大磯町行政情報メール配信サービスを利用し、子育て関連の情報発信を行います。

基本目標 4 地域が支える子育て環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 69

事業名 ネット等による情報発信 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・「子育てガイドブック」の刷新。

令和５年度
（予定）

・「子育てガイドブック」記載内容の見直し。

令和６年度
（予定）

・「子育てガイドブック」の刷新。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・「子育てガイドブック」の刷新。
・子育てガイドブック3,000部発行。
（配布場所:本庁舎、子育て支援総合センター、国
府支所、幼稚園、保育園、図書館等）

Ａ

令和３年度
（予定）

・「子育てガイドブック」記載内容の見直し。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ４－３ 子育て情報の発信

当初計画

事業概要
・「子育てガイドブック」記載内容のさらなる充実を目指し、子育て中の母親だけでなく、父親や祖父母世代が子
育て支援サービスを利用しやすくなるように努めます。

基本目標 4 地域が支える子育て環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 70

事業名 子育て情報誌（ガイドブック）の発行 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・乳幼児を保育する保護者の社会参加の促進を手助けすること
で、孤立しない子育て環境づくりに取り組む。子育て中の親を
対象とした事業を実施した場合に、乳幼児の見守り保育等を行
う子育て支援ボランティアを奨励するとともに、活動の担い手
の育成を推進する。

令和５年度
（予定）

・乳幼児を保育する保護者の社会参加の促進を手助けすること
で、孤立しない子育て環境づくりに取り組む。子育て中の親を
対象とした事業を実施した場合に、乳幼児の見守り保育等を行
う子育て支援ボランティアを奨励するとともに、活動の担い手
の育成を推進する。

令和６年度
（予定）

・乳幼児を保育する保護者の社会参加の促進を手助けすること
で、孤立しない子育て環境づくりに取り組む。子育て中の親を
対象とした事業を実施した場合に、乳幼児の見守り保育等を行
う子育て支援ボランティアを奨励するとともに、活動の担い手
の育成を推進する。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・乳幼児を保育する保護者の社会参加の促進を手助けすること
で、孤立しない子育て環境づくりに取り組む。子育て中の親を
対象とした事業を実施した場合に、乳幼児の見守り保育等を行
う子育て支援ボランティアを奨励するとともに、活動の担い手
の育成を推進する。

・年間依頼数　　6回
　保育ボランティア活動人数　延べ9人
　子どもの預かり児童数　　　延べ8人

Ｂ

令和３年度
（予定）

・乳幼児を保育する保護者の社会参加の促進を手助けすること
で、孤立しない子育て環境づくりに取り組む。子育て中の親を
対象とした事業を実施した場合に、乳幼児の見守り保育等を行
う子育て支援ボランティアを奨励するとともに、活動の担い手
の育成を推進する。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ４－４ 子育て世代の社会参加への支援

当初計画

事業概要
・乳幼児を保育する保護者の社会参加の促進を支援することで、孤立しない子育て環境づくりに取り組みます。子
育て中の親を対象とした事業を実施した場合に乳幼児の見守り保育等を行う子育て支援のボランティアを奨励する
とともに、活動の担い手の育成を推進します。

基本目標 4 地域が支える子育て環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 71

事業名 保育ボランティアの活動支援 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・子どもを預けたい人と預かる人で会員組織を構成し、会員相
互による育児援助活動を行うファミリー・サポート・センター
の充実に努める。

令和５年度
（予定）

・子どもを預けたい人と預かる人で会員組織を構成し、会員相
互による育児援助活動を行うファミリー・サポート・センター
の充実に努める。

令和６年度
（予定）

・子どもを預けたい人と預かる人で会員組織を構成し、会員相
互による育児援助活動を行うファミリー・サポート・センター
の充実に努める。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・子どもを預けたい人と預かる人で会員組織を構成し、会員相
互による育児援助活動を行うファミリー・サポート・センター
の充実に努める。

・活動回数　415回
・活動時間　 2176時間
・援助会員数　25人
・依頼会員数　125人
・両方会員　　   2人

Ｂ

令和３年度
（予定）

・子どもを預けたい人と預かる人で会員組織を構成し、会員相
互による育児援助活動を行うファミリー・サポート・センター
の充実に努める。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・会員数の拡充

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ４－４ 子育て世代の社会参加への支援

当初計画

事業概要
・子どもを預けたい人と預かる人で会員組織を構成し、会員相互による育児援助活動を行うファミリー・サポー
ト・センターの充実に努めます。

基本目標 4 地域が支える子育て環境づくり

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 72

事業名 ファミリー・サポート・センター事業の促進 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・認定こども園運営法人の公募及び選定。
・認定こども園運営法人による建築設計。

令和５年度
（予定）

・認定こども園運営法人による建築工事。
・公立保育所のあり方についての検討。

令和６年度
（予定）

・大磯幼稚園の閉園
・認定こども園の運営開始。
・公立保育所のあり方についての検討。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・小規模保育事業所の移転による定員拡充
・既存の保育施設の定員拡充
・公立幼稚園のあり方についての検討。
・預かり保育事業の充実の検討。

・小規模保育事業所もあなこびとのこやの移転に対し補助金を
交付し、定員を８名から12名に拡充した。
・幼保連携型認定こども園サンキッズ国府の２歳児の定員拡充
について事業者と協議を行い、定員を12名から15名に拡充し
た。
・令和６年度の開園を目指して町立幼稚園１園を幼保連携型認
定こども園へ移行する計画について検討を行い、対象施設を大
磯幼稚園とすること、手法を民営化による公私連携幼保連携型
認定こども園への移行とすることとし、事業の方向性を具体化
した。
・公立幼稚園の預かり保育を拡充し、長期休業期間中も実施し
た。

Ａ

令和３年度
（予定）

・認定こども園運営法人の公募及び選定の準備。
・預かり保育事業の充実。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・待機児童数０人

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ５－１ 多様な保育サービスの提供

当初計画

事業概要
・既存の保育施設の定員の拡充等を図ります。
・幼稚園等における預かり保育の充実を進めて、短期間就労の保護者に対する子育て支援も図ります。

基本目標 5 子育てと仕事の両立支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 73

事業名 待機児童解消（保育所・認定こども園・小規模保育事業所等の充実） 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・児童保育委託料、施設型給付費、地域型保育給付費の支出。

令和５年度
（予定）

・児童保育委託料、施設型給付費、地域型保育給付費の支出。

令和６年度
（予定）

・児童保育委託料、施設型給付費、地域型保育給付費の支出。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・児童保育委託料、施設型給付費、地域型保育給付費の支出。

・保育を必要とする児童のうち、私立保育所及び管外の公立保
育所に児童の保育を委託する際に「児童保育委託料」(23園、
延べ1,867人)、小規模保育施設に対し「地域型保育給付費」
(２園、延べ120人)を支出した。
・子ども子育て支援新制度に移行した私立幼稚園（１号認定）
及び認定こども園（１・２・３号）に在籍する児童の保育を委
託する際に「施設型給付費」(10園、延べ3,341人)を支出し
た。

Ａ

令和３年度
（予定）

・児童保育委託料、施設型給付費、地域型保育給付費の支出。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ５－１ 多様な保育サービスの提供

当初計画

事業概要
・国が定める基準により算定した公定価格に基づき、幼稚園、保育所、認定こども園に対する「施設型給付」及び
小規模保育等に対する「地域型保育給付」として、財政支援を行います。

基本目標 5 子育てと仕事の両立支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 74

事業名 保育所・認定こども園・小規模保育等の事業実施の支援 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・幼保連携型認定こども園において、一時預かり事業、延長保
育、預かり保育、病後児保育を実施。

令和５年度
（予定）

・幼保連携型認定こども園において、一時預かり事業、延長保
育、預かり保育、病後児保育を実施。

令和６年度
（予定）

・幼保連携型認定こども園において、一時預かり事業、延長保
育、預かり保育、病後児保育を実施。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・幼保連携型認定こども園において、一時預かり事業、延長保
育、預かり保育、病後児保育を実施。

・一時保育事業
　サンキッズ国府　　　　年間延べ775人が利用
・延長保育事業
　認定こども園あおばと　年間延べ121人が利用
　サンキッズ国府　　　　年間延べ1,169人が利用
・預かり保育
　認定こども園あおばと　年間延べ851人が利用
　サンキッズ国府　　　　年間延べ349人が利用
・病後児保育
　認定こども園あおばと　年間延べ65人が利用

A

令和３年度
（予定）

・幼保連携型認定こども園において、一時預かり事業、延長保
育、預かり保育、病後児保育を実施。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ５－１ 多様な保育サービスの提供

当初計画

事業概要 ・病後児保育・一時保育など、子育て支援サービスの充実を図ります。

基本目標 5 子育てと仕事の両立支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 75

事業名 認定こども園の活用 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・子育てコンシェルジュ３か所配置

令和５年度
（予定）

・子育てコンシェルジュ３か所配置

令和６年度
（予定）

・子育てコンシェルジュ３か所配置

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・子育てコンシェルジュ３か所配置 ・子育てコンシェルジュ３か所配置 A

令和３年度
（予定）

・子育てコンシェルジュ３か所配置

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・子育てコンシェルジュ３か所配置

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ５－１ 多様な保育サービスの提供

当初計画

事業概要

・育児・介護休業法改正に基づき、最長２歳まで取得できるようになった育児休業を安心して満了し、円滑な保育
の利用を確保するよう努めます。
・保育施設等の情報提供や保護者の相談に対応する子育てコンシェルジュを配置し、円滑な保育の利用につなげて
いきます。

基本目標 5 子育てと仕事の両立支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 76

事業名 育休、産休明け保育の充実 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・延長保育、一時保育、休日保育の実施。

令和５年度
（予定）

・延長保育、一時保育、休日保育の実施。

令和６年度
（予定）

・延長保育、一時保育、休日保育の実施。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・延長保育、一時保育、休日保育の実施。

○延長保育
　国府保育園　　　　　　　　年間延べ1,581人が利用
　サンキッズ大磯　　　　　　年間延べ4,715人が利用
　もあなこびとのこや　　　　年間延べ　　31人が利用
　認定こども園あおばと　　　年間延べ　 121人が利用
　サンキッズ国府　　　　       年間延べ1,169人が利用
○一時保育事業
　サンキッズ大磯        　　　　年間延べ1,082人が利用
　　　　　       　（うち休日保育　年間延べ70人が利用）
　サンキッズ国府　　　        　年間延べ   775人が利用

Ａ

令和３年度
（予定）

・延長保育、一時保育、休日保育の実施。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ５－１ 多様な保育サービスの提供

当初計画

事業概要

・保護者の就労形態の多様化に対応するため、公立及び私立保育所、私立認定こども園、私立小規模保育事業所に
おいて延長保育を行うとともに、私立保育所及び私立認定こども園での一時保育、休日における保育ニーズに応え
るため、私立保育所の休日保育事業を推進します。
・夜間保育事業については、保育ニーズを考慮した中で、検討します。

基本目標 5 子育てと仕事の両立支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 77

事業名 延長、一時、休日、夜間保育 子育て支援課

84 
 



未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・病後児保育事業を継続。

令和５年度
（予定）

・病後児保育事業を継続。

令和６年度
（予定）

・病後児保育事業を継続。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・病後児保育事業を継続。

・引き続き、認定こども園あおばとにおいて、大
磯町及び二宮町両町の児童に対する病後児保育事
業を実施。
・登録児童数47名(大磯町:35名、二宮町:12名)
・利用児童数20名(大磯町:11名、二宮町:９名)

Ｂ

令和３年度
（予定）

・病後児保育事業を継続。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・利用児童数年間80人以上（延べ人数）

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ５－１ 多様な保育サービスの提供

当初計画

事業概要
・小学校就学前児童が病気の回復期において集団保育等が困難な期間に一時的に預かる病後児保育の活用を図って
いきます。

基本目標 5 子育てと仕事の両立支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 78

事業名 病児、病後児保育 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・保育士就労支援事業交付金制度の継続実施。
・その他の保育士の確保方策の検討。

令和５年度
（予定）

・保育士就労支援事業交付金制度の継続実施。
・保育士就労に係る社会状況を踏まえ、保育士就労支援事業交
付金制度の次年度以降の継続実施の必要性について検討。
・その他の保育士の確保方策の検討。

令和６年度
（予定）

・保育士の確保方策の検討。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・保育士就労支援事業交付金制度の導入の検討。
・保育士就労支援事業交付金制度の導入を検討
し、令和３年度の実施に向けた制度設計を行っ
た。

B

令和３年度
（予定）

・保育士就労支援事業交付金制度の実施。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ５－１ 多様な保育サービスの提供

当初計画

事業概要
・保育需要の増加に伴い、保育体制を支える保育士の確保に向け、国・県と連携し、体制づくりを進めていきま
す。

基本目標 5 子育てと仕事の両立支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 79

事業名 保育士の確保 子育て支援課

86 
 



未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・子育てコンシェルジュ３か所配置
・コーディネーター８人配置

令和５年度
（予定）

・子育てコンシェルジュ３か所配置
・コーディネーター８人配置

令和６年度
（予定）

・子育てコンシェルジュ３か所配置
・コーディネーター８人配置

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・子育てコンシェルジュ３か所配置
・コーディネーター８人配置

・子育てコンシェルジュ３か所配置
・各園に勤務している子育て関係者を対象に、子
育て支援分野に関する研修を実施した。

Ａ

令和３年度
（予定）

・子育てコンシェルジュ３か所配置
・コーディネーター８人配置

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値
・子育てコンシェルジュ３か所配置
・コーディネーター８人配置

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ５－１ 多様な保育サービスの提供

当初計画

事業概要

・幼稚園・保育所等や地域の子育て支援事業等の利用について情報集約と提供を行うとともに、子どもや保護者か
らのそれらの利用にあたっての相談に応じ、必要な情報提供、助言をし、関係機関との連絡調整を行う子育てコン
シェルジュを配置します。また、各幼稚園・保育所等に勤務している子育て関係者を対象に、講座などを開催し、
コーディネーターを養成し、配置していきます。

基本目標 5 子育てと仕事の両立支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 80

事業名 利用者への支援（子育てコンシェルジュ等） 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・労働などにより昼間保護者が家庭にいない小学校の児童に対
し、放課後や学校休業時の長期休暇中などに、保護者に代わっ
て保育を実施。(小学校６年生までの保育を実施）
・子どもの情緒面や安全性を配慮し、おおむね40人のグループ
に有資格者を含めて2名以上の職員を配置する。

令和５年度
（予定）

・労働などにより昼間保護者が家庭にいない小学校の児童に対
し、放課後や学校休業時の長期休暇中などに、保護者に代わっ
て保育を実施。(小学校６年生までの保育を実施）
・子どもの情緒面や安全性を配慮し、おおむね40人のグループ
に有資格者を含めて2名以上の職員を配置する。

令和６年度
（予定）

・労働などにより昼間保護者が家庭にいない小学校の児童に対
し、放課後や学校休業時の長期休暇中などに、保護者に代わっ
て保育を実施。(小学校６年生までの保育を実施）
・子どもの情緒面や安全性を配慮し、おおむね40人のグループ
に有資格者を含めて2名以上の職員を配置する。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・労働などにより昼間保護者が家庭にいない小学校の児童に対
し、放課後や学校休業時の長期休暇中などに、保護者に代わっ
て保育を実施。(小学校６年生までの保育を実施）
・子どもの情緒面や安全性を配慮し、おおむね40人のグループ
に有資格者を含めて2名以上の職員を配置する。

・大磯学童クラブ　145人
・国府学童クラブ　105人
1つのグループに有資格者を含めて２名以上の職員
を配置できた。

A

令和３年度
（予定）

・労働などにより昼間保護者が家庭にいない小学校の児童に対
し、放課後や学校休業時の長期休暇中などに、保護者に代わっ
て保育を実施。(小学校６年生までの保育を実施）
・子どもの情緒面や安全性を配慮し、おおむね40人のグループ
に有資格者を含めて2名以上の職員を配置する。
・利用児童の増加傾向にあるため子どもの情緒面や安全性に十
分な配慮が行き届く体制を目指していく。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ５－２ 放課後児童対策の充実

当初計画

事業概要

・保護者が就労などの理由により昼間家庭にいない小学生に対し、学校の授業終了後等に適切な生活の場を提供
し、児童の健全な育成を図ります。
・子どもの情緒面や安全性を配慮し、おおむね40人のグループに有資格者を含めて２名以上の職員を配置しま
す。

基本目標 5 子育てと仕事の両立支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 81

事業名 学童保育の充実 子育て支援課
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評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（実績）

男女共同参画講演会・講座の実施

全ての教育活動において、男女がその個性と能力を発揮できるような教育を推
進する。

・男女共同参画の視点で社会教育を推進する。

令和５年度
（実績）

男女共同参画講演会・講座の実施

全ての教育活動において、男女がその個性と能力を発揮できるような教育を推
進する。

・男女共同参画の視点で社会教育を推進する。

令和４年度
（実績）

・男女共同参画講演会・講座の実施

全ての教育活動において、男女がその個性と能力を発揮できるような教育を推
進する。

・男女共同参画の視点で社会教育を推進する。

令和３年度
（実績）

・『大磯町男女共同参画推進プラン』の見直し及び新プランの策定
・男女共同参画講演会・講座の実施

・全ての教育活動において、男女がその個性と能力を発揮できるような教育を
推進する。

・男女共同参画の視点で社会教育を推進する。

令和２年度
（実績）

・『大磯町男女共同参画推進プラン』の見直し
・男女共同参画講演会・講座の実施

・『第２次大磯町男女共同参画推進プラン』の運用。
・『第３次大磯町男女共同参画推進プラン』の策定。
・男女共同参画講演会を1回開催。(参加人数:14名)

A

・継続実施
・全ての教育活動において、固定的な性別役割分担意識にとら
われず、男女がその個性と能力を発揮できるような教育を推進
した。

A

 ・男女共同参画の視点で社会教育を推進する。
・ファミリー教室において、男女が対等な家族の構成員として互いに協
力する家庭教育を推進を行う予定であったが、R2年度はファミリー教室
を中止した。

B*

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・『大磯町男女共同参画推進プラン』の見直しおよび新プランの策定
・男女共同参画講演会・講座を年１回以上実施

・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ５－３ 仕事と生活の調和の実現

当初計画

事業概要

・『大磯町男女共同参画推進プラン』に基づき、男女共同参画を啓発します。

・全ての教育活動において、固定的な性別役割分担意識にとらわれず、男女がその個性と能力を発揮できるような
教育を推進します。

基本目標 5 子育てと仕事の両立支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 82

事業名 男女共同参画の講演会、講座
町民課・学校教育課
生涯学習課
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評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

・マタニティスクール（沐浴実習）の実施

・イクメン講座を年3回開催する。

・ファミリー教室を年３回開催する。

令和５年度
（予定）

・マタニティスクール（沐浴実習）の実施

・イクメン講座を年3回開催する。

・ファミリー教室を年３回開催する。

令和４年度
（予定）

・マタニティスクール（沐浴実習）の実施

・イクメン講座を年3回開催する。

・ファミリー教室を年３回開催する。

令和３年度
（予定）

・マタニティスクール（沐浴実習）の実施

・イクメン講座を年3回開催する。

・ファミリー教室を年３回開催する。

令和２年度
（実績）

・マタニティスクール（沐浴実習）の実施 ・教室３回・個別２回　計５回/年 Ａ

・イクメン講座を年3回開催する。 ・イクメン講座　２回 B

・ファミリー教室を年３回開催する。
・新型コロナウィルス感染症拡大防止のため予定していた講座を中止と
した。 B*

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・マタニティスクール（沐浴実習）　５回/年

・イクメン講座　３回/年

・ファミリー教室３回/年

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ５－３ 仕事と生活の調和の実現

当初計画

事業概要 ・父親が子育てについて積極的に参加できるような意識啓発を、教室や講座、研修会などを通じ実施します。

基本目標 5 子育てと仕事の両立支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 83

事業名 男女が共に子育てに参加する環境づくりの推進
スポーツ健康課・子育て支援課
生涯学習課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

商工会と連携し、対象となる社員等を持つ事業所等に対する普
及啓発を行う。

令和５年度
（予定）

商工会と連携し、対象となる社員等を持つ事業所等に対する普
及啓発を行う。

令和６年度
（予定）

商工会と連携し、対象となる社員等を持つ事業所等に対する普
及啓発を行う。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

商工会と連携し、対象となる社員等を持つ事業所等に対する普
及啓発を行う。

・町内68事業所にパンフレット等を配布し、対象
となる社員等を持つ事業所等に対する普及啓発を
行った。

Ｂ

令和３年度
（予定）

商工会と連携し、対象となる社員等を持つ事業所等に対する普
及啓発を行う。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・パンフレット配布　70事業所

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ５－３ 仕事と生活の調和の実現

当初計画

事業概要 町広報等への掲載や商工会と連携し、町内事業所に、従業員が育児休業を取得できるよう働きかけます。

基本目標 5 子育てと仕事の両立支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 84

事業名 事業所への啓発 産業観光課
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評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

継続実施

子ども発達支援会議を開催

・継続実施

令和５年度
（予定）

継続実施

子ども発達支援会議を開催

・継続実施

令和４年度
（予定）

継続実施

子ども発達支援会議を開催

・継続実施

令和３年度
（予定）

継続実施

子ども発達支援会議を開催

・継続実施

令和２年度
（実績）

継続実施
・乳幼児健診時   相談38件
・健診フォロー教室　18回、144人、相談13件 A

子ども発達支援会議を開催 ・年２回 Ｂ

・県立総合療育相談センター主催の巡回リハビリテーションによりセンターの医師、理学療法士等が出張
し、障がい児の機能回復・相談にあたる。
・障がいまたは療育が必要な児を養育している保護者の相談に乗り、ニーズに合わせた障がい福祉サービス
を紹介し利用に繋げる。

・巡回リハビリテーション利用者　15名
・短期入所支給決定者　7名
・児童発達支援利用者　24名
・放課後等デイサービス利用者　48名

A

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・継続実施

・子ども発達支援会議３回以上/年

・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ６－１ 配慮が必要な子どもへの支援

当初計画

事業概要

・乳幼児健診時に子ども発達相談員による子ども発達支援相談を併設し、子どものことば、生活習慣、社会性、親子関係などの相談に対応します。健診フォ
ロー教室を開催し、遊びを通して子どもの発達を促し、より良い親子関係が築けるように支援を行います。

・発達障がい等を含む、特別な支援を必要とする幼児に対して、関係機関と連携した総合的な支援体制整備を図ります。
・発達の遅れなどが懸念される児童に対して相談記録シート（はぐくみサポートファイル）を活用し、ネットワークの強化に努めます。

・県立総合療育相談センター主催の巡回リハビリテーションによりセンターの医師、理学療法士等が出張し、障がい児の機能回復・相談にあたります。
・学齢期の障がい児に対して、放課後や長期休暇中において生活能力向上のための訓練を行う「放課後等デイサービス」の支給決定をします。
・未就学の障がい児に対して、日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の向上、集団生活への適応訓練など行う「児童発達支援」の支給決定をしま
す。

基本目標 6 心配りが必要な子どもたちへの支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 85

事業名 （発達）障がいのある子どもへの支援
スポーツ健康課・子育て支援課
福祉課
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評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

子ども発達支援会議を開催

・発達障がい等を含む、特別な支援を必要とする幼児・児童・生徒に対して、関係機関等
と連携した総合的な支援体制整備を図る。
・臨床心理士等が、町内各幼稚園・保育所・小・中学校を巡回し、特別な支援が必要と思
われる子どもの特性理解・対処方法などを助言し、発達促進を支援する。
・心理的・情緒的な問題を抱えて学校に登校できない児童・生徒及びその保護者に対する
援助や指導を行うため「教育支援室」を運営する。

令和５年度
（予定）

子ども発達支援会議を開催

・発達障がい等を含む、特別な支援を必要とする幼児・児童・生徒に対して、関係機関等
と連携した総合的な支援体制整備を図る。
・臨床心理士等が、町内各幼稚園・保育所・小・中学校を巡回し、特別な支援が必要と思
われる子どもの特性理解・対処方法などを助言し、発達促進を支援する。
・心理的・情緒的な問題を抱えて学校に登校できない児童・生徒及びその保護者に対する
援助や指導を行うため「教育支援室」を運営する。

令和４年度
（予定）

子ども発達支援会議を開催

・発達障がい等を含む、特別な支援を必要とする幼児・児童・生徒に対して、関係機関等
と連携した総合的な支援体制整備を図る。
・臨床心理士等が、町内各幼稚園・保育所・小・中学校を巡回し、特別な支援が必要と思
われる子どもの特性理解・対処方法などを助言し、発達促進を支援する。
・心理的・情緒的な問題を抱えて学校に登校できない児童・生徒及びその保護者に対する
援助や指導を行うため「教育支援室」を運営する。

令和３年度
（予定）

子ども発達支援会議を開催

・発達障がい等を含む、特別な支援を必要とする幼児・児童・生徒に対して、関係機関等
と連携した総合的な支援体制整備を図る。
・臨床心理士等が、町内各幼稚園・保育所・小・中学校を巡回し、特別な支援が必要と思
われる子どもの特性理解・対処方法などを助言し、発達促進を支援する。
・心理的・情緒的な問題を抱えて学校に登校できない児童・生徒及びその保護者に対する
援助や指導を行うため「教育支援室」を運営する。

令和２年度
（実績）

子ども発達支援会議を開催 ・年２回 Ｂ

・発達障がい等を含む、特別な支援を必要とする幼児・児童・生徒に対して、関係機関等
と連携した総合的な支援体制整備を図る。
・臨床心理士等が、町内各幼稚園・保育所・小・中学校を巡回し、特別な支援が必要と思
われる子どもの特性理解・対処方法などを助言し、発達促進を支援する。
・心理的・情緒的な問題を抱えて学校に登校できない児童・生徒及びその保護者に対する
援助や指導を行うため「教育支援室」を運営する。

・教育相談担当者連絡会を開催し、発達障がい等を含む、特別な支援を
必要とする児童・生徒に対して、関係機関等と連携した総合的な支援体
制の整備を図った。
・教育研究所のスクールアドバイザー（臨床心理士）が小・中学校を巡
回し、また、各校の要請に応じて特別な支援が必要と思われる子どもの
特性理解・対処方法などを助言し、発達促進を支援。
・心理的・情緒的な問題を抱えて学校に登校できない児童・生徒及びそ
の保護者に対する援助や指導を行うため「教育支援室」を運営し、子ど
も達が再び学校に登校できるよう支援。

A

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値
・子ども発達支援会議３回以上/年

・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ６－１ 配慮が必要な子どもへの支援

当初計画

事業概要

・発達障がい等を含む、特別な支援を必要とする幼児・児童・生徒に対して、関係機関等と連携した総合的な支援体制整備を
図ります。
・臨床心理士等が、町内各幼稚園・保育所・小・中学校を巡回し、特別な支援が必要と思われる子どもの特性理解・対処方法
などを助言し、発達促進を支援します。

・心理的・情緒的な問題を抱えて学校に登校できない児童・生徒及びその保護者に対する援助や指導を行うため「教育支援
室」を運営します。

基本目標 6 心配りが必要な子どもたちへの支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 86

事業名 園や学校における人材配置や相談体制
子育て支援課
学校教育課
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・心理的・情緒的な問題をもって学校に登校できない児童・生徒及びその保護者に対する援
助や指導を行うため「教育支援室」を運営。
・教育研究所に配置した臨床心理士により、教育相談を実施。

・心理的・情緒的な問題をもって学校に登校できない児童・生徒及びその保護者に対する援
助や指導を行うため「教育支援室」を運営。
・教育研究所に配置した臨床心理士により、教育相談を実施。

評価Ｃの場合
未着手等の理由と今後の対

応等

令和６年度
（予定）

・専門の相談員（臨床心理士、言語聴覚士等）の配置

継続実施

・療育を希望する親の相談に乗り、放課後等デイサービスや障がい福祉サービス事業所の利
用に繋げる。
・県立総合療育相談センター主催の巡回リハビリテーションによりセンターの医師、理学療
法士等が出張し、障がい児の機能回復・相談にあたる。

・心理的・情緒的な問題をもって学校に登校できない児童・生徒及びその保護者に対する援助や
指導を行うため「教育支援室」を運営し、子ども達が再び学校に登校できるよう支援。
・教育研究所に配置した臨床心理士による教育相談実施。

A

令和５年度
（予定）

・専門の相談員（臨床心理士、言語聴覚士等）の配置

継続実施

令和４年度
（予定）

・専門の相談員（臨床心理士、言語聴覚士等）の配置

継続実施

・療育を希望する親の相談に乗り、放課後等デイサービスや障がい福祉サービス事業所の利
用に繋げる。
・県立総合療育相談センター主催の巡回リハビリテーションによりセンターの医師、理学療
法士等が出張し、障がい児の機能回復・相談にあたる。

・療育を希望する親の相談に乗り、放課後等デイサービスや障がい福祉サービス事業所の利
用に繋げる。
・県立総合療育相談センター主催の巡回リハビリテーションによりセンターの医師、理学療
法士等が出張し、障がい児の機能回復・相談にあたる。

・心理的・情緒的な問題をもって学校に登校できない児童・生徒及びその保護者に対する援
助や指導を行うため「教育支援室」を運営。
・教育研究所に配置した臨床心理士により、教育相談を実施。

令和３年度
（予定）

・専門の相談員（臨床心理士、言語聴覚士等）の配置

継続実施

令和２年度
（実績）

・専門の相談員（臨床心理士、言語聴覚士）の配置 ・相談件数：539件/年 A

継続実施
・乳幼児健診時   相談38件
・健診フォロー教室　18回、144人、相談13件 A

・療育を希望する親の相談に乗り、放課後等デイサービスや障がい福祉サービス事業所の利
用に繋げる。
・県立総合療育相談センター主催の巡回リハビリテーションによりセンターの医師、理学療
法士等が出張し、障がい児の機能回復・相談にあたる。

・巡回リハビリテーション利用者　15名
・児童発達支援利用者　24名
・放課後等デイサービス利用者　48名

A

・療育を希望する親の相談に乗り、放課後等デイサービスや障がい福祉サービス事業所の利
用に繋げる。
・県立総合療育相談センター主催の巡回リハビリテーションによりセンターの医師、理学療
法士等が出張し、障がい児の機能回復・相談にあたる。

・心理的・情緒的な問題をもって学校に登校できない児童・生徒及びその保護者に対する援
助や指導を行うため「教育支援室」を運営。
・教育研究所に配置した臨床心理士により、教育相談を実施。

・心理的・情緒的な問題をもって学校に登校できない児童・生徒及びその保護者に対する援
助や指導を行うため「教育支援室」を運営。
・教育研究所に配置した臨床心理士により、教育相談を実施。

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・相談件数100件/年

・継続実施

・継続実施

・継続実施

区分 新規 継続 拡充 完了（事業終了） 

当初計画

事業概要

・子育て支援総合センターに専門の相談員を配置させることにより、子育て中で生じるさまざまな問題などに対して適切な対応を行います。
・発達の遅れなどが懸念される児童に対して相談記録シート（はぐくみサポートファイル）を作成し、ネットワークの強化に努めます。

・乳幼児について、随時保健師による健康相談・育児相談を行います。１歳６か月児健康診査、２歳児歯科健康診査、３歳児健康診査時に子ども発達相談員による子ども発達相談を併
設し、子どものことば、生活習慣、社会性、親子関係などの相談に対応します。健診フォロー教室を開催し、遊びを通して子どもの発達を促し、より良い親子関係が築けるように支援
します。

・障がい児に関する全般的な生活相談を実施します。その他、児童相談所等と連携するとともに、委託相談支援事業所と障がい児の相談支援事業を実施します。
・県立総合療育相談センター主催の巡回リハビリテーションによりセンターの医師、理学療法士等が出張し、障がい児の機能回復・相談にあたります。

・心理的・情緒的な問題をもって学校に登校できない児童・生徒及びその保護者に対する援助や指導を行うため「教育支援室」を運営します。
・教育研究所に配置した臨床心理士により、教育相談を実施します。

その他

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 87

事業名 専門職による相談機能の充実 子育て支援課・スポーツ健康課
福祉課・学校教育課

基本目標 6 心配りが必要な子どもたちへの支援
施策の方向 ６－１ 配慮が必要な子どもへの支援

94 
 



未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

要対協会議　７回/年
研修会　1回/年

令和５年度
（予定）

要対協会議　７回/年
研修会　1回/年

令和６年度
（予定）

要対協会議　７回/年
研修会　1回/年

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

要対協会議　８回/年
研修会　1回/年

要対協会議　4回/年
研修会　新型コロナウイルス感染症感染拡大防止
のため中止

Ｂ

令和３年度
（予定）

要対協会議　７回/年
研修会　1回/年

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値
・要対協会議（代表者会議ほか）８回/年
・研修会１回/年

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ６－２ 児童虐待防止体制の充実

当初計画

事業概要

・「要保護児童対策地域協議会」を活用し、家庭及び地域社会において子どもが健やかに成長し、発達できるよ
う、育児不安を抱えた家庭の子育てを支援するとともに、児童虐待に対応ができるネットワーク体制の充実を図り
ます。
・「大磯町児童虐待相談・通告対応マニュアル」に基づき、速やかな対応を行う体制を強化します。

基本目標 6 心配りが必要な子どもたちへの支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 88

事業名 ネットワークの強化 子育て支援課

95 
 



ス
ポ
ー

ツ

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

子
育
て

評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

継続実施とともに、委託事業として訪問回数等を確保する。

こんにちは赤ちゃん事業  訪問率100％

令和５年度
（予定）

継続実施とともに、委託事業として訪問回数等を確保する。

こんにちは赤ちゃん事業  訪問率100％

令和４年度
（予定）

継続実施とともに、委託事業として訪問回数等を確保する。

こんにちは赤ちゃん事業  訪問率100％

令和３年度
（予定）

継続実施とともに、委託事業として訪問回数等を確保する。

こんにちは赤ちゃん事業  訪問率100％

令和２年度
（実績）

継続実施
・新生児・未熟児訪問　全数訪問（67件）
・養育支援訪問　４回 A

こんにちは赤ちゃん事業  訪問率100％ 訪問率  87.2％ B

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・継続実施

・こんにちは赤ちゃん事業（乳児全戸訪問事業）訪問率100％

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ６－２ 児童虐待防止体制の充実

当初計画

事業概要

・妊娠届出時から出生後まで、虐待のリスクがある事例については、産科医療機関と母子保健担当が連携して支援します。初めて出産した方を助産師や保健
師が訪問し、保健指導を行うとともに、心配りが必要な母子については産科、小児科、精神科等に精通する看護職の配置のある事業所に委託している養育支
援訪問事業等により支援します。

・「こんにちは赤ちゃん事業」として、民生委員・児童委員や主任児童委員が第２子以降の方を訪問し、育児の不安などを聞き、必要に応じて保健師等が訪
問指導します。
・「大磯町児童虐待相談・通告対応マニュアル」に基づき、相談・通告を受け付け、速やかな対応を行う業務体制を強化します。

基本目標 6 心配りが必要な子どもたちへの支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 89

事業名 早期把握や支援（乳幼児訪問・養育支援訪問）
スポーツ健康課
子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・子どもを預けたい人と預かる人で会員組織を構成し、会員相
互による育児援助活動を行うファミリー・サポート・センター
の充実に努めます。

令和５年度
（予定）

・子どもを預けたい人と預かる人で会員組織を構成し、会員相
互による育児援助活動を行うファミリー・サポート・センター
の充実に努めます。

令和６年度
（予定）

・子どもを預けたい人と預かる人で会員組織を構成し、会員相
互による育児援助活動を行うファミリー・サポート・センター
の充実に努めます。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・子どもを預けたい人と預かる人で会員組織を構成し、会員相
互による育児援助活動を行うファミリー・サポート・センター
の充実に努めます。

活動回数　　 415回
活動時間　　 2176時間
援助会員数　　25人
依頼会員数　　125人
両方会員　　　  2人

Ｂ

令和３年度
（予定）

・子どもを預けたい人と預かる人で会員組織を構成し、会員相
互による育児援助活動を行うファミリー・サポート・センター
の充実に努めます。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値
・利用件数200件/年
・会員数200人

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ６－２ 児童虐待防止体制の充実

当初計画

事業概要
・ファミリー・サポート・センターの周知に努めるとともに、援助会員の研修を充実させ、心配りが必要な子ども
への安全な対応ができるように努めます。

基本目標 6 心配りが必要な子どもたちへの支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 90

事業名 家事や育児への援助 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・こんにちは赤ちゃん事業・２歳児全戸訪問事業　訪問率
100％
・妊婦や乳幼児の保護者を対象とした子育て講座やイクメン講
座の開催　10回以上/年

令和５年度
（予定）

・こんにちは赤ちゃん事業・２歳児全戸訪問事業　訪問率
100％
・妊婦や乳幼児の保護者を対象とした子育て講座やイクメン講
座の開催　10回以上/年

令和６年度
（予定）

・こんにちは赤ちゃん事業・２歳児全戸訪問事業　訪問率
100％
・妊婦や乳幼児の保護者を対象とした子育て講座やイクメン講
座の開催　10回以上/年

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・こんにちは赤ちゃん事業・２歳児全戸訪問事業　訪問率
100％
・妊婦や乳幼児の保護者を対象とした子育て講座やイクメン講
座の開催　10回以上/年

・こんにちは赤ちゃん事業　訪問率87.2％
・２歳児全戸訪問事業　訪問率91.4％
・子育て講座「ベビーマッサージ」4回(2コース)/年　8人
・健康に関する講座　2回/年　7人
・イクメン講座　２回/年　4人

Ｂ

令和３年度
（予定）

・こんにちは赤ちゃん事業・２歳児全戸訪問事業　訪問率
100％
・妊婦や乳幼児の保護者を対象とした子育て講座やイクメン講
座の開催　10回以上/年

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値
・こんにちは赤ちゃん事業（乳児全戸訪問事業）訪問率100％
・２歳児全戸訪問事業「にこにこ子育て応援団」訪問率100％

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ６－２ 児童虐待防止体制の充実

当初計画

事業概要
・「こんにちは赤ちゃん事業」として、民生委員・児童委員や主任児童委員が第２子以降の方を訪問し、育児の不
安などを聞き、必要に応じて保健師等が訪問指導します。そのフォローとして、２歳児全戸訪問事業「にこにこ子
育て応援団」を実施します。

基本目標 6 心配りが必要な子どもたちへの支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 91

事業名 地域の見守りの充実 子育て支援課
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未着手等の理由と今
後の対応等

令和４年度
（予定）

・子どものしつけ等についての講義、講座の開催
・児童虐待防止の啓発としてオレンジリボンキャンペーンを実
施する。

令和５年度
（予定）

・子どものしつけ等についての講義、講座の開催
・児童虐待防止の啓発としてオレンジリボンキャンペーンを実
施する。

令和６年度
（予定）

・子どものしつけ等についての講義、講座の開催
・児童虐待防止の啓発としてオレンジリボンキャンペーンを実
施する。

評価Ｃの場合

令和２年度
（実績）

・子どものしつけ等についての講義、講座の開催
・児童虐待防止の啓発としてオレンジリボンキャンペーンを実
施する。

・お母さんのためのﾍﾟｱﾚﾝﾄ・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ　８回/年
20人
・児童虐待防止月間（11月）にオレンジリボンの
配布した。

Ａ

令和３年度
（予定）

・子どものしつけ等についての講義、講座の開催
・児童虐待防止の啓発としてオレンジリボンキャンペーンを実
施する。

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値 ・子どものしつけ等についての講義、講座の開催

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ６－２ 児童虐待防止体制の充実

当初計画

事業概要

・子どものしつけ等についての講義、講座を開催します。親が「どのように子どもとコミュニケーションをとって
いくか」という具体的な対応方法を身につけることにより、親が楽しく子育てに取り組むことを支援し、児童虐待
の防止を図ります。
・11 月の児童虐待防止月間やオレンジリボンキャンペーンでは、チラシやオレンジリボンを配布し、広く町民に
周知を図っていきます。

基本目標 6 心配りが必要な子どもたちへの支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 92

事業名 児童虐待防止の予防 子育て支援課
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評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

・心理的・情緒的な問題をもって学校に登校できない児童・生徒及びその保護者が抱える
悩みなどの軽減を図り、援助や指導を行うため「教育支援室」を運営する。
・スクールカウンセラーや心の教室相談員による校内教育相談体制の整備し、教育研究所
に配置した臨床心理士することで子どもが抱えている心の悩み・不安・ストレスなどの軽
減及び解決に向けた教育相談を実施する。

・専門の相談員（臨床心理士等）が対応する。

令和５年度
（予定）

・心理的・情緒的な問題をもって学校に登校できない児童・生徒及びその保護者が抱える
悩みなどの軽減を図り、援助や指導を行うため「教育支援室」を運営する。
・スクールカウンセラーや心の教室相談員による校内教育相談体制の整備し、教育研究所
に配置した臨床心理士することで子どもが抱えている心の悩み・不安・ストレスなどの軽
減及び解決に向けた教育相談を実施する。

・専門の相談員（臨床心理士等）が対応する。

令和４年度
（予定）

・心理的・情緒的な問題をもって学校に登校できない児童・生徒及びその保護者が抱える
悩みなどの軽減を図り、援助や指導を行うため「教育支援室」を運営する。
・スクールカウンセラーや心の教室相談員による校内教育相談体制の整備し、教育研究所
に配置した臨床心理士することで子どもが抱えている心の悩み・不安・ストレスなどの軽
減及び解決に向けた教育相談を実施する。

・専門の相談員（臨床心理士等）が対応する。

令和３年度
（予定）

・心理的・情緒的な問題をもって学校に登校できない児童・生徒及びその保護者が抱える
悩みなどの軽減を図り、援助や指導を行うため「教育支援室」を運営する。
・スクールカウンセラーや心の教室相談員による校内教育相談体制の整備し、教育研究所
に配置した臨床心理士することで子どもが抱えている心の悩み・不安・ストレスなどの軽
減及び解決に向けた教育相談を実施する。

・専門の相談員（臨床心理士等）が対応する。

令和２年度
（実績）

・心理的・情緒的な問題をもって学校に登校できない児童・生徒及びその保護者が抱える
悩みなどの軽減を図り、援助や指導を行うため「教育支援室」を運営する。
・スクールカウンセラーや心の教室相談員による校内教育相談体制の整備し、教育研究所
に配置した臨床心理士することで子どもが抱えている心の悩み・不安・ストレスなどの軽
減及び解決に向けた教育相談を実施する。

・不登校児童、生徒及びその保護者が抱える悩みなどの軽減を図るため
「教育支援室」を運営し、子ども達が再び学校に登校できるよう支援し
た。
・教育研究所に配置した臨床心理士のほか、各中学校区に県から派遣さ
れたスクールカウンセラーを１名、各中学校に心の教室相談員を２名ず
つ配置し、校内教育相談体制の整備を図った。

A

・専門の相談員（臨床心理士等）が対応する。 ・相談件数：2件 A

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値

・継続実施

・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ６－３ いじめや不登校への対応

当初計画

事業概要

・心理的・情緒的な問題をもって学校に登校できない児童・生徒及びその保護者に対する援助や指導を行うため「教育支援
室」を運営します。
・教育研究所に配置した臨床心理士により、教育相談を実施します。

・支援が必要な子どもに対して、専門の職員によるカウンセリングに努めます。

基本目標 6 心配りが必要な子どもたちへの支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 93

事業名 相談者、スクールカウンセラーの配置
学校教育課
子育て支援課

100 
 



学
校

子
育
て

学
校
子
育
て

学
校

子

育

て

学
校

子

育

て

学
校

子

育

て

学
校

子

育

て

学
校

子

育

て

評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

・子どもが抱えている心の悩み・不安・ストレスなどの軽減及び解決を図るため、スクー
ルカウンセラーや心の教室相談員による相談の充実や校内教育相談体制の整備を図る。
・「大磯町いじめ防止基本方針」に基づき、いじめの防止等の取組を町全体で円滑に進め
ていくことを目指し、すべての子どもの健全育成及びいじめのない子ども社会の実現を目
指す。
・不登校児童、生徒及びその保護者が抱える悩みなどの軽減を図るため「適応指導教室」
を運営する。

・専門の相談員（臨床心理士等）が対応する。

令和５年度
（予定）

・子どもが抱えている心の悩み・不安・ストレスなどの軽減及び解決を図るため、スクー
ルカウンセラーや心の教室相談員による相談の充実や校内教育相談体制の整備を図る。
・「大磯町いじめ防止基本方針」に基づき、いじめの防止等の取組を町全体で円滑に進め
ていくことを目指し、すべての子どもの健全育成及びいじめのない子ども社会の実現を目
指す。
・不登校児童、生徒及びその保護者が抱える悩みなどの軽減を図るため「適応指導教室」
を運営する。

・専門の相談員（臨床心理士等）が対応する。

令和４年度
（予定）

・子どもが抱えている心の悩み・不安・ストレスなどの軽減及び解決を図るため、スクー
ルカウンセラーや心の教室相談員による相談の充実や校内教育相談体制の整備を図る。
・「大磯町いじめ防止基本方針」に基づき、いじめの防止等の取組を町全体で円滑に進め
ていくことを目指し、すべての子どもの健全育成及びいじめのない子ども社会の実現を目
指す。
・不登校児童、生徒及びその保護者が抱える悩みなどの軽減を図るため「適応指導教室」
を運営する。

・専門の相談員（臨床心理士等）が対応する。

令和３年度
（予定）

・子どもが抱えている心の悩み・不安・ストレスなどの軽減及び解決を図るため、スクー
ルカウンセラーや心の教室相談員による相談の充実や校内教育相談体制の整備を図る。
・「大磯町いじめ防止基本方針」に基づき、いじめの防止等の取組を町全体で円滑に進め
ていくことを目指し、すべての子どもの健全育成及びいじめのない子ども社会の実現を目
指す。
・不登校児童、生徒及びその保護者が抱える悩みなどの軽減を図るため「適応指導教室」
を運営する。

・専門の相談員（臨床心理士等）が対応する。

令和２年度
（実績）

・子どもが抱えている心の悩み・不安・ストレスなどの軽減及び解決を図るため、スクー
ルカウンセラーや心の教室相談員による相談の充実や校内教育相談体制の整備を図る。
・「大磯町いじめ防止基本方針」に基づき、いじめの防止等の取組を町全体で円滑に進め
ていくことを目指し、すべての子どもの健全育成及びいじめのない子ども社会の実現を目
指す。
・不登校児童、生徒及びその保護者が抱える悩みなどの軽減を図るため「教育支援室」を
運営する。

・各中学校区に県から派遣されたスクールカウンセラーを１名、各中学
校に心の教室相談員を２名ずつ配置し、校内教育相談体制の整備を図っ
た。
・「大磯町いじめ防止基本方針」に基づき、区長会や民生委員児童委員
協議会、学校警察連絡協議会等、町内の様々な会議の場でいじめ防止に
関わる連携協力や手立てについて周知した。
・不登校児童、生徒及びその保護者が抱える悩みなどの軽減を図るため
「教育支援室」を運営し、子ども達が再び学校に登校できるよう支援し
た。

A

・専門の相談員（臨床心理士等）が対応する。 ・相談件数：２件 A

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値
・継続実施

・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ６－３ いじめや不登校への対応

当初計画

事業概要

・子どもが抱えている心の悩み・不安・ストレスなどの軽減及び解決を図るため、スクールカウンセラーや心の教室相談員による相談の充実や校内教育相談
体制の整備を図ります。
・「大磯町いじめ防止基本方針」に基づき、いじめの防止等の取組を町全体で円滑に進めていくことを目指し、すべての子どもの健全育成及びいじめのない
子ども社会の実現を目指します。
・不登校児童、生徒及びその保護者が抱える悩みなどの軽減を図るため「教育支援室」を運営します。

・支援が必要な子どもに対して、専門の職員による個別相談を実施します。

基本目標 6 心配りが必要な子どもたちへの支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 94

事業名 保護者、児童の相談体制
学校教育課
子育て支援課
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評価Ｃの場合

未着手等の理由と今
後の対応等

令和６年度
（予定）

・スクールソーシャルワーカーによる訪問相談の充実を目指す。
・家庭的・福祉的な問題に組織的な対応するため、ケース会議を開催する。

・専門の相談員（臨床心理士等）などが対応する。

令和５年度
（予定）

・スクールソーシャルワーカーによる訪問相談の充実を目指す。
・家庭的・福祉的な問題に組織的な対応するため、ケース会議を開催する。

・専門の相談員（臨床心理士等）などが対応する。

令和４年度
（予定）

・スクールソーシャルワーカーによる訪問相談の充実を目指す。
・家庭的・福祉的な問題に組織的な対応するため、ケース会議を開催する。

・専門の相談員（臨床心理士等）などが対応する。

令和３年度
（予定）

・スクールソーシャルワーカーによる訪問相談の充実を目指す。
・家庭的・福祉的な問題に組織的な対応するため、ケース会議を開催する。

・専門の相談員（臨床心理士等）などが対応する。

令和２年度
（実績）

・スクールソーシャルワーカーによる訪問相談の充実を目指す。
・家庭的・福祉的な問題に組織的な対応するため、ケース会議を開催する。

・スクールソーシャルワーカによる訪問相談、電話相談等を実施した。
・子育て支援センター、児童相談所、教育支援室等と連携し、ケース会
議を開催した。 A

・専門の相談員（臨床心理士等）などが対応する。 ・相談件数：２件 A

進捗状況 評価基準：Ａ（事業達成または継続実施）、Ｂ（概ね成果あり）、Ｃ（未着手または検討段階）

年度 年度別事業目標 実績 評価

目標値
・継続実施

・継続実施

区分 新規 継続 拡充
完了

（事業終了）
その他

施策の方向 ６－4 配慮が必要な子どもへの支援

当初計画

事業概要
子どもが抱えている悩み・不安などの軽減及び解決を図るため、相談員による相談の充実や校内教育相談体制の整備を図りま
す。

基本目標 6 心配りが必要な子どもたちへの支援

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　進捗管理シート 95

事業名 スクールソーシャルワーカー等と福祉の連携
子育て支援課
学校教育課

102 
 



１号認定について（当初計画）

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

 437人  353人  345人  365人  367人  340人

 118人  56人  20人  2人  28人

１号認定について

447 429 424  345人  365人  367人  340人

491  401人  385人  369人  368人

 67人  56人  20人  2人  28人②－①

５．自己点検・自己評価

　１号認定のニーズに対しては、幼稚園等において確保できる見込みである。

①実績・見込

②確保方策

 368人

②－①

１号認定
H30年度

実績
Ｒ１年度

実績
Ｒ２年度

実績
Ｒ３年度

見込
Ｒ４年度

見込
Ｒ５年度

見込
Ｒ６年度

見込

小計  471人  401人  385人  369人

 133人
認定こども園

（幼保連携型：私立）
 61人  61人  61人  61人

認定こども園
（幼保連携型：公立）

 0人  0人  0人  0人

 244人  228人  155人

幼稚園
（施設型給付：私立）

 80人  80人  80人  80人  80人

１号認定
H30年度

実績

実施時期

①量の見込み

②
確
保
方
策

幼稚園
（施設型給付：公立）

 330人  260人

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　量の見込みと確保方策（幼児期の教育・保育）の進捗シート 

１．事業名 施設型給付の充実-1号認定子ども

２．事業概要 　幼稚園、認定こども園において、教育認定区分の子どもの保育を行う事業

３．確保方策

　第１期計画期間中において、公立幼稚園の統廃合を実施するとともに、幼保連携型認定こども園を２
園新設することで、保護者の就労状況の変化にも対応しやすい施設を整備してきました。
　しかし、増加傾向にある保育ニーズに注視し、既存施設の活用を図った上で、さらに公立幼稚園のあ
り方を検討していく必要があると考えており、１園を認定こども園へ移行する計画（定員の段階的見直
し含む）となっています。
　■令和６年度　幼保連携型認定こども園　１園移行
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２号認定について（当初計画）

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

 204人  223人  226人  230人  234人  261人

 4人  6人  2人 - 2人  33人

２号認定について

202人 250人  264人  226人  230人  234人  261人

 227人  232人  232人  232人  294人

- 37人  6人  2人 - 2人  33人②－①

５．自己点検・自己評価

　2号認定の保育需要については、供給不足が見込まれることから、保護者の勤労状況等による多様なニーズへの対応を踏まえ、各年度
の確保方策を達成できるよう、提供体制の確保を目指す。

R4年度
見込

R5年度
見込

R6年度
見込

①実績・見込

②確保方策

②－①

２号認定
（保育ニーズ）

（幼児期の学校教育の利用希望が多い）

H30年度
実績

R1年度
実績

R2年度
実績

R3年度
見込

小計  227人  232人  232人  232人  294人

 5人

幼稚園
（施設型給付：私立）

 10人  10人  10人  10人  10人

幼稚園
（施設型給付：公立）

 10人  15人  15人  15人

 147人
認定こども園

（幼保連携型：私立）
 75人  75人  75人  75人

認定こども園
（幼保連携型：公立）

 0人  0人  0人

 62人  62人  62人

認可保育所
（私立）

 70人  70人  70人  70人  70人

２号認定
（保育ニーズ）

（幼児期の学校教育の利用希望が多い）

H30年度
実績

実施時期

①量の見込み

②
確
保
方
策

認可保育所
（公立）

 62人  62人

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　量の見込みと確保方策（幼児期の教育・保育）の進捗シート 

１．事業名 施設型給付の充実―２号認定こども

２．事業概要 　保育の必要性がある、満３歳以上の子どもを保育所、認定こども園等において保育する事業

３．確保方策

　第１期計画期間中において、公立幼稚園の統廃合を実施するとともに、幼保連携型認定こども園を２
園新設することで、保護者の就労状況の変化にも対応しやすい施設を整備してきました。
　しかし、増加傾向にある保育ニーズに注視し、既存施設の活用を図った上で、さらに公立幼稚園のあ
り方を検討していく必要があると考えており、１園を認定こども園へ移行する計画（定員の段階的見直
し含む）となっています。
　■令和６年度　幼保連携型認定こども園　１園移行
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３号認定について（当初計画）

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

０歳  17人  23人  22人  22人  21人  21人

１～２歳  126人  126人  126人  122人  119人  117人

小計  143人  149人  148人  144人  140人  138人

０歳  5人  5人  5人  5人  5人

１～２歳  23人  23人  23人  23人  23人

０歳  12人  12人  12人  12人  12人

１～２歳  38人  38人  38人  38人

公立  0人  0人  0人  0人

私立  11人  11人  11人  11人

公立  0人  0人  0人  0人

私立  39人  42人  42人  42人

０歳  2人  2人  2人  2人  3人

１～２歳  6人  10人  10人  10人  12人

０歳  30人  30人  30人  30人  37人

１～２歳  106人  113人  75人  113人  142人

 136人  143人  105人  143人  179人

０歳  7人  8人  8人  9人  16人

１～２歳 - 20人 - 13人 - 47人 - 6人  25人

３号認定について

０歳 34人 25人  20人  22人  22人  21人  21人

１～２歳 131人 151人  174人  126人  122人  119人  117人

小計 165人 176人  194人  148人  144人  140人  138人

０歳  30人  30人  30人  30人  37人

１～２歳  106人  113人  75人  113人  142人

小計  136人  143人  105人  143人  179人

０歳  10人  8人  8人  9人  16人

１～２歳 - 68人 - 13人 - 47人 - 6人  25人

　3号認定の保育需要については、供給不足が見込まれることから、保護者の勤労状況等による多様なニーズへの対応を踏まえ、各年
度の確保方策を達成できるよう、提供体制の確保を目指す。

②－①

５．自己点検・自己評価

②確保方策

R2年度
実績

R3年度
見込

R4年度
見込

R5年度
見込

R6年度
見込

①実績・見込

小計

合計

受給差（②－①）

３号認定
H30年度

実績
R1年度

実績

認定こども園
（幼保連携型）

０歳  17人

１～２歳  69人

小規模保育事業
（A型）

３号認定
H30年度

実績

実施時期

①量の見込み

②
確
保
方
策

認可保育所
（公立）

認可保育所
（私立）

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　量の見込みと確保方策（幼児期の教育・保育）の進捗シート 

１．事業名 施設型給付の充実―３号認定こども

２．事業概要 　保育の必要性がある、満３歳未満の子どもを保育所、認定こども園等において保育する事業

３．確保方策

　第１期計画期間中において、小規模保育事業所を１園、幼保連携型認定こども園を２園新設することで、保護者
の就労状況の変化にも対応しやすい施設を整備してきました。
　しかし、増加傾向にある保育ニーズを注視し、既存施設の活用を図った上で、さらに公立幼稚園のあり方を検討
していく必要があると考えており、１園を認定こども園へ移行する計画（定員の段階的見直し含む）となっていま
す。
　■令和３年度　小規模保育事業所・認定こども園（保育部）の定員拡充
　■令和６年度　幼保連携型認定こども園　１園移行
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①

3か所 3か所 3か所 3か所 3か所

3か所 3か所 3か所 3か所 3か所

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）

２か所 ３か所 ３か所 3か所 3か所 3か所 3か所

３か所 3か所 3か所 3か所 3か所

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）

　平成27年度より、子育て支援総合センター内に子育てコンシェルジュを配置し、計画通り進めている。現状、量の見込みに対し、確
保はできているが、今後の対応方策として、個々のニーズに十分対応できるように、子育て支援等に係る施設や事業の情報について、よ
り積極的な情報収集と効果的な情報提供を行い、必要に応じた相談・助言等を行いながら、関係機関との連絡調整等を進めていく。

R5年度
見込

R6年度
見込

①実績・見込

②確保方策

②－①

５．自己点検・自己評価

提供区域 大磯町全体 指数 実施場所数（か所数）

実施時期
H30年度

実績
R1年度

実績
R2年度

実績
R3年度

見込
R4年度

見込

R4年度 R5年度 R6年度

①量の見込み

②確保方策

②－①

４．進捗状況

提供区域 大磯町全体 指数 実施場所数（か所数）

実施時期
H30年度

実績
R2年度 R3年度

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　量の見込みと確保方策（地域子ども・子育て支援事業）の進捗シート

１．事業名 利用者支援事業

２．事業概要
　子育て期のいろいろな悩みごと・困りごと等について、専門職員が一緒に考えたり、必要な情報を提供したり、適
切なサービスや支援機関を紹介しています。

３．確保方策

　現在は、子育て支援課窓口、子育て支援総合センター、また新設された石坂巻子記念子育て支援センターでも、施
設案内や連絡調整、各種サービスの利用支援を行っています。
　各幼稚園・保育所等に勤務されている子育て関係者などを対象に、母子保健制度などを学ぶ認定講座などを開催
し、コーディネーターを養成して、配置していくことを検討しています。今後は、より利用者支援事業の活動を促進
していくとともに、事業の実施にあたり、引き続き積極的に広報活動を行い、広くサービス利用者に周知を図ってい
きます。
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②

16,809人  17,052人  16,905人  16,316人  15,766人  15,344人

常設２か所 常設２か所 常設２か所 常設２か所 常設２か所

 17,052人  16,905人  16,316人  15,766人  15,344人

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）

常設１か所 常設２か所 常設２か所 常設２か所 常設２か所 常設２か所 常設２か所

12,641人日 13,807人日 5,817人日  16,905人  16,316人  15,766人  15,344人

常設２か所 常設２か所 常設２か所 常設２か所 常設２か所

17,052人日  16,905人  16,316人  15,766人  15,344人

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）②－①

５．自己点検・自己評価

　子育て中の親子の交流、親子にとっての学び、情報交換、子育て相談などに気軽に利用ができる地域の子育て支援拠点として機能していると考え
る。新たにまだ利用したことのない親子への周知行動するとともに、引き続き本事業の周知に努め、利用しやすい環境の工夫を図っていく。
　子育てアドバイザーによる育児相談のほか、専門職の育児相談日を設けたり、メールでの育児相談を行うことで、子ども達の健やかな成長を促して
いく。

R4年度
見込

R5年度
見込

R6年度
見込

①実績・見込

②確保方策

②－①

提供区域 大磯町全体 指数
年間延べ利用者数（人）

※利用人数×利用回数×12月

実施時期
H30年度

実績
R1年度

実績
R2年度

実績
R3年度

見込

R4年度 R5年度 R6年度

①量の見込み

②確保方策

４．進捗状況

提供区域 大磯町全体 指数
年間延べ利用者数（人）

※利用人数×利用回数×12月

実施時期
H30年度

実績
R2年度 R3年度

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　量の見込みと確保方策（地域子ども・子育て支援事業）の進捗シート

１．事業名 地域子育て支援拠点事業

２．事業概要

　子育て中の親子が気軽に集まって、子育てについての情報交換をしたり、お互いの不安・悩みを相談できるよう、
子育て支援総合センターでは「つどいの広場」を開催しています。
　また、町東部地区では、令和元年10 月まで生涯学習館、高麗区民会館、東町福祉館、保健センターにおいて「つ
どいの広場」を週４日程度開催していましたが、令和元年11月から開設した石坂巻子記念子育て支援センターに集
約し、自由遊びや育児相談を行っています。

３．確保方策
　令和元年度より、新たに石坂巻子記念子育て支援センターを開設し、町東部地域の拠点として、子育て支援ニーズ
に対応できるようになっています。
　今後は、さらなる子育て支援ニーズに対応できるよう運営方法なども含め検討していきます。
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③

 2,024人  2,674人  2,590人  2,534人  2,436人  2,366人

 2,674人  2,590人  2,534人  2,436人  2,366人

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）

 2,024人  1,805人  1,875人  2,590人  2,534人  2,436人  2,366人

 2,674人  2,674人  2,590人  2,534人  2,436人  2,366人

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）

　令和２年度も里帰り等で委託契約されていない医療機関を受診した場合は、償還払いで対応した。妊婦の健康管理を図る上で重要な事
業であるため、受診についての周知を徹底し、妊婦の健康の保持及び増進が図られるよう本事業を継続実施していく。
　また、多胎児妊婦の場合は何よりも早産を予防することが大切で、母体や胎児のリスク回避のため妊婦健診が大変重要となることか
ら、令和２年度から補助券を２回分上乗せし、安心して里帰り出産できるように償還払いについても対応できるようにした。

Ｒ５年度
見込

Ｒ６年度
見込

①実績

②確保方策

②－①

５．自己点検・自己評価

提供区域 大磯町全体 指数
年間延べ利用者数（人回）
※年間利用人数×利用回数

実施時期
H30年度

実績
Ｒ１年度

実績
Ｒ２年度

実績
Ｒ３年度

見込
Ｒ４年度

見込

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

①実績・見込

②確保方策

②－①

４．進捗状況

提供区域 大磯町全体 指数
年間延べ利用者数（人）

※年間利用人数×利用回数

実施時期
H30年度

実績
Ｒ２年度 Ｒ３年度

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　量の見込みと確保方策（地域子ども・子育て支援事業）の進捗シート

１．事業名 妊婦健診

２．事業概要

　妊婦や胎児の健康の保持及び増進を図るため、妊婦に対する健康診査として、①健康状態の把握、②検査計測、③
保健指導を実施するとともに、妊娠期間中の適時に必要に応じた医学的検査を実施する事業です。大磯町では、母子
健康手帳交付時に、妊婦健康診査費用を補助するため、14枚の補助券を交付し、基本的な妊婦健診と健診に伴う自
費の検査費用を補助しています。

３．確保方策
　実施は医療機関に委託している事業ですが、委託契約されていない診療機関において受診した場合でも、本人には
償還払いされる形で対応しています。
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④

 191人  185人  181人  174人  169人

 8人  8人  8人  8人  8人

 54人  54人  54人  54人  54人

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）

 149人 160人 150人  185人  181人  174人  169人

８人  8人  8人  8人  8人

54人  54人  54人  54人  54人

８人  8人  8人  8人  8人

54人  54人  54人  54人  54人

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）

②
確
保
方
策

実施体制（保健師等）

実施体制（民生委員・児童委員等）

②－①

５．自己点検・自己評価

　令和２年度においては、第１子は助産師（委託）、第２子以降は新型コロナウイルス感染症により民生委員・児童委員に代わり子育て
支援課職員が訪問、未熟児は町保健師の訪問とし、量の見込みを確保できる体制を整えた。
　乳児家庭全戸訪問は、生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を訪問することにより、子どもの発育発達はもちろん、母親の心身の健
康状態と育児環境を確認していく。新生児訪問（第１子）で里帰り出産等により訪問が実施できていないケースについては、里帰り先の
自治体に訪問を依頼し状況の確認を行った。
　今後も早期から適切な育児支援が受けられるよう、出産後すべての家庭に訪問し、育児不安の軽減や虐待防止予防に努めるため、本事
業を継続実施していく。

R4年度
見込

R5年度
見込

R6年度
見込

①
実
績
・
見
込

年間利用人数

実施体制（保健師等）

実施体制（民生委員・児童委員等）

②－①

提供区域 大磯町全体 指数 ０歳児の人口推計数（人）

実施時期
H30年度

実績
R1年度

実績
R2年度

実績
R3年度

見込

R4年度 R5年度 R6年度

①量の見込み

②
確
保
方

策

実施体制（保健師等）

実施体制（民生委員・児童委員等）

４．進捗状況

提供区域 大磯町全体 指数 ０歳児の人口推計数（人）

実施時期
H30年度

実績
R2年度 R3年度

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　量の見込みと確保方策（地域子ども・子育て支援事業）の進捗シート

１．事業名 乳児家庭全戸訪問事業

２．事業概要

　生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を訪問することにより、子育てに関する情報の提供並びに乳児及びその保
護者の心身の状況及び養育環境の把握を行うほか、療育についての相談に応じ、助言その他の援助を行う事業で、大
磯町では「新生児訪問」「こんにちは赤ちゃん事業」として実施しています。
【新生児訪問】初めてのお子さんが生まれた時に、助産師が訪問し、発育の確認や育児などの相談を実施していま
す。
【こんにちは赤ちゃん事業】第２子以降のお子さんが生まれた時に、民生委員・児童委員（主任児童委員含む）が訪
問し、４か月児健診の案内や子育て情報の提供、養育状況の確認を行っています。

３．確保方策
　乳幼児家庭全戸訪問事業は、生後４か月までの乳児のいる家庭への訪問ということで、全数を対象としており、引
き続き実施していきます。現在、新生児訪問を実施している保健師、助産師数、また、こんにちは赤ちゃん事業は、
民生委員・児童委員の活動で実施していただいていますので、現在の実施体制を継続していきます。
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⑤－１

 15人  15人  15人  15人  15人

②

確

保

方

策

１か所 １か所 １か所 １か所 １か所

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）

 4人 ４人 ４人  15人  15人  15人  15人

１か所 １か所 １か所 １か所 １か所

②

確

保

方

策

１か所 １か所 １か所 １か所 １か所

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）②－①

５．自己点検・自己評価

　令和２年度も養育支援事業は、１事業所にて問題なく実施できている。
　今後も養育支援が必要な家庭は一定数想定されるため、新たな委託先の確保に努め関係機関との連携を強化し、本事業を継続実施してい
く。

R5年度
見込

R6年度
見込

①
実
績
・
見
込

年間利用人数（人）

実施体制（委託）

実施体制（委託）

提供区域 大磯町全体 指数 相談対応件数（人）

実施時期
H30年度

実績
R1年度

実績
R2年度

実績
R3年度

見込
R4年度

見込

R4年度 R5年度 R6年度

①量の見込み

実施体制（委託）

②－①

４．進捗状況

提供区域 大磯町全体 指数 相談対応件数（人）

実施時期
H30年度

実績
R2年度 R3年度

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　量の見込みと確保方策（地域子ども・子育て支援事業）の進捗シート

１．事業名 　養育支援訪問事業、その他要支援・要保護児童等支援事業【養育支援訪問事業】

２．事業概要
　子育てに対して不安や孤立感などから養育支援が特に必要な妊産婦（産後概ね１年程度）の家庭（児童虐待の可能性
があるものを含む）に町職員が訪問し、継続して養育に関する指導、助言等を行うことにより、当該家庭の適切な養育
の実施を確保するための訪問を民間事業者が行っています。

３．確保方策
　平成29年１月より養育支援訪問するに当たり必要な産科、小児科、精神科等の看護に精通する看護職の配置がある民
間事業者による訪問を実施し、人員体制を強化しました。
　今後はこの体制を継続していきます。
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⑤－２

 27人  31人  31人  31人  31人  31人

②
確
保
方
策

３人 ３人 ３人 ３人 ３人

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）

 27人 82人  107人  31人  31人  31人  31人

②

確
保
方
策

３人 ３人 ３人 ３人 ３人

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）

　「要保護児童対策地域協議会」を活用し、児童虐待に対応ができるネットワーク体制を強化しながら早期発見、適切な支援や保護、
DV等への対応に努めている。また、専門職のコーディネーターを配置し、今後は研修を受講し専門性の向上に努めながら、引き続き本
事業を継続し、関係機関との連携を図り、早期発見、適切な保護、対応に繋げていく。

R5年度
見込

R6年度
見込

①実績・見込

実施体制
（コーディネーター）

②－①

５．自己点検・自己評価

提供区域 大磯町全体 指数 要保護児童数、要支援児童数の相談件数（人）

実施時期
H30年度

実績
R1年度

実績
R2年度

実績
R3年度

見込
R4年度

見込

R4年度 R5年度 R6年度

①量の見込み

実施体制
（コーディネーター）

②－①

４．進捗状況

提供区域 大磯町全体 指数 要保護児童数、要支援児童数の相談件数（人）

実施時期
H30年度

実績
R2年度 R3年度

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　量の見込みと確保方策（地域子ども・子育て支援事業）の進捗シート

１．事業名 　養育支援訪問事業、その他要支援・要保護児童等支援事業【要保護児童対策地域協議会】

２．事業概要
　虐待をうけている子どもたちや、虐待をうけているのではないかと思われる子どもなどの早期発見や支援を図るた
めに関係機関が連携し、「要保護児童対策地域協議会」を設置しています。協議会では、関係者間で情報交換と支援
の協議を行っています。

３．確保方策
　地域の様々な関係団体、活動団体とも連携を深め、要保護児童の早期発見、適切な保護、対応につなげていきま
す。
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⑥

 0人  1人  1人  1人  1人  1人

 1人  1人  1人  1人  1人

 1人  1人  1人  1人  1人

（確保） （確保） （確保） （確保）

 0人  0人  0人  1人  1人  1人  1人

 0人  1人  1人  1人  1人

 0人  1人  1人  1人  1人

― ― ― ― ―②－①

５．自己点検・自己評価

　受け皿となる施設等がないことから令和２年度現在、事業を実施していない。事業の実施にあたっては、利用者のニーズ等を考慮した
うえで、総合的に判断していきたい。

R4年度
見込

R5年度
見込

R6年度
見込

①実績・見込

②

確
保
方
策

ショートステイ

トワイライトステイ

②－①

提供区域 大磯町全体 指数
年間利用延べ人数（人）

※年間利用人数×利用日数

実施時期
H30年度

実績
R1年度

実績
R2年度

実績
R3年度

見込

R4年度 R5年度 R6年度

①量の見込み

②
確
保
方

策

ショートステイ

トワイライトステイ

４．進捗状況

提供区域 大磯町全体 指数
年間利用延べ人数（人）

※年間利用人数×利用日数

実施時期
H30年度

実績
R2年度 R3年度

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　量の見込みと確保方策（地域子ども・子育て支援事業）の進捗シート

１．事業名 子育て短期支援事業

２．事業概要
　保護者の疾病等の理由により、家庭において養育を受けることが一時的に困難となった児童について、児童養護施
設等に入所させ、必要な保護を行う事業（ショートステイ）及び、夜間養護等事業（トワイライトステイ事業）のこ
とです。大磯町ではこれまで実施していません。

３．確保方策
　ショートステイについては児童相談所等を介しての代替サービスにつなげていきます。
　また、トワイライトステイについてはファミリー・サポート・センターの利用などにつなげていきます。

112 
 



⑦

 373人  339人  339人  339人  339人  339人

 339人  339人  339人  339人  339人

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）

 373人  441人  415人  339人  339人  339人  339人

 415人  339人  339人  339人  339人

 0人  0人  0人  0人  0人

　令和２年度において、ファミリー・サポート・センター事業の援助会員数は２５人、依頼会員数は１２５人、両方会員数は２人まで確保することが
でき、多くの活動が実現できた。しかしながら、援助活動は、年々増加傾向にあり、実際の依頼会員数から見れば、援助会員数が十分に確保されてい
るとは言えず、今後は若い世代の援助会員数の確保の強化に努める必要がある。

R5年度
見込

R6年度
見込

①実績・見込

②確保方策

②－①

５．自己点検・自己評価

提供区域 大磯町全体 指数
年間利用延べ人数（人）

※年間利用人数×利用日数

実施時期
H30年度

実績
R1年度

実績
R2年度

実績
R3年度

見込
R4年度

見込

R4年度 R5年度 R6年度

①量の見込み

②確保方策

②－①

４．進捗状況

提供区域 大磯町全体 指数
年間利用延べ人数（人）

※年間利用人数×利用日数

実施時期
H30年度

実績
R2年度 R3年度

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　量の見込みと確保方策（地域子ども・子育て支援事業）の進捗シート

１．事業名 ファミリー・サポート・センター事業

２．事業概要

　育児の援助をしてほしい方（依頼会員）と援助したい方（協力会員）、そして依頼会員として子どもを預かっても
らうこともあるが、時には預かることも可能な方（両方会員）とで会員を組織して、地域において会員同士で子育て
を支援する相互援助活動を行うことを支援する事業です。
　依頼会員：町内在住の、生後３か月から小学校６年生までのお子さんがいる方。
　援助会員：町内在住で保育等に理解と情熱のある健康な方。（資格なし、研修あり）

３．確保方策
　ファミリー・サポート・センター事業は引き続き、依頼会員・援助会員による活動を促進していきます。また、援
助会員数の拡充を目指すとともに、支援内容の充実や援助会員のスキルアップを図ります。
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⑧-1

 7,472人  6,151人  6,060人  6,356人  6,379人  5,968人

-  228人  251人  296人  319人  319人

 7,472人  6,379人  6,311人  6,652人  6,698人  6,287人

５か所 ５か所 ５か所 ５か所 ５か所

 6,379人  6,311人  6,652人  6,698人  6,287人

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）

 5,843人  5,392人  5,263人  6,060人  6,356人  6,379人  5,968人

- -  20人  251人  296人  319人  319人

 5,843人  5,392人  5,283人  6,311人  6,652人  6,698人  6,287人

５か所 ５か所 ５か所 ５か所 ５か所

 5,283人  6,311人  6,652人  6,698人  6,287人

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）②－①

５．自己点検・自己評価

　一時預かり事業については、公立幼稚園の長期休業中において新たに実施し、実施体制の拡充を行った。今後、より一層の実施体制の
拡充について検討を行う。

①
ニ
ー

ズ
量

１号認定による利用

2号認定による利用

小計

②確保方策

年間利用延べ人数（人）
※年間利用人数×利用日数

実施時期
H30年度

実績
R1年度

実績
R2年度

実績
R3年度

見込
R4年度

見込
R5年度

見込
R6年度

見込

②確保方策

②－①

提供区域 大磯町全体 指数

R4年度 R5年度 R6年度

①
ニ
ー

ズ
量

１号認定による利用

2号認定による利用

小計

４．進捗状況

提供区域 大磯町全体 指数
年間利用延べ人数（人）

※年間利用人数×利用日数

実施時期
H30年度

実績
R2年度 R3年度

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　量の見込みと確保方策（地域子ども・子育て支援事業）の進捗シート

１．事業名 幼稚園における在園児を対象とした一時預かり（預かり保育）：一時預かり

２．事業概要

　幼稚園及び幼保連携型認定こども園に在園する児童を対象に、通常の教育時間の前後や、土曜・日曜・長期休業期
間中に幼稚園が行う教育活動のことです。

　公立幼稚園（２園）　：週３回　14時～17時
　私立こいそ幼稚園　   ：平日　7時30分～9時　14時～17時30分まで（長期休暇期間中も実施）
　認定こども園あおばと：平日　7時～9時　14時～18時まで(長期休暇期間中も実施)(平成28年度～)
　サンキッズ国府　　　：平日　7時～9時　14時～19時まで(長期休暇期間中も実施)(平成30年度～)

３．確保方策

　町では、私立幼稚園及び私立幼保連携型認定こども園が預かり保育を平日及び長期休業中に実施しているため、一
定の数は確保されています。
　女性の社会進出がより一層進むことを考慮し、計画期間中は公立で実施している週３回の預かり保育の実施に加
え、長期休業中にも複数日実施することで、ニーズ対応してまいります。
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⑧-2

 2,436人  2,675人  2,652人  2,661人  2,631人  2,599人

 2,675人  2,652人  2,661人  2,631人  2,599人

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）

 2,436人  2,358人  1,857人  2,652人  2,661人  2,631人  2,599人

 1,857人  2,652人  2,661人  2,631人  2,599人

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）

　一時保育事業については、サンキッズ大磯、サンキッズ国府において実施しているが、今後も供給量の確保に努めていく。

R5年度
見込

R6年度
見込

①実績・見込

②確保方策

②－①

５．自己点検・自己評価

提供区域 大磯町全体 指数
年間延べ利用者数（人）
年間利用人数×利用日数

実施時期
H30年度

実績
R1年度

実績
R2年度

実績
R3年度

見込
R4年度

見込

R4年度 R5年度 R6年度

①量の見込み

②確保方策

②－①

４．進捗状況

提供区域 大磯町全体 指数
年間延べ利用者数（人）
年間利用人数×利用日数

実施時期
H30年度

実績
R2年度 R3年度

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　量の見込みと確保方策（地域子ども・子育て支援事業）の進捗シート

１．事業名 幼稚園における在園児を対象とした一時預かり（預かり保育）以外：一時保育

２．事業概要

　保護者の断続的・短時間の就労等や傷病、冠婚葬祭等、または育児等に伴う心理的・肉体的負担を解消するなどの
通常保育所の対象外の児童に対し、一時的な保育サービスを実施する事業です。

　サンキッズ大磯：平日・土曜日　７時から20時まで
　　　　　　　　   日曜日･祝日　8時から18時まで
　サンキッズ国府：平日　７時から19時まで
　　　　　　　　　土曜日　７時から18時まで

３．確保方策
　現在、サンキッズ大磯及びサンキッズ国府において実施しています。また、サンキッズ大磯では休日保育も実施し
ており、今後も多様なニーズに対応するため、事業の継続実施を支援していきます。
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⑨

 10,784人  11,642人  11,704人  11,704人  11,704人  12,486人

5か所 5か所 5か所 5か所 5か所

 20人  20人  20人  20人  20人

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）

 10,784人  10,637人  7,617人  11,704人  11,704人  11,704人  12,486人

5か所 5か所 5か所 5か所 5か所

 20人  20人  20人  20人  20人

5か所 5か所 5か所 5か所 5か所

 20人  20人  20人  20人  20人

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）

②
確
保
方
策

実施施設数

実施体制（人）

②－①

５．自己点検・自己評価

　延長保育事業については、現行の事業実施により対応ができている。

R4年度
見込

R5年度
見込

R6年度
見込

①
実
績
・
見
込

年間利用実人数（人）

実施施設数

実施体制（人）

②－①

提供区域 大磯町全体 指数 年間利用実人数（人）

実施時期
H30年度

実績
R1年度

実績
R2年度

実績
R3年度

見込

R4年度 R5年度 R6年度

①量の見込み

②
確
保
方
策

実施施設数

実施体制（人）

４．進捗状況

提供区域 大磯町全体 指数 年間利用実人数（人）

実施時期
H30年度

実績
R2年度 R3年度

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　量の見込みと確保方策（地域子ども・子育て支援事業）の進捗シート

１．事業名 延長保育事業

２．事業概要

　保育認定を受けた子どもについて、通常の利用日以外の日や、利用時間以外の時間において、保育所や認定こど
も園、小規模保育事業所にて保育を実施する事業です。

　・サンキッズ大磯　　　　平日・土曜日　18時から20時まで
　・国府保育所　　　　　　平日　　　　　18時から19時まで
　・もあなこびとのこや　　平日・土曜日　18時30分から19時まで（平成27年度～）
　・認定こども園あおばと　平日・土曜日　18時30分から19時30分まで（平成28年度～）
　・サンキッズ国府　　　　平日・土曜日　18時から19時まで（平成30年度～）

３．確保方策
　現在５園で実施しており、十分な対応が可能です。サービスを継続するとともに、就労する保護者の増加やその
ニーズを捉え、より良いサービス提供となるよう工夫します。
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⑩

 78人 90人 90人 90人 90人 90人

②
確
保
方
策

90人 90人 90人 90人 90人

（確保） （確保） （確保） （確保）

78人 65人 20人 90人 90人 90人 90人

②
確
保
方
策

20人 90人 90人 90人 90人

（確保） （確保） （確保） （確保） （確保）

　平成28年６月から認定こども園あおばとにおいて病後児保育事業を開始。子どもの病気回復期の集団保育が困難な時期に保育を行う
ことで、保護者の子育てと就労の両立の支援を実施した。引き続き、広報等で病後児保育事業の周知に努めていく。

R5年度
見込

R6年度
見込

①実績・見込

病後児保育事業

②－①

５．自己点検・自己評価

提供区域 大磯町全体 指数
年間利用延べ人数（人）
年間利用人数×利用日数

実施時期
H30年度

実績
R1年度

実績
R2年度

実績
R3年度

見込
R4年度

見込

R4年度 R5年度 R6年度

①量の見込み

病後児保育事業

②－①

４．進捗状況

提供区域 大磯町全体 指数
年間利用延べ人数（人）
年間利用人数×利用日数

実施時期
H30年度

実績
R2年度 R3年度

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　量の見込みと確保方策（地域子ども・子育て支援事業）の進捗シート

１．事業名 病児・病後児保育事業

２．事業概要

　児童が病中または病気の回復期にあって集団保育が困難な期間、保育所や医療機関等に付設された専用スペース等
において保育及び看護ケアを行う事業です。

　・認定こども園あおばと　平日　7時30分から18時30分まで（平成28年度～）

３．確保方策
　町内では、平成28年度に幼保連携型認定こども園あおばとが開園し、同年６月から病後児保育事業を開始しまし
た。
　また、平成30年度からは広域利用として、隣接する二宮町の児童の利用を可能としています。
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⑪

【大磯学童保育クラブ】

 84人  86人  79人  69人  66人  67人

 34人  44人  43人  44人  39人  35人

 118人  130人  122人  113人  105人  102人

 131人  131人  131人  131人  131人

 1人  9人  18人  26人  29人

 68人  68人  101人  59人  51人  51人  50人

 22人  22人  44人  33人  33人  33人  25人

 90人  145人  145人  92人  84人  84人  75人

 145人  131人  131人  131人  131人

 0人  39人  47人  47人  56人

【国府学童保育クラブ】

 68人  64人  59人  51人  50人  50人

 22人  33人  33人  33人  28人  25人

 90人  97人  92人  84人  78人  75人

 112人  112人  112人  112人  112人

 15人  20人  28人  34人  37人

 68人  68人  72人  59人  51人  50人  50人

 22人  22人  33人  33人  33人  28人  25人

 90人  90人  105人  92人  84人  78人  75人

 112人  112人  112人  112人  112人

 7人  20人  28人  34人  37人

②確保方策

②－①

５．自己点検・自己評価

　現在、大磯学童保育クラブにおいて確保方策を超える利用ニーズとなっているが、職員体制や児童の安全性の確保を考慮した上で、
小学校の教室等を活用しながら、保護者の多様な就労形態やニーズに対応できるよう努めている。
　今後についても、受託先の事業者と連携を図り、引き続き事業を実施していく。
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②確保方策
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実績
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実績
R3年度

見込
R4年度
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②確保方策

②－①

提供区域 大磯町全体 指数 実利用者数

R4年度 R5年度 R6年度

①
ニ
ー

ズ
量

低学年

高学年

合計

４．進捗状況

提供区域 大磯町全体 指数 実利用者数

実施時期
H30年度

実績
R2年度 R3年度

第２期大磯町子ども笑顔かがやきプラン　量の見込みと確保方策（地域子ども・子育て支援事業）の進捗シート

１．事業名 放課後児童クラブ

２．事業概要
　就労等により昼間保護者のいない家庭の児童に対し、授業終了後や長期休暇期間中の適切な遊び及び生活の場を与えて、その
健全な育成を図る事業で、大磯町では大磯学童保育クラブ及び国府学童保育クラブの2箇所で実施しています。

３．確保方策
　現在の施設でニーズ量は満たされますが、保護者の多様な就労形態やニーズに対応できるよう、引き続き運営委託先の事業者
と連携を図ってまいります。
　また、全児童を対象とした放課後子ども教室との連携に努めてまいります。
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